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自
然
環
境
と
政
治

　

局
地
的
豪
雨
と
猛
暑
。
不
規
則
で
は
な
く
、
そ
れ
は
通
例
の
自
然
状
況
で
あ
る
。
人
為
的
原
因
に
よ
っ
て
発
生
し
た
変
化
な
の
か
、
そ
う

で
は
な
い
の
か
。
日
本
の
生
産
・
生
活
ス
タ
イ
ル
が
そ
の
一
因
か
、
ち
が
う
の
か
。
自
然
環
境
の
変
化
の
要
因
を
因
果
関
係
的
に
立
証
す
る
の

は
難
し
い
が
、
要
因
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
地
球
温
暖
化
の
要
因
で
あ
る
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減

な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
自
然
環
境
を
外
部
的
要
因
で
政
治
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
か
、
自
然
環
境

は
外
部
不
経
済
で
経
済
活
動
と
は
関
係
が
な
い
と
い
っ
て
い
る
時
代
で
は
な
い
。

　

自
然
環
境
の
変
化
を
前
提
に
し
た
具
体
的
行
動
は
当
然
に
必
要
で
あ
る
。東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
差
し
迫
っ
た
、わ
か
り
や
す
い
例
で
あ
る
。

「
夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
は
懐
疑
的
な
人
は
以
前
か
ら
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
き
て
、
そ
う
い
う
意
見
が
急
速
に
増
え
て
い
る
。
そ
う

い
う
声
に
押
さ
れ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
中
止
す
る
と
か
開
催
時
期
を
変
更
す
る
方
向
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、「
時
、
す
で
に
遅

し
」
で
、
予
定
ど
お
り
に
開
催
さ
れ
る
と
み
る
し
か
な
い
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
中
に
局
地
的
豪
雨
が
発
生
し
、
特
定
の
地
域
で
甚
大
な

被
害
が
発
生
す
る
か
も
し
れ
ず
、
開
催
地
東
京
が
そ
う
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
見
越
し
た
対
策
は
ど
う
し
て
も
必
要
で

あ
る
。「
時
間
が
足
り
な
い
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
」
課
題
で
あ
る
。
豪
雨
に
苦
し
ん
で
い
る
地
域
が
あ
る
と
き
、
そ
の
地
域
を
救
済
で
き
な
い

政
治
で
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
高
齢
化
を
考
え
る
と
、
熱
中
症
で
体
調
を
崩
す
人
が
急
増
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
国
民
だ
け
で
な
く

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
関
係
者
や
観
客
も
そ
う
な
り
う
る
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
仕
組
み
は
つ
く
ら
れ
て
い
な
い
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
一
例
で
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
な
く
て
も
、
自
然
環
境
の
変
化
は
政
治
に
直
結
す
る
が
、
そ
う
し
た
方
向
で

政
治
が
動
い
て
い
る
気
配
は
な
い
。「
自
然
環
境
」
は
副
次
的
課
題
と
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。「
環
境
に
や
さ
し
い
政
治
」
は
、

少
し
前
ま
で
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
の
段
階
は
す
ぎ
、
い
ま
や
、
具
体
的
政
策
を
す
す
め
る
局
面
に
い
た
っ
て
い
る
。
豪
雨
と
猛
暑
だ

け
で
な
く
、
地
震
も
わ
れ
わ
れ
は
経
験
し
て
い
る
。
自
然
環
境
は
政
治
の
一
丁
目
一
番
地
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
春
秋
）

巻頭言
　

人
吉
市
の
国
宝
・
青
井
阿
蘇
神
社
の
歴
代

大
宮
司
の
住
居
「
旧
青
井
家
住
宅
」
と
、
神

社
前
の
蓮
池
に
架
か
る
「
禊

み
そ
ぎ

橋
」
の
２
施
設

が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
る
。

　

同
住
宅
は
、
大
同
元
（
８
０
６
）
年
の
同

神
社
の
創
建
か
ら
明
治
時
代
ま
で
、
大
宮
司

職
を
務
め
た
青
井
家
の
屋
敷
で
、
主し

ゅ
お
く屋
・
西

蔵
・
東
蔵
・
門
の
４
棟
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

禊
橋
は
県
内
に
現
存
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
で
は
最
古
と
い
う
。

青
井
阿
蘇
神
社
の
２
施
設　

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

青井阿蘇神社の「文化苑」内にある旧青井家住宅

青井阿蘇神社内に掲げられた「旧青井家住宅」の案内板

「好古蔵」内には貴重な
神器なども保存されている

（撮影／山口啓二）

神社前の蓮池に架かる「禊橋」（8月1 撮影）
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る
た
め
、
ガ
イ
ド
の
溝
口
隼
平

さ
ん
の
協
力
を
受
け
て
お
こ
な

わ
れ
た
。

　

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
後
、
ゴ
ー
ル

地
の
水
嶋
神
社
に
目
指
し
、
源

流
の
水
を
同
地
で
海
に
か
え
し
、

リ
レ
ー
は
無
事
終
了
し
た
。

行
し
、
同
駅
付
近
か
ら
荒
瀬
ダ

ム
左
岸
下
流
約
４
０
０
メ
ー
ト

ル
ま
で
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
楽
し
ん

だ
。
荒
瀬
ダ
ム
撤
去
に
と
も
な

い
球
磨
川
の

水
の
流
れ
が

復
活
し
た

流
域
で
、
難

コ
ー
ス
で
あ

《
溝み

ぞ
ぐ
ち口

隼じ
ゅ
ん

平ぺ
い

さ
ん
》

　

鹿
児
島
県
出
水
市
出
身
。
愛

知
県
内
の
大
学
を
卒
業
し
た
の

ち
、
ダ
ム
な
ど
の
研
究
を
す
す

め
る
。
２
０
１
０
年
、
八
代
市

坂
本
町
に
移
住
。
荒
瀬
ダ
ム
、

瀬
戸
石
ダ
ム
の
研
究
に
従
事
。

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
技
術
も
取
得
。
一

般
社
団
法
人
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
協

会
の
リ
バ
ー
ガ
イ
ド
。
36
歳
。

ラ
フ
テ
ィ
ン
ン
グ
会
社
「
リ
ボ
ー

ン
（reborn

）」
を
設
立
、
８

月
１
日
か
ら
営
業
を
開
始
。「
リ

ボ
ー
ン
」は
再
生
と
い
う
意
味
。

第
21
回
源
流
水
リ
レ
ー

源
流
キ
ャ
ン
プ　

球
磨
川
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

楽
し
む
た
め
に
、
今
回
は
キ
ャ

ン
プ
中
心
に
７
月
29
日
、
30
日

の
両
日
開
催
さ
れ
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
当
日
、
突
然
の
雨
の

た
め
、
室
内
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

実
施
に
な
っ
た
が
、
花
火
な
ど

は
予
定
ど
お
り
実
施
。
子
ど
も

た
ち
か
ら
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

　

30
日
は
、「
山
羊
の
い
る
球
磨

川
」（
あ
さ
ぎ
り
町
）に
立
ち
寄
っ

た
あ
と
、
瀬
戸
石
駅
付
近
に
直

【写真提供】球磨川源流水リレー実行委員会（松田浩
典さん、松永一喜さん、緒方大輔さん）、つる詳子さん
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の
生
徒
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
の
の
ち
、
同

11
時
に
営
業
を
開
始
し
た
。「
鮎
や
な
」

は
８
月
後
半
か
ら
９
月
に
か
け
て
設
置
予

定
。
今
回
は
、
鮎
料
理
販
売
を
先
行
実
施

し
た
。
鮎
の
塩
焼
き
、
田
楽
、
甘
露
煮
な

ど
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、
鮎
の
唐
揚

げ
、
せ
ご
し
、
鮎
の
刺
身

を
用
意
。
ご
飯
な
ど
も
坂

本
産
に
す
る
な
ど
こ
だ
わ

り
の
店
づ
く
り
に
し
て
い

る
。
現
在
は
仮
店
舗
で
営

業
中
。
来
年
度
は
「
道
の

駅
さ
か
も
と
」
の
中
庭
に

店
舗
を
構
え
る
予
定
。

　

荒
瀬
ダ
ム
撤
去
工
事
の
進
捗
に
と
も
な

い
、
球
磨
川
を
利
用
し
た
地
域
創
世
の
取

り
組
み
が
旧
坂
本
村
（
八
代
市
坂
本
町
）

で
強
ま
っ
て
い
る
。「
鮎
や
な
」
食
堂
の
運

営
も
そ
の
ひ
と
つ
。

　

７
月
22
日
、
秀
岳
館
高
校
（
八
代
市
）

荒
瀬
ダ
ム
撤
去
関
連
記
事

「
食
処
さ
か
も
と  

鮎
や
な
」

　

営
業
開
始　
　

 　
　
　
　
編
集
部

最
近
の
お
も
な
出
来
事

７
月
16
日
（
日
）

▽
繊
月
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
人
吉
市
第
一市
民
運
動
広
場
）

▽
熊
本
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
「
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
・
ナ
イ
ト
」（
人
吉
市

上
薩
摩
瀬
町
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
）

７
月
17
日
（
月
）
海
の
日

▽一勝
地
温
泉
「
か
わ
せ
み
」
感
謝
祭
（
球
磨
村
同
施
設
）

７
月
22
日
（
土
）

▽
人
吉
市
城
本
町
「
大
村
古
墳
ま
つ
り
」（
城
本
公
園
）

７
月
23
日
（
日
）

▽
人
吉
球
磨
児
童
に
よ
る
「
童
話
発
表
会
」（
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

７
月
28
日
（
金
）

▽
に
し
き
ほ
る
も
ん
街
道
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
（
錦
町
役
場
前
広
場
）

７
月
29
日
（
土
）

▽
き
じ
馬
カ
ッ
プ
Ｕ
︱
13
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
〜
30
日
、
人
吉
市
梢
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▽
第
28
回
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
サ
ガ
ラ
ッ
パ
祭
」（
相
良
村
柳
瀬
の
河
川
敷
）

８
月
５
日
（
土
）

▽
第
50
回
八
代
く
ま
川
祭
り
（
八
代
市
中
心
商
店
街
、
袋
町
〜
旭
中
央
通
）

８
月
６
日
（
日
）

▽
映
文
協
40
周
年
記
念
上
映
会
「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」（
あ
さ
ぎ
り
町
須

恵
文
化
ホ
ー
ル
）

８
月
11
日
（
金
）
山
の
日

▽
「
お
ど
ん
達
も
応
援
団
」
立
ち
上
が
れ
熊
本
！　

東
日
本
！　

復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
（
あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
）

今
月
の一
言

　
『
文
読
む
月
日
』（
　
　
　
　
）
よ
り

レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
編
著

北

御

門

二

郎

訳

　
水
が
高
き
に
と
ど
ま
ら
ず
し
て
常
に
低
き
に
つ
く
よ
う

に
、
善
徳
も
ま
た
、
自
ら
を
高
う
す
る
者
の
と
こ
ろ
に
と
ど

ま
ら
ず
、
謙
虚
な
人
々
の
と
こ
ろ
に
の
み
と
ど
ま
る
。

（『
タ
ル
ム
ー
ド
』
に
よ
る
）

表
紙
写
真　
「
青
井
阿
蘇
神
社
の
蓮
池
と
禊
橋
」

（
８
月
５
日
撮
影
）

　

旧
青
井
家
住
宅
と
共
に
、
国
の
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
「
禊
橋
」
を
数

日
か
け
て
撮
影
。
海
外
か
ら
の
ツ

ア
ー
客
も
、
緑
と
赤
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
の
美
し
い
光
景
を
カ
メ
ラ
に

収
め
て
い
た
。

撮
影
：
山
口
啓
二
（
人
吉
市
）



9  くまがわ春秋　Vol.17　2017.8.15 8くまがわ春秋　Vol.17　2017.8.15

丑
の
湯
祭
り

　

土
用
丑
の
日
に
（
今
年
は
７
月
25
日
で

あ
っ
た
）、日
奈
久
温
泉
で
は「
丑
の
湯
祭
り
」

を
開
催
し
、
同
温
泉
の
繁
栄
を
地
域
住
民

で
祈
願
す
る
祭
り
を
実
施
し
て
い
る
。
同

地
の
温
泉
神
社
で
神
事
を
と
り
お
こ
な
っ
た

の
ち
、
神
幸
行
列
が
温
泉
街
を
廻
り
同
温

泉
中
心
部
（
日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー 

ば
ん

ぺ
い
湯
前
）
で
再
度
神
事
を
実
施
す
る
と
い

う
段
取
り
で
あ
っ
た
。

　

神
事
終
了
後
は
、
関
係
者
が
夏
の

踊
り
を
披
露
し
、
祭
り
は
終
了
し
た
。
そ

の
日
に
同
温
泉
を
利
用
す
る
と
「
１
０
０
０

日
分
の
温
泉
の
効
能
が
あ
る
」
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

　

同
祭
り
の
草
創
は
不
明
で
あ
る
。
神
職

に
よ
る
と
、
記
録
は
な
く
、
進
物
な
ど
か

ら
み
て
約
１
０
０
年
前
に
始
ま
っ
た
の
で
は

日
奈
久
温
泉
神
社

　

市
杵
島
姫
命
を
祭
神
と
し
、
応
永
26
年

（
１
４
１
９
年
）
に
弁
天
社
と
し
て
創
建

さ
れ
る
。
当
初
は
、
現
在
の
ば
ん
ぺ
い
湯

温
泉
（
八
代
市
営
の
温
泉
セ
ン
タ
ー
）
に

あ
っ
た
が
、
天
明
・
文
化
の
大
火
を
受
け

て
、
文
政
５
年
（
１
８
２
２
年
）
に
現
在

地
に
移
さ

れ
た
。
ば

ん
ぺ
い
湯

温
泉
前
で

神
事
を
と

り
お
こ
な

う
の
は
そ

の
た
め
で

あ
る
。

な
い
か
、
以
前
９
月
20
日
か
ら
３
日
間

と
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
秋
祭
り
を
夏

に
移
し
た
よ
う
で
あ
る
、
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

前
日
に
前
夜
祭
が
あ
り
、
当
日
は
、

同
温
泉
を
15
時
ま
で
無
料
で
開
放
し

た
。
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晶
子
の
球
磨
川
を
画
集
に

　

人
吉
市
の
画
家
、
坂
本
福
治
さ
ん
（
80

歳
）
が
、
歌
人
与
謝
野
晶
子
が
球
磨
川
を

詠
っ
た
短
歌
17
首
を
紹
介
す
る
画
集
を
つ

く
っ
た
。
７
月
15
日
か
ら
21
日
に
は
、
同

市
五
日
町
「
お
菓
子
の
紅
梅
人
吉
店
」
で

個
展
も
開
催
。
女
性
用
襟
心
の
生
地
に
歌

と
絵
を
描
く
斬
新
な
手
法
の
作
品
も
展
示

さ
れ
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
う
え
で
採
用

し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

坂
本
さ
ん
が
晶
子
の
画
集
を
作
る
の
は

２
作
目
。
前
作
は
２
０
０
５
年
に
作
成
。

今
回
の
画
集
は
そ
の
増
補
版
。
前
作
発
表

後
、
晶
子
の
歌
碑
が
あ
い
つ
い
で
建
立
さ

れ
、
現
在
、
人
吉
市
に
11
基
、
球
磨
村
に

１
基
あ
る
。

　

坂
本
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
晶
子
に
さ
ほ
ど

関
心
が
あ
っ
た
わ
け
は
な
い
が
、
彼
女
が

球
磨
川
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、

た
ち
ま
ち
、
晶
子
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
と
の

こ
と
。
晶
子
は
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
年
）

８
月
、
夫
の
鉄
幹
ら
と
人
吉
市
を
訪
問
、

鉄
幹
も
球
磨
川
の
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
二

人
の
歌
を
並
べ
て
み
る
と
面
白
い
と
坂
本
さ

ん
は
は
に
か
ん
だ
。

　

画
集
に
は
坂
本
さ
ん
の
解
説
が
つ
い
て
い

る
ほ
か
、
松
本
彰
二
さ
ん
の
英
訳
が
あ
っ
て

外
国
人
に
も
楽
し
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。 個展会場での坂本福治さん

　

三
者
を
並
べ
て
み
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に

趣
が
あ
る
。
鉄
幹
は
「
水
し
ぶ
き
し
て
」

と
し
、
晶
子
は
「
灌
頂
を
受
く
」
と
す

る
。
鉄
幹
は
素
朴
で
あ
る
、
晶
子
は
主

知
主
義
に
み
え
る
。

　
「
灌
頂
」
は
難
し
い
言
葉
で
「
く
わ

ん
ぢ
ょ
う
」
と
よ
み
、
イ
ン
ド
で
王
が

即
位
す
る
と
き
に
頭
に
た
ら
す
水
な
ど

を
意
味
す
る
。
英
訳
は
そ
れ
を
「H

oly 

W
ater

」
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
一
例
で
、
ま
た
鉄
幹
と
晶
子

の
す
べ
て
の
歌
の
特
徴
を
示
し
て
い
る

わ
け
で
も
な
い
。
晶
子
に
は
「
君
死
に

た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」
と
ス
ト
レ
ー
ト

に
心
情
を
示
す
歌
も
あ
る
。

　

晶
子
が
球
磨
川
を
ど
う
み
た
か
。
坂

本
さ
ん
の
新
著
を
通
じ
て
味
わ
い
た
い
。

晶子が球磨川を詠った短歌 17 首とカルタ群

晶子・鉄幹・英訳

晶子「船の舳を波立ちかこみ球磨川の修理の背にわれ灌頂を受く」
鉄幹「舟こぞり笑ひ起りぬ球磨の瀬に水しぶきして眉の濡れるば」

英訳
Our pleasure boat runs down the Kuma River splashing bow waves  
Holy  Water blessed me on the head at the Shurinose Rapido
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嘘
の
よ
う
な
本
当
の
話

　

本
書
は
、
熊
本
・
球
磨
の
考
古
学
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ

て
き
た
の
か
を
主
題
に
す
る
専
門
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
普
通
の
専

門
書
で
は
な
い
。
小
説
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
性
が
あ
っ
て
実
に
お
も
し
ろ

い
。
無
機
質
な
学
説
史
で
な
く
、
学
説
を
担
う
人
々
に
注
目
し
て
い

る
か
ら
だ
が
、
人
間
こ
そ
が
歴
史
を
つ
く
る
と
い
う
筆
者
の
ス
タ
ン

ス
を
そ
こ
に
感
じ
る
。
た
と
え
ば
、
土
佐
の
考
古
学
者
・
寺
石
正
路

が
な
ぜ
球
磨
地
方
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
ど
の
ル
ー

ト
を
利
用
し
て
球
磨
に
入
っ
た
か
、
球
磨
で
ど
の
よ
う
な
作
業
を
し

た
か
、
球
磨
川
を
ど
の
よ
う
に
み
た
か
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介

し
て
い
る
の
は
一
例
で
あ
る
。
角
田
政
治
の
話
も
お
も
し
ろ
い
。
彼
は
、

球
磨
地
方
の
考
古
学
成
立
の
立
役
者
で
、
そ
の
た
め
に
人
吉
を
訪
問

し
た
の
だ
が
、
そ
の
直
前
に
、
人
吉
駅
裏
の
大
村
古
墳
群
を
別
の
人

物
（
下
林
繁
夫
）
に
発
見
さ
れ
る
と
い
う
信
じ
ら
れ
な
い
事
件
が
起

き
て
い
る
。あ
る
い
は
、日
本
考
古
学
の
確
立
者
で
あ
る
濱
田
耕
作（
京

都
帝
大
教
授
で
、「
日
本
近
代
考
古
学
の
父
」
と
さ
れ
る
）
が
人
吉

訪
問
中
に
土
器
を
割
っ
て
し
ま
い
、
土
器
の
所
有
者
（
犬
童
時
）
か

ら
叱
ら
れ
た
う
え
に
、「
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
ま
し
た
。
京
都
に
帰

り
ま
し
た
ら
、
同
じ
も
の
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
許
し
く

だ
さ
い
」
と
い
う
、
嘘
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
話
も
登
場
す
る
。「
同

じ
も
の
」
な
ど
あ
り
え
な
い
に
も
決
ま
っ
て
い
る
の
に
、
近
代
考
古
学

の
父
が
そ
う
弁
明
し
た
と
い
う
の
だ
。
当
然
な
が
ら
犬
童
は
さ
ら
に

激
怒
す
る
。

考
古
学
は
ド
ラ
マ
で
あ
る
。   

上
村
雄
一

  
木
﨑
康
弘
著

『
肥
後
と
球
磨 

そ
の
原
史
世
界
に
魅
せ
ら
れ
し
人
々  

―
肥
後
と
球
磨
の
考
古
学
史
―
』

書 評

た
か
の
話
も
物
語
的
で
あ
る
。
有
名
な
江
田
船
山
古
墳
の
出
土
品
の

発
見
者
「
平
民
池
田
佐
十
」
が
「
代
価
総
計
金
八
十
円
」
を
受
け
取

る
ま
で
の
経
緯
は
、『
宝
物
が
出
て
き
た
夢
』
が
発
見
の
き
っ
か
け
で

あ
っ
た
と
い
う
嘘
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
美
術
教
師
の
福
原
岱
郎
が

副
葬
品
の
太
刀
を
雄
略
天
皇
の
頃
と
比
定
し
て
い
た
こ
と
に
は
、
本
当

に
、
驚
い
た
。

肥
後
・
球
磨
の
人
間
は
ア
イ
ヌ
人
、
そ
れ
と
も
熊
襲
？

　

考
古
学
の
成
立
史
は
、「
日
本
人
は
人
種
的
に
は
何
人
な
の
か
」
の

の
論
争
史
で
も
あ
っ
て
、
幾
重
に
も
興
味
深
い
。
単
一
民
族
論
を
考
古

学
は
最
初
か
ら
と
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
現
代
の
目
か
ら
み
る
と
き

論
拠
の
濃
淡
は
あ
る
が
、
偏
見
に
と
ら
わ
れ
な
い
研
究
精
神
（
科
学

的
精
神
）
が
初
め
か
ら
考
古
学
者
に
は
そ
な
わ
っ
て
い
た
。
日
本
の
考

古
学
の
出
発
点
を
ど
こ
に
お
く
か
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
意
見
が
あ
る
。

本
書
は
通
説
に
し
た
が
い
エ
ド
モ
ン
ド
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
の
大
森
貝
塚
の

発
見
を
出
発
点
と
す
る
が
、
そ
の
と
き
か
ら
、
人
種
問
題
は
争
点
で

あ
っ
た
。
ア
イ
ヌ
人
で
も
な
く
、
日
本
人
で
も
な
い
、
先
住
民
が
日
本

に
い
た
と
い
う
が
モ
ー
ス
の
結
論
で
、そ
の
後
、ア
イ
ヌ
人
説
、コ
ロ
ポ
ッ

ク
ル
説
が
繰
り
返
し
論
点
に
な
っ
て
い
く
。

　

あ
る
い
は
隠
れ
念
仏
で
有
名
な
高
沢
集
落
の
話
も
印
象
的
で
あ
る
。

縄
文
式
土
器
、
磨
製
石
器
な
ど
と
も
に
、
ア
ワ
ビ
・
ハ
マ
グ
リ
な
ど
の

貝
類
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
の
だ
が
、
そ
れ
自
体
、
ド
キ
リ
と
す
る
。

同
集
落
は
山
中
の
な
か
の
山
中
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
で
、
ア
ワ
ビ
・
ハ

マ
グ
リ
と
は
す
ぐ
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
調
査
に
向

か
っ
た
坂
本
經
堯
の
話
は
い
っ
そ
う
面
白
い
。「
あ
へ
ぎ
な
が
ら
」
段
の

峠
を
越
え
、
白
石
駅
に
つ
い
た
と
い
う
の
だ
。
考
古
学
者
の
真
骨
頂
を

示
す
と
と
も
に
可
笑
し
く
も
あ
る
。
維
新
政
府
の
命
令
に
し
た
が
っ
て
、

遺
跡
が
ど
の
よ
う
に
し
て
地
方
政
府
、
中
央
政
府
に
集
約
さ
れ
て
い
っ2017 年 6月31日　人吉中央出版社

A5判／約600頁／上製本／定価3,000円（＋税）
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者
を
分
け
る
場
所
で
、
一
体
は
両
者
の
緩
衝
地
帯
（
国
境
の
地
域
）
と

し
て
機
能
し
、
そ
の
流
域
の
中
心
地
（
山
鹿
市
）
に
は
威
信
財
の
遺

跡
が
集
中
し
て
い
る
と
い
う
。
吉
野
ヶ
里
遺
跡
、
さ
ら
に
は
邪
馬
台
国

論
、
熊
襲
論
な
ど
と
関
係
づ
け
た
く
な
る
指
摘
で
あ
る
。

　

他
方
、
菊
池
川
流
域
以
南
の
文
化
の
中
心
地
は
緑
川
、
白
川
、
球

磨
川
流
域
で
あ
っ
た
と
い
う
。
薩
摩
は
説
明
し
て
い
な
い
。
薩
摩
は
隼

人
と
熊
襲
の
一
部
の
地
域
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
理
解
で
あ

る
。
球
磨
地
方
に
つ
い
て
い
え
ば
、
肥
後
と
共
通
す
る
文
化
を
有
し
な

が
ら
も
、
南
九
州
（
薩
摩
）
の
文
化
も
存
在
す
る
相
対
的
独
自
の
文

化
地
域
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
か
か
わ
っ
て
、
万
葉
集
の
い
う
「
肥

人
、
額
髪
結
、
染
木
綿
、
染
心
、
我
忘
哉
」
に
つ
い
て
の
筆
者
の
説

明
は
万
葉
集
の
解
釈
と
し
て
適
切
で
、「
偏
見
」
の
有
害
性
を
示
し
て

い
て
気
持
ち
が
い
い
。
ち
な
み
万
葉
集
の
こ
の
一
節
に
、
球
磨
川
の
別
名

「
木ゆ

う
ば
が
わ

綿
葉
川
」
の
由
来
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

球
磨
の
考
古
学
成
立
史

　

モ
ー
ス
、
ゴ
ー
ラ
ン
ド
、
坪
井
正
五
郎
、
濱
田
耕
作
、
鳥
居
龍

蔵
を
始
め
と
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
世
界
で
の
動
き
と
は
別
に
、
維

新
政
府
の
文
化
財
保
護
行
政
の
動
き
も
重
要
で
、
本
書
は
考
古
学
の

　

こ
う
い
う
議
論
に
接
す
る
と
、『
魏
志
倭
人
伝
』
の
日
本
人
像
が
コ

ロ
ポ
ッ
ク
ル
に
似
て
い
る
こ
と
に
思
考
回
路
が
つ
な
が
っ
て
い
く
。
著

者
は
、ア
イ
ヌ
人
論
を「
縄
文
人
」と
読
み
替
え
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
、

人
種
論
争
を
集
約
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
ま
た
刺
激
的
で
あ
る
。

縄
文
人
か
ら
弥
生
人
へ
の
「
進
化
」
と
い
う
図
式
に
対
し
て
、
東
日

本
の
文
化
＝
縄
文
文
化
、
西
日
本
の
文
化
＝
弥
生
文
化
と
い
う
区
分

論
が
有
力
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
大
和
民
族
に
よ
る

多
民
族
の
征
服
と
い
う
皇
国
史
観
と
も
重
な
っ
て
い
た
点
に
も
注
意
を

要
す
る
。
考
古
学
者
は
自
由
な
発
想
の
人
々
で
あ
っ
た
が
、そ
れ
で
も
、

皇
国
史
観
の
影
響
か
ら
完
全
に
は
自
由
で
な
か
っ
た
。

肥
後
と
は
な
に
か
、
球
磨
と
は
な
に
か

　

熊
襲
論
を
本
書
は
別
の
形
で
検
討
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
熊
本
」
と

「
肥
後
」
は
ほ
と
ん
ど
同
一
で
、「
球
磨
」
は
肥
後
の
一
部
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
肥
後
と
球
磨
」
と
い
う
地
域
区
分
を
採
用
し
て
い
る

点
に
も
か
か
わ
り
、
肥
の
国
が
肥
前
と
肥
後
に
分
か
れ
た
理
由
に
も
か

か
わ
る
。
本
書
は
、
遺
跡
の
分
布
状
況
か
ら
、
古
墳
時
代
以
前
に
は
、

北
部
九
州
と
南
九
州
は
菊
池
川
流
域
を
境
に
し
て
文
化
的
に
分
離
し
、

そ
れ
が
肥
後
発
生
の
遠
因
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
、
菊
池
川
流
域
が
両

肥
と
い
う
巨
人
が
い
た
。
土
肥
の
関
心
は
考
古
学
だ
け
で
な
く
、
郷

土
史
全
体
に
お
よ
び
、
エ
ン
ブ
リ
ー
の
須
恵
村
調
査
に
協
力
し
た
だ

け
で
な
く
発
行
直
後
の
エ
ン
ブ
リ
ー
の
著
作
「
ス
エ
ム
ラ
」
の
翻
訳
を

戦
時
下
で
進
め
て
い
た
。
土
肥
は
「
郷
土
雑
誌
球
磨
」
な
ど
の
地
方

誌
を
主
催
し
、
そ
の
後
継
誌
「
人
吉
文
化
」
を
高
田
が
編
集
し
、「
人

吉
文
化
」
の
伝
統
を
伊
㔟
戸
明
編
集
の
「
週
刊
ひ
と
よ
し
」
が
引
き

継
い
だ
。
伊
㔟
戸
の
死
後
、
渋
谷
敦
、
前
田
一
洋
が
同
誌
を
支
え
た

の
で
あ
っ
た
。
著
者
は
そ
う
し
た
知
的
伝
統
を
本
書
で
意
識
的
に
要

約
し
て
い
る
。

猪
ち
ゃ
ん

　

高
田
素
次
、
乙
益
重
隆
、
前
田
一
洋
の
知
的
連
環
の
中
心
部
に
井

上
猪
一
郎
が
い
る
。
17
歳
で
夭
折
し
た
「
猪
ち
ゃ
ん
」
で
あ
る
。
彼

は
天
才
肌
で
あ
っ
た
。
考
古
学
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
少
年
で
あ
っ
た
。

本
書
は
、
猪
ち
ゃ
ん
を
本
書
の
ま
と
め
に
置
い
た
。
筆
者
の
心
情
は

こ
の
部
分
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
涙
が
出
そ
う
に
な
る
ま
と
め
で
あ

る
。
そ
こ
に
、
著
者
の
決
意
を
感
じ
る
。

【
う
え
む
ら
・
ゆ
う
い
ち
／
編
集
主
幹
】

成
立
史
に
お
け
る
行
政
の
役
割
を
正
確
に
把
握
し
て
い
る
。
熊
本
県

の
場
合
、
角
田
政
治
を
は
じ
め
と
す
る
史
跡
調
査
部
の
活
動
は
重
要

で
あ
る
。
両
者
の
相
互
作
用
の
な
か
で
考
古
学
へ
の
関
心
が
強
ま
り
、

民
間
レ
ベ
ル
で
の
考
古
学
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
球
磨
の
考
古

学
に
つ
い
て
言
え
ば
、
角
田
の
影
響
が
決
定
的
で
、
そ
れ
は
球
磨
考

古
学
の
知
的
伝
統
を
生
み
出
す
土
台
に
な
っ
た
。
著
者
は
、
高
田
素

次
の
業
績
に
多
く
の
頁
を
当
て
る
一
方
、
球
磨
の
考
古
学
・
学
問
的

伝
統
の
第
一
走
者
の
名
誉
を
土
肥
實
雄
に
与
え
て
い
る
。
土
肥
に
は

じ
ま
る
知
的
伝
統
は
、
上
村
素
次
、
渋
谷
敦
、
乙
益
重
隆
、
前
田
一

洋
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
著
者
は
み
て
い
る
。
著
者
本
人
は
遠
慮

し
て
触
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
伝
統
は
本
書
の
著
者
・
木
﨑
康
弘
に

確
実
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
球
磨
地
方
で
共
有
で
き
る
認
識
で

あ
ろ
う
。

　

土
肥
の
作
業
は
確
か
に
出
発
点
に
ふ
さ
わ
し
い
。
本
書
は
、『
球
磨

郡
郷
土
誌
』
と
『
球
磨
郡
史
』
の
記
載
を
比
較
し
、
土
肥
を
両
者
の

執
筆
者
で
あ
る
と
読
み
解
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
熊
本
県
教
育
会
史

跡
調
査
部
に
よ
る
考
古
資
料
の
展
示
に
貢
献
し
た
人
物
を
土
肥
で
あ

る
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
の
推
測
は
お
そ
ら
く
的
中
し
て
い
る
。
上

村
素
次
は
唐
突
に
突
然
に
出
現
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
に
、
土
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木
﨑
考
古
学
と
遺
跡 

①

　
　
　
　
　

　

木
﨑
康
弘
著『
肥
後
と
球
磨 

そ
の
原
史
世
界
に
魅
せ
ら
れ
し
人
々
』

（
以
下
、「
木
﨑
」
と
略
記
す
る
。）
を
手
に
持
ち
、
い
く
つ
か
の
遺

跡
を
ま
わ
っ
た
。

１
、
大
野
貝
塚
（
八
代
郡
氷
川
町
大
野
）

　

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
Ｓ
・
ラ
イ
マ
ン
は
、「
薩

摩
街
道
（
現
在
の
国
道
３
号
線
）
沿
い
の
斜

面
に
露
呈
し
た
、貝
殻
の
層
」
を
見
つ
け
た
。

そ
れ
は
「
大
野
貝
塚
の
発
見
」
だ
っ
た
（
木

﨑
39
頁
）。
同
地
区
を
散
策
し
た
が
、
該
当

場
所
を
み
つ
け
だ
せ
な
か
っ
た
。
Ｅ
・
Ｓ
・
モ
ー

ス
『
大
森
貝
塚
』（
近
藤
義
朗
・
佐
原
真
編

訳　

岩
波
文
庫
）
の
「
解
説
」
は
、
大
野
貝

塚
を
「
当
尾
貝
塚
」（
宇
城
市
松
橋
）
で
あ

る
と
理
解
し
て
い
る
の
で
、
念
の
た
め
同
地

区
に
行
っ
た
が
、
同
じ
く
発
見
で
き
な
か
っ

た
。

２
、
大お

お

野の

窟い
わ
や

古
墳
（
八
代
郡
氷
川
町
大
野
）

　

前
方
後
円
墳
。
６
世
紀
後
半
（
古
墳
時
代
後
期
）
の
築
造
。
熊

本
地
震
の
た
め
立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ
て
い
る
。
入
口
付
近
を
写
真

に
収
め
た
。
地
元
の
女
性
（
85
歳
前
後
）
は
、
同
古
墳
を
「
ほ
こ
ら
」

と
説
明
さ
れ
た
。当尾小学校付近

大野窟

３
、
野の

ず津
古
墳
群
（
八
代
市
氷
川
町
野
津
）

　

物
見
櫓
古
墳
、
姫
ノ
城
古
墳
、
中
ノ
城
古
墳
、
端
の
城
古
墳
の
４

基
の
前
方
後
円
墳
が
あ
る
。
大
野
窟
古
墳
に
近
く
、
説
明
碑
も
あ
る

の
で
場
所
は
分
か
る
が
、
古
墳
の
形
状
、
構
造
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
い
ず
れ
も
、
大
野
窟
古
墳
と
同
時
期
に
築
造
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
。

　
《
遺
跡
の
時
期
区
分
・
当
時
の
人
々
の
生
活
》

　

木
﨑
は
、
肥
後
・
球
磨
の
考
古
学
の
成
立
史
を
描
く
こ
と
を
目
的

に
し
、
旧
石
器
時
代
、
新
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
、
弥
生
時
代
、

古
墳
時
代
な
ど
の
遺
跡
の
時
期
区
分
に
触
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
同
書
末
尾
の
索
引
を
参
照
す
れ
ば
い
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の

人
々
の
生
活
に
触
れ
る
と
こ
ろ
も
少
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
の

機
会
に
ま
と
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

木
﨑
は
「
考
古
学
」
で
な
く
「
原
史
学
」
の
用
語
を
採
用
し
、「
原

史
」
を
本
の
タ
イ
ト
ル
に
し
て
い
る
。
故
・
杉
原
荘
介
教
授
の
用
語

に
し
た
が
っ
た
も
の
で
、
厳
密
に
は
「
考
古
学
」
と
い
う
用
語
と
は

一
致
し
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
、
同
義
と
理
解
し
て
読
ん
で
い
い
で
あ
ろ

う
。
木
﨑
序
文
参
照
。

４
、
宮
浦
地
下
式
板
積
石
室
古
墳
群
（
芦
北
町
佐
敷
宮
浦
）

　

川
内
川
流
域
や
鹿
児
島
県
北
部
の
海
岸
に
集
中
し
、
宮
崎
県
、

熊
本
県
等
に
分
布
す
る
、
弥
生
時
代
後
期
の
隼
人
族
独
特
の
古
墳
。

中ノ城古墳の説明碑。このように場所は特定できるが、古墳の全体は
確認できない。全体を確認するためには上空または遠方からみるしかな
い。宅地化が進んでいることもあって後者の方法は難しい。
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あ
る
。
こ
の
古
墳
群
に
木
﨑
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
球
磨
独
自
性
論

を
考
え
る
さ
い
参
考
に
な
る
遺
跡
で
あ
る
。

昭
和
45
年
の
調
査
で
４
基
を
発
掘
し
、
弥
生
期
の
土
器
、
鉄
鏃
、
鉄

剣
等
が
多
数
出
土
し
た
と
さ
れ
る
。
宮
浦
阿
蘇
神
社
の
敷
地
内
に
あ

る
が
、
現
在
は
埋
め
戻
さ
れ
て
い
る
。
同
所
は
佐
敷
城
跡
の
近
く
に

宮浦阿蘇神社
　天文２年（１５５３年）に、当時葦北郡を支配していた相良義滋が創建。
現在の社殿は泳法年間頃の建造と推定されている。

宮浦神社近くの広場
　この下 40センチから45センチの場所に古墳群は埋め戻されていて、外
部からは、遺跡をみることはできない。

木
﨑
考
古
学
を
知
る
た
め
の
手
引
き
書

①
《
Ｓ
・
モ
ー
ス
『
大
森
貝
塚
』（
近
藤
義
朗
・
佐
原
真
編
訳　

　
　

１
９
８
３
年　

岩
波
文
庫
）》

　

本
書
は
大
森
貝
塚
を
理
解
す
る
う
え
で
必
読
書
で
あ
る
。
モ
ー

ス
自
身
に
よ
る
大
森
貝
塚
の
分
析
方
法
の
紹
介
、
結
論
、
位
置
づ

け
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
モ
ー
ス
の
大
森
貝
塚
論
に
対
す
る
反
論
、

モ
ー
ス
の
再
反
論
の
論
文
を
関
連
資
料
と
し
て
収
録
し
て
い
る
ほ
か
、

１
９
８
３
年
（
昭
和
58
年
）
当
時
の
、
編
訳
者
に
よ
る
モ
ー
ス
に
対

す
る
評
価
、
同
じ
く
日
本
の
考
古
学
の
状
況
に
対
す
る
評
価
を
収
め

て
い
る
。

②
《
濱
田
耕
作
『
通
論
考
古
学
』（
岩
波
文
庫
）》

　

濱
田
耕
作
の
同
名
の
単
行
本
『（
１
９
２
２
年
＝
大
正
11
年
）
を

現
代
表
記
に
改
め
た
う
え
で
文
庫
化
し
た
も
の
。「
日
本
近
代
考
古

学
の
父
」
と
称
さ
れ
る
濱
田
の
考
古
学
を
知
る
う
え
で
の
必
読
書
で

あ
る
。
木
﨑
康
弘
も
濱
田
の
論
文
を
各
所
で
引
用
し
て
い
る
ほ
か（
特

に
、
２
４
２
頁
参
照
）、「
大
正
11
年
版
」
も
そ
の
引
用
文
献
に
挙
げ

て
い
る
。
岩
波
文
庫
版
の
春
成
秀
爾
の
「
解
説
」
は
、
清
野
賢
次
の

本
書
に
対
す
る
評
価
を
紹
介
す
る
な
ど
、
木
﨑
考
古
学
を
理
解
す
る

う
え
で
も
見
過
ご
せ
な
い
一
冊
で
あ
る
。

③
《
鳥
居
龍
蔵
『
あ
る
老
学
徒
の
手
記
』（
岩
波
文
庫
）

　

鳥
居
龍
蔵
の
来
肥
は
肥
後
の
考
古
学
の
成
立
史
で
重
要
な
位
置
を

占
め
る
。
木
﨑
康
弘
は
、３
８
９
頁
以
下
で
そ
れ
を
力
説
し
て
い
る
。

木
﨑
は
、
鳥
居
を
「
考
古
学
の
巨
人
」
と
す
る
と
同
時
に
、「
鳥
居

の
人
生
は
実
に
面
白
い
」
と
す
る
。
確
か
に
、
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
書
は
、
そ
う
し
た
鳥
居
が
書
い
た
自
叙
伝
で
、
一
気
に
読
め
る
。

１
９
５
３
年
（
昭
和
28
年
）
に
朝
日
新
聞
が
発
行
し
た
同
名
の
単
行

本
を
文
庫
本
に
し
た
も
の
。
単
行
本
は
「
考
古
学
と
と
も
に
六
十
年
」

の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る
。
言
語
学
者
の
田
中
克

彦
が
本
書
の
「
解
説
」
を
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
表
れ
て

い
る
よ
う
に
、
考
古
学
に
収
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
に
鳥
居

の
魅
力
が
あ
る
。
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　誌上作品展　　　　　　
フォトコンテスト

【ツクシイバラとは】1917 年 6月9日に
前原勘次郎氏によって球磨川の支流、
免田川で発見されたバラ科のバラ属に分
類される植物。九州を意味するツクシ（筑
紫）とイバラを合わせた名前で、５月下旬
から約ひと月間、球磨川の畔で可憐な花
を咲かせる。。
　河川改修や盗掘で絶滅危倶種に指定
されたが、現在は「球磨川ツクシイバラ
の会」（桑原史佳会長）が中心となり地
元住民と一緒に保護活動を続けている。

主催：法人会人吉支部
後援：球磨川ツクシイバラの会

「河畔に咲く」季平剛二さん
（人吉地区法人会会長賞）

「あさぎりの中から」段村善昭さん
（女性部会長賞）

「希望の夜明けⅡ」梅田 勇さん
（審査員特別賞）

グ
ラ
ン
プ
リ

「
朝
陽
に
遊
ぶ
」
前
田
雅
子
さ
ん

絵手紙コンテスト

球磨川のツクシイバラ　公式発見 100 周年記念

一般の部グランプリ
林田ゆきみさん

小
学
生
の
部
グ
ラ
ン
プ
リ

末
廣
希
望
さ
ん

中
学
生
の
部
グ
ラ
ン
プ
リ

土
肥
和
嘉
奈
さ
ん

幼
児
の
部
グ
ラ
ン
プ
リ

田
原
和
果
さ
ん

主催：球磨川ツクシイバラの会
　　　人吉地区法人会 錦支部
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相
良
藩
願
成
寺
を
出
る
と
す
ぐ
に
願
成

寺
踏
切
、
左
に
相
良
家
墓
地
を
見
て
、
線

路
は
次
の
カ
ー
ブ
で
石
清
水
跨
線
橋
（
平

成
11
年
架
替
）
を
く
ぐ
る
。
途
中
、
旧
湯

前
線
と
肥
薩
線
を
境
す
る
高
台
に
は
古
刹

の
観
音
禅
寺
と
観
音
寺
観
音
（
相
良
観
音

13
番
札
所
）
が
在
り
、
そ
こ
か
ら
球
磨
川

第
三
橋
梁
と
そ
の
築
堤
が
良
く
見
え
る
。

　

線
路
は
起
点
・
人
吉
温
泉
駅
か
ら
２
ｋ

５
０
０
ｍ
付
近
で
見
通
し
の
良
い
球
磨
川

右
岸
へ
と
出
る
。
続
い
て
九
州
自
動
車
道

下
を
抜
け
、
チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ
場
横
の
直
線

へ
と
続
く
。
こ
の
直
線
路
は
平
成
７
年
７

月
の
大
雨
で
道
床
流
失
、
列
車
転
覆
事
故

連載その⓱  くま川鉄道・川村駅

球磨川の駅・ものがたり

熊本産業遺産研究会　松本晉一

河口から上流まで、その駅を訪ねる

開通当時の馬場第二踏切と十島村道、人吉町遠望

現在の起点 2.5km 付近←①肥薩線　↓②湯前線　↑③旧村道　
⇒
④旧御舟場

⇒⑤戦ノ瀬　⑥ ↓花立淵

同踏切の貨物列車（現ＳＬ人吉号機関車、福井弘氏）

線
路
は
大
き

く
左
に
カ
ー
ブ

し
な
が
ら
下

降
、
川
村
の
田

園
地
帯
へ
と
向

か
う
。

が
起
き
て
い
る
。
昔
は
そ
こ
に
は
馬
場
第
二

踏
切
が
あ
り
、
十
島
へ
抜
け
る
村
道
が
あ
っ

た
が
、
平
成
11
年
に
踏
切
は
封
鎖
さ
れ
人

通
り
も
な
く
な
っ
た
。

　

以
前
は
と
て
も
良
い
散
歩
道
で
、
途
中

に
は
相
良
家
五
代
頼
広
時
代
の
戦
の

名
残
、
薩
摩
五
輪
塔
（
首
塚
・
柴
立

さ
ん
）
が
あ
り
、
右
手
の
地
蔵
鼻
断

崖
下
が
球
磨
川
の
〝
戦

い
く
さ

ノの

せ瀬
〟、
そ
の

川
向
い
側
は
〝
花は

な
た
て立

淵ぶ
ち

〟
で
あ
る
。
村
道

は
旧
御
舟
場
の
地
蔵
石
塔
脇
を
通
り
、
そ

の
先
の
十
島
神
社
に
通
じ
て
い
た
。
今
後
、

こ
の
静
か
な
雑
木
林
の
旧
村
道
復
活
を
期

待
し
た
い
。
十
島
第
一
踏
切
を
過
ぎ
る
と
、

⇒直線路　
⇒
十島神社　←戦ノ瀬　

⇒

流失地点　← 川村 十の島を持つ十島菅原神社

空中写真（昭和 48 年 3月）

十島上空

←①

→

←

⑤⇒

⇒

⇒

⑥ ↓

↑
③

④⇒

⇒

②↓

球磨川

十島

ゴルフ場工事

ゴルフ場
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川
村
地
区
か
の
論
議
が
あ
り
、
川
村
の
中
心

地
と
い
う
こ
と
で
こ
の
地
に
決
定
、
村
民
も

勤
労
奉
仕
で
貢
献
し
た
と
の
こ
と
。
所
在
地

は
起
点
か
ら
4.4
㎞
、
球
磨
郡
相
良
村
大
字

柳
瀬
１
３
１
４
の
３
番
地
。
駅
は
無
人
の

１
面
１
線
４
輌
用
の
短
い
ホ
ー
ム
、
昭
和
40

年
代
に
東
側
が
20
ｍ
ほ
ど
延
長
さ
れ
た
。

昭
和
54
年
度
の
一
日
平
均
乗
車
人
員
は
普
通

が
17
名
、
定
期
が
57
名
の
記
録
が
あ
る
。

周
囲
は
田
圃
や
煙
草
の
栽
培
地
の
田
園
地
帯

で
、
近
く
に
川
村
駅
入
口
の
産
交
バ
ス
停
が

川か
わ
む
ら村

駅

　

こ
の
駅
の
１
０
０
ｍ
南
側
に
は
球
磨
川
、

そ
し
て
左
手
（
北
東
）
３
０
０
ｍ
は
球
磨

川
最
大
の
支
流
・
川
辺
川
で
、
駅
は
そ
の
合

流
点
直
下
に
位
置
し
、
駅
名
も
川
に
近
い

村
、
昭
和
31
年
の
合
併
前
旧
村
名
「
川
村
」

を
冠
す
る
昭
和
28
年
（
１
９
５
３
）
７
月

開
業
の
請
願
駅
。
駅
位
置
を
十
島
地
区
か
、

あ
る
。
駅
の
小
さ
な
待
合
所
は
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

丁
度
、
取
材
時
に
人
吉
駅
を
11
時
01
分

発
の
観
光
列
車
田
園
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
が
到

着
。
地
元
の
川
村
駅
無
人
駅
を
守
る
会
の

皆
様
に
よ
る
〝
お
も
て
な
し
〟
が
始
ま
っ

た
。
待
合
所
に
は
相
良
村
の
新
茶
や
お
菓

子
の
接
待
が
な
さ
れ
、
遠
く
メ
キ
シ
コ
か
ら

の
家
族
連
れ
が
川
村
名
誉
駅
長
の
下
田
幸

み
ゆ
き

さ
ん
（
95
歳
、
九
州
名
誉
駅
長
最
年
長
）

ら
の
出
迎
え
で
、
和
や
か
に
写
真
を
撮
り

文化財認定証（平成 26 年）

歓迎の挨拶

地元駅を守る会の接待とメキシコ客

川村駅　十島方面

（
副
名
称
「
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

　
　

  

ス
ト
ー
ン
ズ
川
村
駅
」）

合
っ
て
い
た
。
ま
た
ホ
ー
ム
東
寄
り
に
西
方

９
０
０
ｍ
に
在
る
十
島
菅
原
大
社
の
ミ
ニ

神
社
が
据
え
ら
れ
、
学
業
祈
願
の
御
札
も

下
げ
ら
れ
て
い
る
。
列
車
を
見
送
っ
た
後
、

筆
者
ら
ま
で
お
茶
を
ご
馳
走
に
な
る
。

　

乗
降
客
は
今
は
わ
ず
か
に
通
学
生
と
買

物
客
が
主
体
だ
が
そ
の
昔
、
昭
和
40
年
代

は
車
内
は
通
学
生
で
満
員
。
隣
の
西
村
駅
ま

で
連
れ
て
い
か
れ
、
や
っ
と
降
り
た
ら
、
川

村
ま
で
の
戻
り
は
ハ
イ
ヒ
ー
ル
で
第
４
橋
梁

を
歩
い
て
帰
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

ま
た
こ
の
地
は
球
磨
川
本
流
と
川
辺
川
の

合
流
地
点
で
も
あ
り
、
昭
和
40
年
と
46
年
の

水
害
で
ホ
ー
ム
は
決
壊
、
こ
の
駅
周
辺
が
水

で
浸
か
り
、
鉄
橋
下
の
川
寄
り
に
あ
っ
た
５

軒
は
軒
下
ま
で
浸
水
、
住
民
は
泳
い
で
こ
の

駅
に
辿
り
つ
い
た
と
の
こ
と
。
こ
の
数
回
の

大
水
で
、
駅
の
ホ
ー
ム
は
い
つ
も
水
浸
し
と

な
り
、数
回
の
補
修
工
事
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

駅
の
北
方
７
０
０
ｍ
に
は
雛
人
形
で
有
名

な
専
徳
寺
や
蓑
毛
観
音
（
15
番
）
が
在
る
、

現
在
人
形
展
は
休
止
中
。
そ
の
東
側
山
上

に
井
沢
権
現
社

と
権
現
橋
が
あ

り
、
夏
に
は
中
高

校
生
た
ち
の
格
好

の
跳
び
込
み
場
で

も
あ
る
。
そ
の
橋

か
ら
下
流
の
球
磨

川
第
四
橋
梁
が
遠
望
出
来
、
鮎
釣
り
の
太

公
望
も
多
い
。両
川
の
合
流
点
脇
に
は
以
前
、

砂
利
採
取
場
が
あ
り
当
時
は
川
も
濁
っ
て
い

た
が
、
そ
れ
が
移
転
し
て
綺
麗
な
川
に
戻
っ

て
い
る
。
今
年
も
川
辺
川
と
球
磨
川
は
、
国

交
省
の
〝
清
流
日
本
一
〟
に
選
ば
れ
た
。

駅築堤の決壊（昭和 40 年水害）

夏の権現橋の飛び込み（右端は専徳寺）

同橋の遠望（第四橋梁方面）

〈
参
考
資
料
〉

・
球
磨
の
駅
「
川
村
」
昭
和
56
年
６
月
16
日　

人
吉
新
聞

・
前
掲
「
熊
本
の
駅
と
港
」
熊
本
の
風
土
と
心
③

・
く
ま
川
鉄
道
転
覆
事
故　

人
吉
新
聞　

平
成
７
年
７
月
５
日

・
く
ま
川
鉄
道
開
業
20
周
年
「
盆
地
を
走
る
」
川
村
駅　

平
成
21
年
５
月

８
日　

人
吉
新
聞

・
球
磨
人
吉
今
昔
写
真
帖　

２
０
１
１
年
６
月　

郷
土
出
版
社

・
目
で
見
る
球
磨
・
人
吉
の
百
年　

２
０
０
１
年
２
月　

郷
土
出
版
社

・
各
種
ネ
ッ
ト
資
料
と
ウ
ィ
キ
ぺ
デ
ィ
ア

○
資
料
協
力　

髙
木
正
孝　

福
井
弘
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て
も
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
曲
を
聴
か
せ
る

と
、
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
と
い
う
程
度

で
、
前
途
多
難
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
皆
が
理

解
で
き
た
。

　
「
吉
組
さ
ん
に
お
願
い
が
あ
っ
て
今
日
は
来

ま
し
た
」
と
言
わ
れ
る
先
輩
に
、「
わ
ざ
わ

ざ
お
出
で
戴
い
た
と
で
す
け
ん
、
話
ば
お
聞

エ
ピ
ソ
ー
ド

　

９
月
に
な
る
と
月
末
に
予
定
し
て
い
る
コ

ン
サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
追
わ
れ
た
。

定
吉
が
７
月
初
め
に
人
吉
市
職
時
代
の
先
輩

か
ら
の
お
願
い
を
受
け
て
開
催
す
る
こ
と
と

な
っ
た
か
ら
だ
。
私
た
ち
が
若
い
頃
に
流
行
っ

た
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
「
ふ
き
の
と
う
」
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
あ
る
。
二
人
だ
け
の
グ
ル
ー
プ

だ
っ
た
が
そ
の
後
解
散
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ソ

ロ
で
活
動
し
て
い
る
ら
し
い
。
話
を
持
っ
て
き

た
定
吉
の
先
輩
も
グ
ル
ー
プ
や
曲
に
つ
い
て

も
ご
存
知
で
は
な
く
、
早
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
力
を
借
り
て
、そ
の
後
の
「
ふ
き
の
と
う
」

に
つ
い
て
把
握
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
判
っ
た
の
は
、
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト

の
歌
手
は
高
音
の
美
し
い
声
で
歌
う
方
で
は

な
か
っ
た
。
吉
組
の
40
歳
前
後
の
メ
ン
バ
ー

に
尋
ね
て
も
「
ふ
き
の
と
う
」
に
つ
い
て
は

知
ら
な
い
世
代
で
あ
り
、売
れ
た
曲
名
を
言
っ

九州相良藩「吉組」大番頭　鳥飼 博 

人吉観光案内人物語

Ⓒ Keiichi Murakami

定
住 吉

吉
則 昭

が行く
─ 17 ─

コンサート開演時の「人吉よさこい銀翔会」の演舞

【吉組】が撮影に協力した映画「おじいちゃん、
死んじゃったって。」のポスター。今年 11月、テア
トル新宿ほかで全国公開決定。10 月には人吉市
で先行上映会が開催され、森ガキ監督と主演の岸
井ゆきのさんが舞台挨拶される予定

　

早
速
、
そ
の
場
で
企
画
会
議
が
始
ま
り
、

40
歳
以
上
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
他
の
団
体

の
協
力
を
得
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

開
演
時
に
は
、「
よ
さ
こ
い
銀
翔
会
」
の
演
舞

で
盛
り
上
げ
、
ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
演
奏
で

は
地
域

NO.
１
と
評
価
の
高
い
「
ザ
・
ハ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
バ
ン
ド
」
の
皆
さ
ん
に
前
座
を
飾
っ
て

頂
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

吉
組
責
任
者
は
【
中
番
頭
ほ
う
び
ゃ
～
の

か
せ
下
さ
い
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
詳
細
が

判
り
、
無
言
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
定
吉
を
見

た
市
職
の
先
輩
は
、「
と
に
か
く
宜
し
く
!!
」

と
言
っ
て
帰
っ
て
い
か
れ
た
。

　

吉
組
と
い
う
団
体
は
、
ど
う
し
て
断
る
こ

と
を
し
な
い
の
か
。
全
て
が
初
め
て
経
験
す

る
こ
と
ば
か
り
な
の
に
。「
お
断
り
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
声
は
無
い
ま
ま
に
「
ど
う
い
う

風
に
や
ろ
う
か
」
と
な
る
。

義
吉
】。
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
予
約
、控
え
室
、

音
響
、
照
明
、
食
事
、
飲
み
物
、
チ
ケ
ッ
ト

の
割
り
当
て
、
ポ
ス
タ
ー
と
チ
ラ
シ
の
配
布
、

当
日
の
準
備
や
人
員
確
保
な
ど
、
映
画
や
よ

さ
こ
い
祭
り
の
準
備
と
並
行
し
て
頑
張
っ
て

く
れ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
中
に
も
人
吉
駅
前
広
場
に
は
、
カ

ラ
ク
リ
時
計
の
案
内
を
す
る
定
吉
の
姿
が

あ
っ
た
。
余
り
の
暑
さ
に
駅
舎
に
留
ま
り
、

カ
ラ
ク
リ
時
計
の
周
辺
ま
で
は
出
て
来
な
い

観
光
客
が
多
か
っ
た
。

　

カ
ラ
ク
リ
時
計
を
案
内
す
る
時
の
定
吉
の

口
上
を
紹
介
し
よ
う
。

　
「
八
幡
、
瓦
屋
、
中
青
井
、
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ

流
れ
る
御
溝
川
。
着
い
た
所
が
蓮
の
池
。
桜

馬
場
か
ら
見
上
ぐ
れ
ば
、
漆
の
柱
に
茅
の
屋

根
。
立
派
な
門
だ
よ
青
井
さ
ん
。
四
方
八
面
、

鬼
の
面
。
飾
り
金
具
に
透
か
し
彫
り
。
獅
子

神
様
も
お
出
迎
え
。
く
ん
ち
ビ
ン
タ
（
頭
）
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に
、
く
ん
ち
風
。
く
ん
ち
ギ
モ
ン
（
着
物
）

に
、
く
ん
ち
下
駄
。
今
年
も
く
ん
ち
が
や
っ

て
来
る
。
一
番
獅
子
が
飛
び
出
し
た
。
二
番

獅
子
が
つ
っ
こ
け
た
。
三
番
獅
子
は
え
ち
く

ら
い
（
酔
っ
払
い
）。
四
番
獅
子
は
オ
ナ
ゴ
好

き
。
お
く
ん
ち
祭
り
は
青
井
さ
ん
」

　

こ
の
口
上
の
前
後
に
、「
何
処
か
ら
来
な
っ

た
で
す
か
？
」
と
尋
ね
る
の
が
常
で
あ
る
。

　
「
私
の
口
上
が
一
番
受
け
、
面
白
い
の
が
大

阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
で
す
」と
も
付
け
加
え
る
。

　

ど
う
し
て
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
な
の
か
？

　

あ
る
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
グ
ル
ー
プ
が
カ
ラ
ク

リ
時
計
を
見
に
来
た
。
い
つ
も
の
様
に
定
吉

が
、「
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
、
も
と
い
、
大
阪

の
お
姉
さ
ん
は
ヒ
ョ
ウ
柄
の
お
召
し
物
が
多

い
で
す
け
ど
、
今
日
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い

み
た
い
で
す
ね
」
と
言
う
と
、
す
か
さ
ず
後

方
か
ら
し
ゃ
し
ゃ
り
出
て
来
て
「
着
て
ま
す

ね
ん
。
ほ
ら
～
」
と
上
着
を
は
だ
い
た
瞬
間

大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
団
体
を
見
送
る
時
に

定
吉
の
悪
い
癖
が
出
て
し
ま
い
、
列
車
に
乗

り
込
み
お
ば
ち
ゃ
ん
達
と
喋
り
ま
く
っ
て
い

た
。
発
車
の
ベ
ル
が
鳴
り
定
吉
が
列
車
を
降

り
よ
う
と
す
る
と
、
お
ば
ち
ゃ
ん
達
に
捕
ら

え
ら
れ
、
隣
駅
の
相
良
藩
願
成
寺
駅
ま
で
同

乗
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
駅

に
降
り
た
定
吉
は
、
人
吉
駅
ま
で
歩
い
て
帰
っ

た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
き
、

に
連
れ
の
お
ば
ち
ゃ
ん

達
か
ら
笑
い
声
が
起
き

た
。
連
れ
ま
で
入
れ
る

と
10
余
名
の
お
ば
ち
ゃ

ん
に
怯ひ

る

み
そ
う
な
動
揺

を
抑
え
、「
ホ
ン
ト
に
大

阪
の
方
で
す
か
？　

大

阪
の
お
姉
さ
ん
は
、
飴

ち
ゃ
ん
を
持
っ
て
い
ま
す

よ
ね
？
」
気
の
弱
い
定

吉
が
裏
返
っ
た
声
で
尋

ね
る
と
そ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
、
バ
ッ
グ
か
ら
飴
袋

を
取
り
出
し
て
飴
玉
２
個
を
「
あ
げ
る
」
と

言
っ
て
定
吉
に
渡
し
た
。「
な
ん
か
、
要
求
し

た
み
た
い
で
す
ね
～
」
と
言
い
な
が
ら
飴
玉

を
前
掛
け
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
。
定
吉
曰

く
、
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
は
、
だ
い
た
い
飴

玉
２
個
の
パ
タ
ー
ン
だ
そ
う
で
あ
る
。

　

定
吉
は
ダ
イ
ヤ
改
正
が
あ
る
ま
で
、
く
ま

川
鉄
道
の
お
見
送
り
も
し
て
い
た
。
あ
る
日
、

駅前広場の定吉

「
何
ん
も
さ
れ
ん
だ
っ
た
で
す
か
？
」
と
私

が
尋
ね
る
と
、「
前
掛
け
ば
し
と
っ
た
け
ん
、

大
丈
夫
じ
ゃ
っ
た
ば
い
。
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん

な
一
人
で
も
や
お
4

4

い
か
ん
と
に
、
団
体
は
お

と
ろ
し
か
ば
い
」
と
言
っ
た
。

　

定
吉
は
ア
ル
コ
ー
ル
が
苦
手
で
あ
る
。
気

持
ち
の
良
い
集
ま
り
の
時
に
は
球
磨
焼
酎
を

コ
ッ
プ
に
少
し
注
ぎ
、
生き

を
舐
め
る
よ
う
に

皆
に
慰
労
と
感
謝
の
意
を
伝
え
、
こ
の
宴
を

一
番
喜
ん
で
い
た
。
楽
し
く
て
仕
方
が
な
い

様
子
の
定
吉
は
異
様
な
ほ
ど
に
騒
ぎ
ま
く
っ

た
。
中
座
を
し
て
ト
イ
レ
に
行
く
定
吉
を
横

に
見
な
が
ら
視
界
か
ら
消
え
た
直
後
に
「
ガ

タ
、
ガ
タ
ン
」
と
大
き
な
音
が
店
内
に
響
い

た
。
ト
イ
レ
の
手
洗
い
前
に
座
り
込
ん
だ
定

吉
の
体
は
、
10
分
程
震
え
が
止
ま
ら
な
か
っ

た
。

　

そ
の
後
、
定
吉
の
手
を
と
り
店
外
で
看
護

し
て
い
た
の
が
オ
カ
モ
ト
に
勤
め
る
【
目
立

ち
た
が
り
屋
の
平
吉
】
だ
っ
た
。
ト
イ
レ
に

立
ち
用
を
足
す
時
間
も
な
く
ひ
っ
く
り
返
っ

た
定
吉
を
、
老
人
介
護
人
の
様
な
思
い
で
心

配
し
て
い
る
と
、「
主
宰
は
、
疲
れ
が
溜
ま
っ

と
ら
す
ご
た
っ
で
す
」
と
い
う
【
平
吉
】
の

報
告
を
受
け
、打
上
げ
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

【
と
り
か
い
・
ひ
ろ
し
／
人
吉
市 

】

し
て
コ
ッ
プ
半
分
の
水
を
飲
む
。
座
が
終
わ

る
頃
に
な
っ
て
も
最
初
の
焼
酎
は
、
半
分
も

減
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
飲
み
座
が
嫌
い

な
わ
け
で
は
な
い
。
一
番
酔
っ
払
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
程
に
喋
る
し
、
ウ

ロ
チ
ョ
ロ
し
て
い
る
。
こ
ん
な
定
吉
が
「
ひ
っ

く
り
返
り
事
件
」
を
３
度
起
こ
し
た
こ
と
が

あ
る
。

　

映
画
撮
影
と
よ
さ
こ
い
祭
り
も
無
事
に
終

了
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
始

め
た
頃
に
２
回
目
の
事
件
が
起
き
た
。
１
回

目
は
「
ひ
っ
く
り
返
り
事
件
」
と
い
う
よ
り
も

「
飛
び
込
み
事
件
」
で
あ
る
。
次
号
で
紹
介

し
よ
う
と
思
う
。

　

定
吉
を
筆
頭
に
メ
ン
バ
ー
の
大
半
が
７
月

～
８
月
ま
で
の
２
ヶ
月
間
を
、
休
む
こ
と
な

く
活
動
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
区
切
り
の
良

い
所
で
打
上
げ
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
９
月
初
め
に
【
銃
吉
】
の
マ
ス
カ
ッ
ト

で
祝
杯
を
挙
げ
た
。
定
吉
は
挨
拶
の
中
で
、

騒ぐ定吉
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建
築
み
て
あ
る
記
⑫

郡
築
新
地
樋
門
群
を
あ
る
く　 

森
山　

学

入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
楠
堰
は
現
在
も
残
る
。

　

県
営
南
新
地
干
拓
（
大
正
十
一
年
＝

一
九
二
二
）
で
は
、
稲
荷
堰
の
近
く
に
取
水

口
が
設
け
ら
れ
、
昭
和
用
水
が
引
か
れ
た
。

こ
の
萩
原
樋
（
大
正
十
一
年
＝
一
九
二
二
）

の
面
壁
も
現
存
す
る
。

　

郡
築
用
水
も
昭
和
用
水
も
、
遥
拝
堰
が

現
在
の
姿
に
改
築
さ
れ
て
か
ら
は
、
遥
拝

堰
か
ら
引
か
れ
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
。

そ
れ
で
も
こ
う
し
た
遺
構
や
空
堀
化
し
た

水
路
跡
な
ど
が
残
っ
て
い
る
と
、
か
つ
て
の

水
の
く
ら
し
を
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
八
代
平

野
の
広
大
な
干
拓
地
は
、
球
磨
川
と
そ
の

　

球
磨
川
か
ら
取
水
さ
れ
た
用
水
は
八
代

平
野
の
隅
々
へ
行
き
わ
た
る
。
杭
瀬
（
今
の

遥
拝
堰
）
で
は
南
北
朝
時
代
、
遥
拝
一
番

井
樋
か
ら
奈
良
木
井
手
へ
、
湾わ

ん

洞ど

か
ら
太

田
井
手
へ
と
取
水
さ
れ
、
左
岸
の
高
田
郷

や
右
岸
の
太
田
郷
の
水
田
を
潤
し
た
。

　

七
百
町
新
地
（
文
政
四
年
＝
一
八
二
一
）

造
成
時
の
新
川（
麓
川
用
水
路
）の
よ
う
に
、

干
拓
が
盛
ん
に
な
っ
て
か
ら
は
干
拓
地
へ
水

を
引
く
た
め
用
水
路
が
つ
く
ら
れ
た
。

　

郡
築
新
地
干
拓
（
明
治
三
七
年
＝
一
九

○
四
）
で
は
萩
原
の
稲
荷
堰
か
ら
郡
築
用

水
が
引
か
れ
、
楠
堰
（
明
治
四
十
年
＝

一
九
○
七
）
か
ら
は
ぜ
塘
の
堤
内
地
へ
引
き

用
水
に
多
く
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
干
拓
地
を
潤
し
た
水
は
潮
だ

ま
り
に
貯
ま
り
、
こ
れ
を
樋
門
か
ら
海
へ
排

出
す
る
。
球
磨
川
の
水
は
、
海
へ
流
れ
出
る

最
後
に
樋
門
を
通
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ

し
満
潮
時
に
は
、
海
水
が
逆
流
す
る
の
を

防
ぐ
た
め
、
樋
門
を
閉
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
回
は
八
代
平
野
の
排
水
樋
門
群
の
う

ち
、
八
代
平
野
最
大
の
干
拓
地
、
郡
築
新

地
の
樋
門
を
訪
ね
る
。
郡
築
三
番
町
樋
門

（
旧
郡
築
新
地
甲
号
樋
門
、
明
治
三
五
年

＝
一
九
○
二
頃
）
と
郡
築
二
番
町
樋
門
（
昭

和
十
三
年
＝
一
九
三
八
）
で
あ
る
。
ど
ち

ら
も
バ
ス
停
「
郡
築
二
番
町
」
で
下
車
し
、

徒
歩
十
五
分
ほ
ど
。

　

ま
ず
は
三
番
町
樋
門
（
写
真
①
）
へ
。

こ
れ
は
当
初
に
建
設
さ
れ
た
三
基
の
う
ち

現
存
す
る
唯
一
の
も
の
に
し
て
、
現
役
の
樋

に
つ
く
の
が
下
か
ら
二
、三
段
目
で
あ
る
。

こ
の
二
段
は
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
型
の
切
石
を
上

下
に
噛
み
合
わ
せ
る
よ
う
に
積
ん
で
い
る
。

構
造
的
な
強
化
を
目
的
と
し
つ
つ
、
ち
ょ
う

ど
脚
壁
の
上
端
の
ラ
イ
ン
に
あ
い
、
見
た
目

に
も
美
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ー
チ
と
ア
ー
チ
の
間
に
あ
る
脚
壁
は
段
状

で
あ
る
。
堰
板
を
落
と
し
込
む
た
め
の
溝

も
切
ら
れ
て
い

る
。
全
体
に
品

の
あ
る
表
情
と

言
え
よ
う
か
。

　

西
の
海
側
（
写

真
③
）
は
、
現

在
は
ス
チ
ー
ル

製
ゲ
ー
ト
で
覆

わ
れ
て
い
る
が
、

記
録
写
真
か
ら

ア
ー
チ
の
迫
石

写真② レンガの迫石、段状の脚壁、ホームベース型の切石の層

写真③ 郡築三番町樋門の西側。スチール製ゲート

な
袖
石
垣
が
控
え
る
。

　

ア
ー
チ
内
部
は
レ
ン
ガ
積
み
で
、
東
の
内

陸
側
の
迫せ

り

石い
し

（
ア
ー
チ
の
輪
の
部
分
）
も

三
重
の
レ
ン
ガ
で
あ
る
（
写
真
②
）。
三
重

の
レ
ン
ガ
の
迫
石
の
上
に
、
さ
ら
に
切
石
を

扇
状
に
積
ん
で
い
る
。

　

そ
の
上
の
面
壁
は
、
ほ
ぼ
正
方
形
の
切

石
を
六
段
に
積
み
上
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
目

門
で
あ
る
。
長
さ
三
三
メ
ー
ト
ル
、
現
存

す
る
明
治
期
の
も
の
と
し
て
は
最
大
級
で
あ

る
。
そ
の
全
長
に
わ
た
る
通
水
部
に
は
十

連
の
ア
ー
チ
が
開
き
、
両
サ
イ
ド
に
堅
牢写真① 郡築三番町樋門の東側。袖石垣の間に十連アーチ
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は
切
石
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
面
壁
か

ら
切
石
が
突
出
す
る
リ
ズ
ム
や
階
段
状
の

天
端
な
ど
、
か
つ
て
は
東
側
と
異
な
る
饒

舌
な
表
情
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
。

　

袖
石
垣
（
写
真
④
）
の
う
ち
、
樋
門
へ

む
か
っ
て
斜
め
に
配
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
翼

と
よ
ば
れ
る
部
分
は
布
積
み
で
あ
る
。
水

平
に
層
を
な
す
よ
う
に
積
む
積
み
方
で
面

壁
と
同
じ
積
み
方
で
あ
る
が
、
面
壁
ほ
ど

の
精
緻
さ
は
な
い
。
さ
ら
に
外
側
の
袖
壁

は
乱
れ
谷
積
み
と
な
り
、
石
の
サ
イ
ズ
は

バ
ラ
バ
ラ
で
切
石
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
中
央
の
品
の
あ
る
佇
ま
い
か
ら
、

外
へ
む
か
っ
て
力
強
い
荒
々
し
さ
へ
と
移
り

変
わ
っ
て
い
く
の
も
、
三
番
町
樋
門
の
デ
ザ

イ
ン
の
特
徴
で
あ
る
。

　

次
は
二
番
町
樋
門
（
写
真
⑤
）
へ
。
昭

和
十
一
年
（
一
九
三
六
）、
高
潮
に
よ
り
郡

築
新
地
堤
防
が
決
壊
し
、
堤
防
の
補
強
工

事
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
に
新
設
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
す
で
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
樋
門
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
時
代
に
、

石
造
で
つ
く
っ
た
こ
だ
わ
り
が
い
い
。
三
番

町
樋
門
の
壮
大
さ
は
な
く
こ
ぢ
ん
ま
り
と

し
て
い
る
が
、
こ
だ
わ
り
が
生
み
出
す
デ
ザ

イ
ン
志
向
の
強
さ
が
魅
力
で
あ
る
。

　

全
体
は
通
水
部
が
あ
る
層
と
面
壁
の
層

の
二
層
で
構
成
さ
れ
、
通
水
部
は
ま
る
で

面
壁
の
基
壇
の
よ
う
で
あ
る
。
通
水
部
は

三
連
ア
ー
チ
で
迫
石
は
石
材
で
あ
る
。
ア
ー

写真④ 積み方が変わる袖石垣

写真⑤ 郡築二番町樋門の東側。三連アーチ、剣先水切の脚壁

チ
と
ア
ー
チ
の
間
に
は
、
脚
壁
が
舳
先
の
よ

う
な
剣
先
水
切
の
か
た
ち
を
し
て
、
よ
く

水
の
流
れ
を
つ
く
る
。
こ
の
上
に
繰く

り
が
た形
（
断

面
が
カ
ー
ブ
を
描
く
装
飾
）
の
あ
る
縁
石

が
乗
っ
て
、基
壇
の
葛

か
ず
ら

石い
し

と
な
る（
写
真
⑥
）。

　

こ
の
上
に
面
壁
が
立
ち
上
が
る
。
こ
ぶ
出

し
加
工
さ
れ
た
切
石
の
布
積
み
で
、
長
い

石
と
短
い
石
を
交
互
に
置
く
。
こ
の
方
法
は

レ
ン
ガ
積
み
の
フ
ラ
ン
ス
積
み
の
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
上
三
段
に
く
ら
べ
下
三
段
の
石
の

方
が
高
く
、
下
段
ほ
ど
重
さ
を
支
え
て
い

る
様
子
を
表
現
す
る
。
ま

る
で
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
貴

族
住
宅
の
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
面
壁
に
二
本
の
円

柱
の
柱
型
が
突
出
す
る
。

基
壇
の
上
に
立
つ
柱
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
は
、
木
造
の
お

寺
に
通
じ
る
。
最
上
段
の

石
は
貴
族
住
宅
の
軒
蛇
腹

の
よ
う
に
、
も
う
一
度
繰
形
が
ほ
ど
こ
さ
れ

る
（
写
真
⑦
）。　

面
壁
の
上
に
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
小
堤
が
の
る

（
写
真
⑧
）。
こ
れ
は
橋

の
高
欄
（
手
す
り
）
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
柱
型
は
親
柱
、

親
柱
の
上
の
半
球
体
の

装
飾
は
擬ぎ

ぼ

し

宝
珠
、
柱
間

写真⑦ 面壁の柱型と軒蛇腹

写真⑧ 小堤。親柱、半球の擬宝珠、四
方入隅の手すり

写真⑥ 縁石の繰形。奥に優雅な階段

の
四
方
入
隅
の
装
飾
は
手
す
り
と
解
釈
で

き
る
。

　

両
側
の
袖
石
垣
上
の
階
段
は
、
カ
ー
ブ

を
描
き
つ
つ
優
雅
に
下
り
て
く
る
。
貴
族
住

宅
の
ホ
ー
ル
の
よ
う
に
。

　

二
番
町
樋
門
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
モ
ダ
ン
、

そ
し
て
豊
か
な
隠
喩
に
満
ち
た
建
造
物
で

あ
る
。

【
も
り
や
ま
・
ま
な
ぶ
／
高
専
教
員
、

一
級
建
築
士
、
八
代
市
】
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不
思
議
な
本
な
の
だ
。

　

第
一
番
の
札
所
は
一
勝
寺
、
二
番
は
意

足
院
、
三
番
柳
詰
阿
弥
陀
堂
か
ら
松
舟
・

田
代
・
岳
本
・
日
隠
へ
と
上
り
、
下
っ
て

次
の
沢
を
上
り
球
磨
川
へ
下
っ
て
次
の
沢

を
上
る
と
い
っ
た
球
磨
川
の
仏
様
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
な
の
だ
。

　

集
落
名
と
お
堂
の
名
称
が
合
わ
さ
っ
た

も
の
で
あ
り
、ど
こ
に
ど
ん
な
仏
様
が
座
っ

た
り
、
立
っ
た
ま
ま
お
堂
に
江
戸
期
か
ら

お
ら
れ
る
と
か
、
身
長
が
ど
れ
ほ
ど
の
も

の
と
か
、
そ
れ
は
く
わ
し
く
仏
様
の
身
体

検
査
を
紹
介
し
て
い
る
小
冊
子
な
の
だ
。

　

今
回
、
や
っ
と
お
会
い
出
来
た
仏
様
の

御
報
告
を
致
し
ま
し
ょ
う
。

　

球
磨
村
役
場
の
下
の
道
を
高
澤
へ
登
る

道
へ
進
み
、
す
ぐ
、
右
へ
。

　
「
岡
集
落
」
へ
登
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
小
生
、
二
冊
所
持
し
て
い
る
た
め
、

本
書
が
よ
り
活
用
さ
れ
ん
こ
と
を
念
じ
、

一
冊
ご
贈
呈
致
し
ま
す
。
平
成
二
十
二

年
ひ
な
祭
り
の
日
」
と
前
田
さ
ん
か
ら
。

　

こ
の
本
に
は
第
八
十
八
番
ま
で
の
球
磨

村
の
仏
様
の
お
ら
れ
る
札
所
が
列
記
さ

れ
、
資
料
を
含
め
て
１
５
０
ペ
ー
ジ
と

読
み
応
え
が
あ
る
の
だ
。
し
か
も
、
そ
の

札
所
の
集
落
に
行
っ
た
こ
と
も
な
い
の
に
、

つ
い
行
っ
た
気
持
ち
に
な
り
、
い
つ
か
集

落
名
が
耳
に
入
れ
ば
、「
あ
そ
こ
は
薬
師

堂
？　

観
音
堂
？　

う
ん
に
ゃ
、
地
蔵
堂

ば
い
！
」
と
い
つ
の
間
に
か
そ
の
集
落
に

住
ん
で
い
る
、
そ
ん
な
気
持
ち
に
も
な
る

　

机
に
１
冊
の
小
冊
子
が
座
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
『
仏
が
み
ち
び
く
ふ
る
里
め
ぐ

り
』
と
い
う
球
磨
村
公
民
館
主
事
の
柳

詰
恒
雄
さ
ん
（
元
村
長
）
が
発
行
し
た

も
の
。

　

そ
の
本
が
前
田
一
洋
さ
ん
に
渡
り
、
そ

し
て
私
の
も
と
に
来
た
。

く
ま
が
わ
の
神
さ
ん
仏
さ
ん 

⓬

球
磨
村
お
堂
巡
り 

そ
の
①

宮原信晃

と
下
へ
向
か
っ
た
。
水
源
地
の
水
を
見
な

が
ら
、
た
ま
に
飛
ん
で
く
る
蜂
を
除
け
な

が
ら
テ
ク
テ
ク
歩
く
。

　

公
民
館
が
あ
っ
た
。
お
堂
は
そ
の
真
後

ろ
に
、
ち
ょ
う
ど
神
社
の
拝
殿
と
本
殿
の

よ
う
に
連
な
っ
て
い
た
。

　

お
堂
に
入
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
そ
れ

は
優
し
い
お
顔
の
薬
師
如
来
様
が
す
っ
く

落
は
久
保
と
椎
葉
と
い
う
集
落
が
合
わ

さ
っ
て
岡
に
な
っ
た
こ
と
と
、
下
の
椎
葉
に

公
民
館
と
お
堂
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
頂

い
た
。
な
る
ほ
ど
！

　

下
の
椎
葉
集
落
に
車
を
駐
め
て
徒
歩
で

下
へ
歩
い
て
行
く
。
あ
る
家
に
お
話
を
聞

こ
う
と
、
開
け
っ
放
し
、
鍵
な
し
の
家
に

は
誰
も
お
ら
れ
ず
に
、
し
か
た
な
く
、
も
っ

　

こ
れ
ま
で
３
回
程
、
岡
集
落
の
藪
椿
の

下
を
う
ろ
う
ろ
し
た
り
、
そ
の
周
囲
を
探

索
し
た
が
お
堂
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

誰
か
に
尋
ね
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
が
、
昼

間
は
お
仕
事
で
家
に
お
ら
れ
な
い
よ
う

だ
っ
た
。
今
回
は
藪
椿
の
下
の
家
へ
尋
ね

て
行
っ
た
。
ご
夫
婦
が
お
ら
れ
て
、
岡
集

岡薬師堂の薬師如来像

岡薬師堂（球磨村）
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岡
薬
師
堂
か
ら
帰
る
と
き
に
、
鬼
百
合

が
あ
り
が
と
う
と
風
に
な
び
い
た
。

【
み
や
は
ら
・
の
ぶ
あ
き
／
Ｆ
Ｂ
お
地

蔵
さ
ん
調
査
隊
代
表
・
人
吉
お
お
く
ま

座
の
会
事
務
局
】

シ
が
昨
日
ワ
ナ
に
掛
か
っ
て
い
た
こ
と
…

な
ど
な
ど
。

　

四
季
折
々
の
お
堂
の
中
で
、
手
を
合
わ

せ
、
老
い
も
若
き
も
集
っ
て
の
焼
酎
の
み

の
何
と
賑
や
か
な
こ
と
か
。

　

そ
の
お
堂
の
行
事
の
始
ま
り
は
、
み
ん

な
揃
っ
て
「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
つ
」
な
の
だ
。

　

お
堂
の
仏
様
が
、
薬
師
如
来
で
あ
ろ
う

が
、
お
地
蔵
さ
ん
、
観
音
様
で
あ
っ
て
も
、

球
磨
村
の
お
堂
の
中
で
は
、「
な
ん
ま
ん

だ
ぶ
つ
」
と
手
を
合
わ
せ
て
祈
る
。

　

悲
し
さ
、
嬉
し
さ
、
希
望
や
感
謝
に
も
、

口
か
ら
で
る
念
仏
は
、「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ

つ
」。

　
「
日
本
一
豊
か
な
隠
れ
里
」
と
唱
わ
れ

た
人
吉
球
磨
の
日
本
遺
産
認
定
も
実
は
、

球
磨
村
の
よ
う
な
、
隠
れ
念
仏
の
お
堂
の

姿
こ
そ
、
本
当
の
「
心
豊
か
な
隠
れ
里
」

の
姿
な
の
だ
。

と
立
っ
て
お
ら
れ
た
。
左
手
に
薬
壺
を
持

ち
親
指
と
人
差
し
指
で
印
を
結
び
、
右

手
は
親
指
と
中
指
で
印
を
結
ん
で
お
ら
れ

る
。い
つ
も
な
が
ら「
印
相（
指
の
サ
イ
ン
）」

は
何
を
今
の
世
の
私
た
ち
に
伝
え
て
お
ら

れ
る
の
か
、
岡
薬
師
堂
の
仏
様
の
印
相
は

私
に
何
を
せ
よ
と
仰お

お

せ
な
の
か
。
私
に
は

想
像
も
つ
か
な
い
こ
と
で
あ
り
、
無
学
を

痛
感
す
る
仏
様
と
の
対
面
で
あ
る
の
だ
。

　
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
わ
か
り
ま
せ
ん
、
な

ん
ま
ん
だ
ぶ
つ
」。

　

お
堂
の
中
の
木
札
に
書
か
れ
た
、
集
落

の
人
達
の
何
代
か
前
の
方
々
の
お
名
前
を

読
み
つ
つ
、
賑
や
か
だ
っ
た
お
堂
の
中
の
姿

を
想
像
し
て
み
る
。

　
「
孫
」
が
出
来
た
喜
び
、
山
の
幸
が
豊

富
だ
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
、
嫁
が
来
た
報

告
、
じ
い
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
話
、
娘
が

ど
こ
そ
こ
の
人
に
嫁
い
だ
こ
と
、
イ
ノ
シ

絵と文／坂本福治

　

平
戸
市
で
山
頭
火
大
会
が
開
か
れ
た
時
の
こ
と
。
一
人
、
自

分
の
車
で
出
か
け
た
。
俳
句
の
世
界
で
よ
く
知
ら
れ
た
金か

ね

子こ

兜と
う

太た

氏
が
講
演
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
の
前

に
、
私
は
あ
る
資
料
を
送
っ
て
お
い
た
。
多
く
の
山
頭
火
愛
好

家
た
ち
は
、
山
頭
火
が
酔
っ
て
市
電
を
止
め
た
と
き
、
彼
を

寺
に
連
行
し
た
人
物
は
、
新
聞
記
者
だ
っ
た
と
信
じ
て
い
る
。

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
山
頭
火
の
本
に
そ
う
書
か
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
私
が
金
子
氏
に
送
っ
た
の
は
、
こ
れ
を
否
定
す

る
内
容
だ
っ
た
。

　

会
場
は
満
席
状
態
で
、
最
前
列
し
か
空
席
が
な
く
、
勇
気

を
出
し
て
そ
こ
に
座
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
と
な
り
に
金
子
氏
が

座
ら
れ
た
。
そ
こ
で
ま
た
も
勇
気
を
重
ね
て
、
資
料
を
送
っ
た

者
だ
と
名
乗
っ
た
。

　

す
る
と
、「
あ
、
あ
れ
は
面
白
か
っ
た
で
す
。
読
ま
し
て
も

ら
い
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
講
演
の
は
じ
め
に
、

私
の
主
張
を
話
さ
れ
、「
地
方
に
来
る
と
こ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

る
か
ら
楽
し
い
」
と
言
わ
れ
て
か
ら
本
題
に
入
ら
れ
た
。

【
さ
か
も
と
・
ふ
く
じ
／
画
家
、
人
吉
市
】

※
訂
正　

前
回
の
今
村
氏
の
名
は
英
輔
で
し
た
。

その ⑰

金
子
兜
太
と
同
席
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ス
エ
ム
ラ
（
須
恵
村
）
の
５
地
域

　

エ
ン
ブ
リ
ー
は
、
須
恵
村
の
部
落
を
５
地
域
に
分
類
し
て
い
る

（「
部
落
」
は
エ
ン
ブ
リ
ー
の
表
現
で
あ
る
）。

１
、
水
田
型
部
落
（
中
島
、
川
瀬
）

　

球
磨
川
を
横
切
っ
て
水
田
の
平
坦
部
に
位
置
し
て
い
る
。
一
戸
当

た
り
の
人
員
が
比
較
的
多
い
こ
と
、
裕
福
な
こ
と
、
社
会
的
結
合

が
親
密
な
こ
と
、
共
通
の
経
済
的
利
害
関
係
の
も
と
に
あ
る
こ
と
、

と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

２
、
丘
陵
部
落
（
上
手
、
今
村
）

　

稲
作
に
は
適
さ
な
い
、
農
産
物
の
産
地
と
も
い
え

な
い
土
地
条
件
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
部
落
内
に
水
田

は
あ
ま
り
な
く
、
稲
作
を
す
る
に
は
川
を
横
切
っ
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
、
商
店
部
落
（
覚
井
、
頓
所
）

　

覚
井
に
は
、
須
恵
村
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
商
店
、
村

エ
ン
ブ
リ
ー
夫
妻
を
読
む 

②　
　
　
　

               （
編
集
部
）

『須恵村の女たち』25 頁より抜粋

中島地区

４
、
山
の
部
落
（
平
山
）

　

ど
の
部
落
か
ら
も
一
番
離
れ
て
い
る
。
農
業
に
従
事
す
る
者
は
以

前
か
ら
定
住
し
て
い
る
家
族
で
あ
る
。
山
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る

の
は
他
の
地
方
か
ら
移
住
し
て
き
た
家
族
で
あ
る
。

５
、
新
部
落
（
湯
ノ
原
）

　

深
田
村
と
阿
蘇
地
区
の
間
に
あ

る
。
村
外
か
ら
人
々
が
移
住
し
て

き
て
、
新
部
落
に
な
っ
た
。
住
民

は
す
べ
て
農
民
で
、
ひ
と
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
帰
属
し
て
い
く
意
識
が

強
い
。

役
場
、
焼
酎
工
場
な
ど
が
集
積
し
て
い
る
。
県
道
は
こ
こ
を
通
過

し
て
い
る
。
商
店
部
落
は
、
他
の
部
落
と
比
べ
る
と
、
社
会
的
に

統
一
さ
れ
て
い
な
い
。

覚井地区

平山地区
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業
は
、
私
に
と
っ
て
は
と
て
も

有
効
で
、
益
に
な
る
こ
と
で

す
。
編
集
の
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
今
回
は
、
私
が
食
の

勉
強
を
は
じ
め
て
何
が
ど
う

変
わ
っ
た
か
を
書
い
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。

　
「
医
食
同
源
」
と
い
う
言

葉
の
通
り
、
食
べ
た
物
が
そ

の
人
を
創
る
、
と
い
う
身
体

の
変
化
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
私
に
と
っ

て
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
物
事
の
見
方

や
捉
え
方
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
す
。

　

私
は
食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
免
許

取
得
か
ら
始
ま
り
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
や
薬
膳
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
や
薬
膳
に
欠
か
せ

　

私
の
コ
ラ
ム
連
載
も
今
回
で
12
回
目
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
頭
の
中
で
常
に
考
え
、
調
べ
て

い
る
こ
と
を
、
千
字
程
度
に
ま
と
め
る
作

な
い
思
考
が
「
陰
陽
調
和
」
で
す
。

　

陰
陽
調
和
と
は
、
万
物
は
「
陰
」
と

「
陽
」、
相
反
す
る
性
質
の
織
り
成
す
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
て
い
る
。
と
い
う
東
洋

の
伝
統
的
な
世
界
観
で
す
。
簡
単
に
言

う
と
、「
陰
」
は
拡
散
し
て
い
く
遠
心
的

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、「
陽
」
は
収
縮
す
る

医食同源 ⑫

私が食か
ら

学んだこ
と

食育を始めて 10 年

浦川春加

求
心
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

た
だ
、
そ
れ
は
絶
対
的
な
も
の
で
は

な
く
、
あ
る
性
質
を
「
陽
」
と
す
れ
ば
、

相
対
す
る
「
陰
」
の
性
質
が
存
在
す
る
。

と
い
っ
た
表
裏
一
体
な
も
の
で
、
互
い
に

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
合
い
な
が
ら
食
の
調
和

を
計
る
も
の
で
す
。

　

私
は
こ
の
「
陰
陽
」
を
食
に
取
り
入
れ

始
め
て
か
ら
、
食
以
外
で
も
相
対
す
る
も

の
や
、
相
対
す
る
事
案
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
人
間
に
は
長
所
と
短
所
が

あ
っ
て
１
人
の
人
格
が
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
。

　

辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
必
ず
嬉
し
い

こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　

闇
が
あ
る
か
ら
、
光
は
、
輝
く
事
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
。

　

光
の
中
で
光
を
見
つ
け
る
こ
と
は
、
で

き
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

　

ど
ち
ら
か
だ
け
に
囚
わ
れ
て
し
ま
う

と
、
相
反
す
る
も
の
の
存
在
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ず
、
あ
た
か
も
、
自
分
が
見

つ
け
た
主
観
だ
け
が
正
し
い
か
の
よ
う
な

錯
覚
に
囚
わ
れ
ま
す
。

　

私
は
陰
陽
調
和
を
知
っ
て
か
ら
、
色
ん

な
食
材
で
、
陰
性
と
陽
性
の
調
和
を
計

ろ
う
と
調
理
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
調
理
」
と
は
物
事
の
道
理
を
調
べ
る

事
。
で
す
。

　

食
だ
け
で
な
く
、
視
野
を
広
げ
る
と
、

い
い
も
の
も
悪
い
も
の
も
存
在
し
て
然
る

べ
き
な
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

未
熟
で
、
つ
い
主
観
的
に
物
事
を
判
断
し

が
ち
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
、

こ
の
捉
え
方
に
出
会
え
た
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
、
と
て
も
大
き
な
発
見
で
あ
り
、

人
生
を
楽
し
く
生
き
て
い
く
糧
に
な
る
気

が
し
て
い
ま
す
。

　

食
や
自
然
界
か
ら
学
ぶ
事
は
ま
だ
ま

だ
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
土
地
に
感
謝
し
、
日
々
の
気
づ
き

に
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
生
き
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

【うらかわ・はるか／人吉市「さんぽ
カフェオーナー」】
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を
も
っ
た
土
器
文
化
が
発
達
し
ま
し

た
。
熊
本
市
黒
髪
町
濟
々
黌
高
等
学

校
か
ら
発
見
さ
れ
た
、
黒
髪
式
土
器

も
そ
の
一
つ
」

 （11）
球磨川筋の弥生時代⑪

木﨑康弘

くまがわすじの考古地誌

弥
生
時
代
中
期
中
頃
に
お
い
て
、
中
九

州
が
一
つ
の
地
域
と
し
て
分
立
し
た
と
い
う

こ
と
は
、
本
連
載
一
〇
で
も
取
り
上
げ
た
こ

と
な
の
だ
が
、
後
に
肥
後
と
呼
ば
れ
る
こ
と

に
な
る
地
域
の
成
立
を
暗
示
さ
せ
て

く
れ
る
歴
史
的
な
事
実
だ
っ
た
と
評

価
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
暗
示
さ
せ

た
発
言
を
、
元
國
學
院
大
學
教
授

で
、
免
田
町
（
現
・
あ
さ
ぎ
り
町

免
田
東
）
出
身
の
乙
益
重
隆
が
行
っ

て
い
た
。「

や
が
て
中
期
の
終
り
ご
ろ

か
ら
後
期
に
な
る
と
、
熊
本

県
一
帯
に
は
独
特
な
す
が
た

（NO.172）

地
域
の
分
立
と
「
肥
後
」域

写真①　乙益重隆

そ
れ
が
、
こ
の
一
文
で
、
一
九
五
四
（
昭

和
二
九
）
年
に
日
本
談
義
社
か
ら
出
版
さ

れ
た
『
肥
後
上
代
文
化
史
』（
文
献
①
）
の

中
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
乙
益
が
下

し
た
、
黒
髪
式
土
器
へ
の
歴
史
的
な
評
価

を
、
中
九
州
で
「
独
自
色
を
示
す
土
器
様

式
が
初
め
て
登
場
」
し
た
こ
と
と
評
し
て
、

肥
後
国
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
明
治
維

新
以
後
使
わ
れ
始
め
た
熊
本
県
の
旧
国
名

だ
。
そ
の
成
り
立
ち
は
古
く
、
古
代
の
国

郡
里
制
の
下
に
設
置
さ
れ
た
国
だ
っ
た
。『
日

本
書
紀
』
の
中
に
お
け
る
、
そ
の
初
見
は
、

推
古
天
皇
一
七
年
夏
四
月
条
で
、
六
〇
九

年
。
た
だ
し
こ
れ
は
、あ
く
ま
で
も
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
な
記
事
。
次
の
二
点
の
事
実
か
ら
、

筆
者
も
、『
く
ま
が
わ
春
秋
』
一
六
の
「
く

ま
が
わ
す
じ
の
考
古
地
誌
一
〇  

黒
髪
式
土

器
が
語
る
ク
ニ
の
成
り
立
ち
」
の
中
で
、
次

の
よ
う
に
記
し
た
の
だ
っ
た
（
文
献
②
）。

「
あ
た
か
も
地
域
が
分
立
し
始
め
た

か
の
よ
う
な
、
さ
ら
に
言
え
ば
ク
ニ
が

静
か
に
成
り
立
ち
始
め
た
か
の
よ
う

な
、
そ
ん
な
動
き
の
象
徴
」

図①　古代の諸国と肥後

表　肥後用例一覧
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こ
ろ
の
「
肥
後
」
域
の
先
駆
け
で
あ
り
、
後

の
「
肥
後
国
」
に
繋
が
る
も
の
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

黒
髪
式
土
器
を
受
け
て
成
立
し
た
の

が
、
底
に
脚
台
を
付
け
た
甕
形
土
器
で
あ

り
、
そ
れ
を
使
っ
た
人
び
と
が
生
き
た
弥

生
時
代
後
期
の
熊
本
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
に

な
る
と
、「
肥
後
」
域
は
、
さ
ら
に
明
確
に

浮
か
び
上
が
っ
た
。
そ
の
考
古
学
的
な
現

象
が
、
檀
佳
克
の
示
し
た
丸
底
甕
と
台
付

甕
の
分
布
傾
向
で
は
な
か
ろ
う
か
（「
土
師

器
の
編
年
①　

九
州
」『
古
墳
時
代
の
考
古

学
』
１
、
同
成
社
、
二
〇
一
一
年
）。

そ
こ
に
示
さ
れ
た
も
の
は
、
九
州
が
甕

形
土
器
の
底
の
特
徴
か
ら
、
明
確
に
二
つ
に

分
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。
一
つ
目
は
、
現

在
の
長
崎
県
北
半
部
か
ら
佐
賀
県
、
福
岡

県
、
大
分
県
に
か
け
て
分
布
域
が
あ
る
丸

底
甕
、
二
つ
目
は
、
そ
の
以
南
に
分
布
域

が
あ
る
台
付
甕
。
甕
の
底
の
特
徴
か
ら
、

る
。
そ
れ
は
、
天
武
天
皇
一
二
（
六
八
三
）

年
一
二
月
一
三
日
条
の
「
遣
諸
王
五
位
伊

勢
王
・（
中
略
）・
工
匠
者
等
、
巡
行
天
下

而
限
分
諸
国
之
境
堺
。
然
、
是
年
不
堪
限

分
。」
や
、
天
武
天
皇
一
三
（
六
八
四
）
年

一
〇
月
三
日
条
の
「
遣
伊
勢
王
等
、
定
諸

国
堺
。」
の
記
事
が
指
示
し
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
肥

後
国
の
設
置
は
、
天
武
期
の
、
六
七
三
年

か
ら
六
八
六
年
ま
で
の
こ
と
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
だ
。

黒
髪
式
土
器
の
登
場
は
、中
九
州
で
「
独

自
色
を
示
す
土
器
様
式
が
初
め
て
登
場
」

し
た
出
来
事
だ
っ
た
。
言
わ
ば
、「
あ
た
か

も
地
域
が
分
立
し
始
め
た
か
の
よ
う
な
、

さ
ら
に
言
え
ば
ク
ニ
が
静
か
に
成
り
立
ち

始
め
た
か
の
よ
う
な
、
そ
ん
な
動
き
の
象

徴
だ
っ
た
」、
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
ぼ
や
っ
と
し

た
地
域
性
の
萌
芽
こ
そ
が
、
こ
こ
で
い
う
と

そ
の
頃
に
肥
後
国
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と

は
、
思
わ
れ
な
い
。

第
一
点
は
、
六
〇
九
年
以
後
、
持
統
天

皇
前
ま
で
の
記
録
の
中
に
、
肥
後
国
が
使
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
だ
。
第
二
点
は
、
そ
の
段

階
で
筑
紫
国
が
筑
前
国
と
筑
後
国
と
に
分

国
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、

斉
明
天
皇
三
年（
六
五
七
年
）秋
八
月
条
、

同
六
年
（
六
六
〇
年
）
春
正
月
条
に
「
筑

紫
」と
あ
っ
た
り
、天
智
天
皇
四
年（
六
六
五

年
）
八
月
条
に
「
筑
紫
国
」
と
あ
っ
た
り
、

同
一
〇
年
（
六
七
二
年
）
一
一
月
条
に
「
筑

紫
君
」
と
あ
っ
た
り
な
ど
か
ら
、
そ
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
本
来
の
初
見
は
ど
れ
か
、
と
い
う

と
、
持
統
天
皇
一
〇
（
六
九
六
）
年
夏
四

月
条
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
「
肥
後
國
皮

石
郡
壬
生
諸
石
」
の
記
録
だ
ろ
う
。
つ
ま

り
、
肥
国
は
、
七
世
紀
後
半
に
肥
前
と
肥

後
に
分
国
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

文
な
ど
の
複
雑
な
文
様
で
飾
っ
た
土
器
で
あ

る
。
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
の
本
目
遺
跡
で
見
つ

か
っ
た
土
器
か
ら
、
こ
の
土
器
を
特
に
免
田

式
土
器
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
土
器

の
分
布
を
見
て
み
る
と
、
一
部
川
内
川
上
流

域
や
大
淀
川
流
域
に
も
み
ら
れ
る
も
の
の
、

濃
密
に
分
布
す
る
の
は
、
白
川
流
域
と
緑

川
流
域
、
そ
し
て
球
磨
川
流
域
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
菊
池
川
流
域
で

も
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
重
要
な

傾
向
で
あ
る
。
こ
の
台
付
甕
分
布
域
で
の
分

立
こ
そ
、「
肥
後
」
域
の
成
立
と
評
価
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

（
つ
づ
く
）

文
献
①  

乙
益
重
隆
『
肥
後
上
代
文
化
史
』

（
日
本
談
義
社
、
一
九
五
四
年
）

文
献
②  

木
﨑
康
弘
「
く
ま
が
わ
す
じ
の

考
古
地
誌
一
〇  

黒
髪
式
土
器
が
語
る

ク
ニ
の
成
り
立
ち
」（『
く
ま
が
わ
春
秋
』

一
六
、二
〇
一
七
年
）

惹
き
起
こ
し
た
の
が
重
弧
文
土
器
の
出
現

だ
っ
た
。

重
弧
文
土
器
は
、
ソ
ロ
バ
ン
玉
の
形
を

し
た
胴
に
筒
状
の
長
頸
を
付
け
た
独
特
な

形
を
し
、
胴
の
上
半
分
を
横
線
文
や
重
弧

九
州
は
、
大
き
く
二
分
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

次
に
後
期
で
お
き
た
台
付
甕
の
分
布
す

る
地
域
（
以
後
「
台
付
甕
分
布
域
」
と
い

う
。）
で
の
分
立
も
ま
た
重
要
な
考
古
学
的

現
象
で
あ
ろ
う
と
評
価
さ
れ
る
。
そ
れ
を

図②　弥生時代後期の九州　丸底の甕が分布する地域と台付の甕
　　が分布する地域の二つに分かれていた。
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来
て
、
彼
ら
を
祝
福
す
る
の
だ
っ
た
。

　

あ
る
月
曜
日
の
朝
、
二
人
が
仕
事
に
出
て
、
も
う
別
方
向
へ
別
れ

か
け
た
時
、
兄
の
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
イ
は
愛
す
る
弟
と
別
れ
る
の
が
辛

く
な
っ
て
、
立
ち
止
ま
っ
て
弟
の
方
へ
振
り
返
っ
た
。
イ
ワ
ン
は
自
分

の
行
く
方
向
へ
頭
を
下
げ
て
歩
い
て
い
た
が
、
兄
の
方
を
振
り
返
り

は
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
突
然
イ
ワ
ン
も
立
ち
止
ま
り
、
何
か
に

気
づ
い
た
か
の
よ
う
に
、
手
を
か
ざ
し
て
じ
ー
っ
と
そ
ち
ら
を
見
つ
め

て
い
た
。
や
が
て
そ
の
見
つ
め
て
い
た
も
の
に
近
づ
い
た
彼
は
、
突
然

ぱ
っ
と
飛
び
の
い
て
、
ま
る
で
猛も

う

獣じ
ゅ
うに
追
っ
か
け
ら
れ
て
で
も
い
る
よ

う
に
、
山
を
駆か

け
下
り
駆
け
上
り
し
て
そ
こ
か
ら
逃
げ
て
行
っ
た
。

驚お
ど
ろい
た
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
イ
は
、
一
体
何
を
弟
は
あ
ん
な
に
こ
わ
が
っ
た

の
か
を
確
か
め
よ
う
と
、
そ
の
場
所
へ
戻
っ
て
み
た
。
そ
ば
ま
で
行
っ

て
よ
く
見
る
と
、
何
か
が
日
光
に
き
ら
き
ら
輝
い
て
い
る
。
も
っ
と
そ

　

昔
昔
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
近
く
に
二
人
の
兄
弟
が
い
て
、
兄
を
ア
フ
ァ

ナ
ー
シ
イ
と
言
い
、
弟
を
イ
ワ
ン
と
言
っ
た
。
二
人
は
町
の
近
く
の
山

の
中
に
住
ん
で
い
て
、
人
々
か
ら
恵
ま
れ
る
も
の
を
食
べ
て
暮
ら
し
て

い
た
。
二
人
は
毎
日
仕
事
を
し
て
い
た
。
そ
れ
も
自
分
の
た
め
の
仕

事
で
は
な
く
、
貧
し
い
人
々
の
た
め
の
仕
事
だ
っ
た
。
手
に
余
る
仕

事
で
困
っ
て
い
る
人
と
か
、
病
人
と
か
孤み

な
し
ご児
と
か
寡か

ふ婦
と
か
が
い
れ

ば
、
二
人
は
そ
こ
へ
行
っ
て
、
謝
礼
金
も
貰
わ
ず
に
働
い
た
り
、
世

話
を
や
い
た
り
し
た
。
そ
ん
な
風
に
二
人
は
一
週
間
別
々
に
働
い
て
、

土
曜
日
の
晩
や
っ
と
わ
が
家
へ
帰
る
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
日
曜
日
だ
け

は
わ
が
家
に
い
て
、
お
祈
り
し
た
り
、
語
り
合
っ
た
り
し
た
。
天
使

も
舞
い
降
り
て
来
て
、
二
人
を
祝
福
す
る
の
だ
っ
た
。
月
曜
日
に
は
、

二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
た
ち
の
目
的
地
へ
と
別
れ
て
行
っ
た
。

　

二
人
は
長
い
こ
と
そ
ん
な
に
し
て
暮
ら
し
、
天
使
が
毎
週
降
り
て

　

二
人
の
兄
弟
と
金
貨 

レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
／
作

北
御
門 

二
郎
／
訳

北
御
門
二
郎
生
誕
１
０
４
年
記
念
『
続
・
ト
ル
ス
ト
イ
短
編
集
』
よ
り雇や

と

っ
て
家
を
三
軒
建
て
は
じ
め
た
。
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
イ
は
町
に
三
ヶ
月

い
て
三
つ
の
家
を
建
て
て
し
ま
っ
た
。
一
つ
は
寡
婦
や
孤
児
の
た
め
の

家
で
、
も
う
一
つ
は
病
人
や
身
体
障
害
者
の
た
め
の
病
院
で
、
更
に

も
う
一
つ
は
巡

じ
ゅ
ん

礼れ
い

や
乞こ

食じ
き

を
収
容
す
る
施
設
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ア

フ
ァ
ナ
ー
シ
イ
は
、
信
仰
深
い
三
人
の
老
人
を
見
付
け
て
、
一
人
は
孤

児
た
ち
の
た
め
の
家
の
、
も
う
一
人
は
病
院
の
、
更
に
も
う
一
人
は
、

巡
礼
や
乞
食
の
収
容
施
設
の
管
理
人
に
し
た
。
そ
れ
で
も
ま
だ
三
千

枚
の
金
貨
が
手
許
に
残
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
三
人
の
老
人
に
そ
れ

ぞ
れ
千
枚
の
金
貨
を
渡
し
て
、
貧
乏
な
人
た
ち
に
手
渡
す
よ
う
に
と

言
っ
た
。
す
る
と
三
つ
の
家
は
大
勢
の
人
で
溢
れ
、み
ん
な
ア
フ
ァ
ナ
ー

シ
イ
の
行
為
を
賞ほ

め
そ
や
す
の
だ
っ
た
。
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
イ
は
そ
れ
が

嬉
し
く
て
、
町
か
ら
出
て
行
き
た
く
な
く
な
っ
た
。
で
も
ア
フ
ァ
ナ
ー

シ
イ
は
、
自
分
の
弟
を
愛
し
て
い
た
の
で
、
み
ん
な
に
さ
よ
う
な
ら

を
告
げ
て
、
金
貨
一
枚
も
持
た
ず
、
着
物
も
町
へ
来
た
時
の
ま
ま
の

古
い
着
物
を
着
た
ま
ま
、
自
分
の
住
家
へ
帰
っ
て
行
っ
た
。

　

ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
イ
は
自
分
の
住
む
山
へ
帰
り
な
が
ら
考
え
た
。《
金

貨
を
見
て
飛
び
の
い
て
逃
げ
去
っ
た
弟
は
間
違
っ
て
い
る
。
私
の
方
が

う
ま
く
や
っ
た
で
は
な
い
か
？
》と
。
そ
う
考
え
た
と
た
ん
ア
フ
ァ
ナ
ー

シ
イ
は
行
く
手
に
二
人
を
祝
福
し
て
い
た
天
使
が
立
っ
て
自
分
を
睨に

ら

ば
ま
で
行
っ
て
み
る
と
、
草
の
上
に
枡ま

す

か
ら
こ
ぼ
し
た
よ
う
に
金
貨
の

山
が
あ
っ
た
。
そ
の
金
貨
を
見
る
と
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
イ
は
、
ど
う
し
て

弟
が
飛
び
の
い
た
の
か
と
、
ま
す
〳
〵
驚
い
た
。

　
《
何
を
こ
わ
が
っ
た
の
だ
ろ
う
？ 

何
で
逃
げ
た
の
だ
ろ
う
？
》
と

ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
イ
は
思
っ
た
。《
金
貨
に
罪
は
な
い
。
罪
は
人
間
に
あ

る
の
だ
。
お
金
で
は
悪
い
こ
と
も
出
来
れ
ば
良
い
事
も
出
来
る
。
こ

れ
だ
け
の
金
貨
が
あ
れ
ば
、
ど
れ
だ
け
の
孤
児
や
寡か

ふ婦
を
養
え
、
ど

れ
だ
け
の
人
に
着
せ
、
ど
れ
だ
け
の
身
体
障
害
者
や
病
人
を
治
療
す

る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
だ
ろ
う
！ 

私
た
ち
は
今
人
々
に
奉
仕
し
て
い

る
け
れ
ど
、
私
た
ち
の
力
が
少
な
い
か
ら
奉
仕
も
少
な
い
が
、
こ
れ

だ
け
の
金
貨
が
あ
れ
ば
も
っ
と
も
っ
と
奉
仕
で
き
る
だ
ろ
う
》
ア
フ
ァ

ナ
ー
シ
イ
は
そ
う
思
っ
て
、
弟
に
そ
う
言
お
う
と
思
っ
た
が
、
イ
ワ
ン

は
既す

で

に
声
の
届
か
ぬ
所
へ
行
っ
て
し
ま
っ
て
、
向
こ
う
の
山
に
ま
る
で

甲か
ぶ
と

虫む
し

の
よ
う
に
小
さ
く
見
え
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

　

ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
イ
は
上
衣
を
脱
い
で
、
そ
れ
に
か
つ
げ
る
だ
け
の
金

貨
を
包
み
、
よ
い
し
ょ
と
肩
に
か
つ
い
で
町
へ
向
か
っ
た
。
旅
館
に
着

く
と
彼
は
、
そ
の
金
貨
を
旅
館
の
主
人
に
預
け
て
、
残
り
の
金
貨
を

取
り
に
行
っ
た
。
金
貨
を
全
部
持
っ
て
く
る
と
、
こ
ん
ど
は
商
人
た

ち
の
所
へ
行
っ
て
町
の
土
地
を
買
い
、
石
や
材
木
を
買
い
、
労
働
者
を
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み
付
け
て
い
る
の
が
見
え
た
。ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
イ
は
び
っ
く
り
し
て
た
だ

《
天
使
様
、
ど
う
し
て
こ
こ
に
？
》
と
言
う
だ
け
だ
っ
た
。
す
る
と

天
使
が
言
っ
た
。《
こ
こ
を
去
れ
、
お
前
は
弟
と
一
緒
に
住
む
資
格
は

な
い
。
弟
が
金
貨
を
見
て
飛
び
の
い
た
と
い
う
ひ
と
事
が
、
お
前
が

金
貨
で
以
て
や
っ
た
数
々
の
仕
事
よ
り
ず
っ
と
尊

と
う
とい
の
だ
》
と
。

　

ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
イ
は
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
の
巡
礼
や
貧
乏
人
た
ち

に
食
わ
せ
た
か
、
ど
れ
だ
け
の
孤
児
を
養
っ
た
か
を
語
っ
た
。
す
る
と

天
使
が
言
っ
た
。《
そ
の
金
貨
を
置
い
て
お
前
を
誘ゆ

う
わ
く惑
し
、
お
前
に
そ

ん
な
事
を
言
わ
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
た
の
は
悪
魔
な
の
だ
》
と
。

　

そ
こ
で
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
イ
の
良
心
が
め
ざ
め
、
自
分
が
や
っ
た
こ
と

は
神
様
の
た
め
で
な
か
っ
た
こ
と
を
悟さ

と

っ
て
泣
い
た
。

　

す
る
と
天
使
が
道
を
あ
け
、
そ
こ
に
イ
ワ
ン
が
立
っ
て
自
分
を
待
っ

て
い
た
。
そ
れ
以
来
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
イ
は
金
貨
を
こ
ぼ
し
て
お
い
た
悪

魔
の
誘
惑
に
は
陥

お
ち
い
ら
ず
、
お
金
で
な
く
自
分
の
労
働
で
の
み
神
と
人

と
に
奉
仕
出
来
る
こ
と
を
悟
っ
た
。

　

そ
し
て
二
人
の
兄
弟
は
も
と
の
よ
う
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。

（
一
八
八
五
年
）

一
九
九
二
年
一
月
二
日
訳
了

夏
来
れ
ば
川
へ
魚
を
採
り
し
日
を
遠
く
思
え
り
少
年
の
こ
ろ

戦
時
下
の
日
の
丸
弁
当
梅
の
実
は
相
手
に
さ
れ
ず
主
な
き
庭
に

三
原　

竹
二

雨
上
が
り
水
か
さ
増
し
た
球
磨
川
の
よ
ど
み
に
休
む
釣
り
人
の
舟

遅
咲
き
と
葉
か
げ
に
咲
い
た
あ
じ
さ
い
の
う
す
紫
に
暑
さ
忘
る
る

坂
本　

ケ
イ

舗
装
路
に
這
い
だ
す
み
み
ず
を
は
さ
み
と
り
畑
地
に
そ
っ
と
返
し
て
や
り
ぬ

香
あ
げ
て
遺
影
の
皆
に
語
り
か
く
今
日
一
日
を
見
守
り
給
え

上
田　

廸
子

銀
色
の
傘
を
求
め
し
こ
の
夏
も
異
常
気
象
を
憂
い
て
過
ご
す

欲
っ
せ
ず
も
水
は
度
々
飲
む
よ
う
に
念
を
押
し
た
り
一
人
居
の
父
に宮

川
し
の
ぶ

雨
蛙
し
き
り
に
鳴
い
て
姦か

し
ま

し
い
天
が
怒
り
て
大
雨
降
ら
す

朝
起
き
て
梅
干
し
を
食
べ
そ
の
次
に
甘
酒
を
飲
み
元
気
は
つ
ら
つ吉

岡　

弘
晴

倣
慢
な
る
ア
べ
の
行
く
末
見
え
て
来
し
自
民
惨
敗
に
深
夜
の
乾
杯

都
議
選
に
惨
敗
し
た
る
も
改
憲
の
行
程
変
え
ず
と
首
相
う
そ
ぶ
く

上
田　

精
一

く
ま
が
わ
春
秋
歌
壇

い
も
ご
短
歌
会 
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柳人があじわう漱石俳句

鶏
頭
や
秋
田
漠
々
家
二
三

（
漱
石
28
歳
）

御
か
く
れ
に
な
つ
た
あ
と
か
ら
鶏
頭
か
な

（
漱
石
45
歳
）

鶏
頭
の
黄
色
は
淋
し
常
楽
寺（

漱
石
28
歳
）

　

明
治
天
皇
崩
御
の
あ
と
に
書
か
れ
た
も
の
。
奉
悼
の
句

と
は
い
え
、
赤
赤
し
い
鶏
頭
を
切
れ
字
で
す
え
て
い
る
と

こ
ろ
は
俳
諧
味
が
あ
る
。
小
説
に
追
わ
れ
る
日
々
を
過
ご

し
て
い
た
時
期
で
は
あ
っ
た
ろ
う
が
、
俳
句
は
楽
し
み
と

し
て
続
け
て
い
た
。

　

川
柳
で
は
、
対
比
や
取
り
合
わ
せ
の
妙
だ
け
で
は
な
く
、

さ
ら
に
切
り
札
を
叩
き
つ
け
て
「
ど
う
だ
」
と
迫
る
場
合

が
あ
る
。
季
語
ら
し
き
も
の
が
入
っ
て
い
て
も
あ
く
ま
で

生
の
人
間
が
主
体
だ
。
も
ち
ろ
ん
皮
肉
は
常
道
。

　

月
並
句
だ
が
、
先
の
句
を
読
ん
だ
後
に
は
よ
り
淋
し
さ

が
た
だ
よ
う
。

　
　

カ
ン
ナ
燃
ゆ
生
命
保
険
解
約
す

　
　

タ
ワ
シ
に
も
お
葬
式
に
も
あ
る
ラ
ン
ク

　

鶏
頭
花
の
異
様
な
か
た
ち
と
毒
々
し
い
赤
色
は
、
人
を

黙
ら
せ
る
威
圧
感
が
あ
る
。
上
五
に
こ
れ
を
持
っ
て
こ
ら

れ
た
ら
こ
と
ば
少
な
に
景
色
に
も
ど
す
し
か
な
い
。
荒
涼

と
し
た
秋
田
と
の
対
比
で
句
が
成
っ
て
い
る
。

「
鶏
頭
の
十
四
五
本
も
あ
り
ぬ
べ
し　

正
岡
子
規
」
と
い

う
有
名
な
句
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
鶏
頭
だ
け
を
述
べ
て
絶

対
的
な
存
在
感
を
詠
ん
だ
。

　

そ
し
て
黄
色
の
鶏
頭
を
詠
ん
だ
次
の
句
も
あ
る
。

【
い
わ
さ
き
楊よ
う

子こ

／
川
柳
誌
「
裸ら

ぎ木
」
編
集
人
、熊
本
市
】

いわさき楊子

─ ⑰ ─

https://www.facebook.com/groups/1805562046390300/

永田満徳選評・向瀬美音訳

このコーナーは、「二行書きに
よる〈切れ〉と〈取り合わせ〉
を取り入れた Haiku」を提案し
ている『俳句大学』facebook
ページからの転載です。

【ながた・みつのり／俳人協会会員、熊本市】
【７月号の訂正】２番目の句評
leur parapluie → leur parapluies

俳句大学
Haiku University

今月の秀句
Selected Haiku of this Month

Haiku Column ❻

Lilou
●
a dragonfly on my room window
blue sky his eyes
【Commented by Mitsunori Nagata】
La libellule est sur la fenetre. En fixant 
les yeux de la  libellule qui reflete le ciel 
bleu on voit la penombre de la chambre

リル
●
部屋の窓にいるトンボ
目の中の青空
〔永田満徳評〕
外と内との境にある窓にいるト
ンボ。明るい青空を宿している
トンボの目に焦点を当てること
によって、部屋の暗さを際立た
せている。

Angiola
●
ortensie blanche
l'ombre pesante della piogga
【Commented by Mitsunori NAGATA】
les hortensia en fleurs semblent tres 
lourds. c'est remarquable de regarder 
l'ombre de la pluie. le contraste du blanc 
et du noir penetre son regard et touche 
sa sensibilite

アンギオラ
●
白紫陽花
重たげな雨粒の影
〔永田満徳評〕
萼が大きく発達した紫陽花はい
かにも重そうである。雨粒の影
に注目したところがよく、紫陽
花の白と影の黒との対比が鮮や
かである。

Joelle
●
vieil ermite
seule son ombrel'accmpagne
【Commented by Mitsunori NAGATA】
il s'agit du bernard l'ermite qui traine 
avec son vieux coquillage. on voit la 
sensibilite et leregard aigue du poete.

ジョエル
●
古いヤドカリ
その影だけがついてくる
〔永田満徳評〕
ヤドカリが借りている古い殻を
引きずりながら移動しているさ
まである。その様を影までも付
き従っていると見たところに感
覚の冴えがある。
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の
が
怪
し
ま
れ
、
い
ろ
い
ろ
尋
問
し
て
み
る

と
、二
人
は
「
卵
売
り
」
と
い
っ
て
い
た
が
、

と
う
と
う
最
後
に
は
口
を
割
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
官
軍
か
ら
い
く
ら
か
の
金
を

貰
っ
て
、
こ
の
薩
軍
の
い
る
村
を
焼
打
ち
に

来
た
と
打
ち
明
け
た
。

　

遂
に
二
人
は
討
首
に
な
っ
た
。

　

そ
の
時
の
様
子
は
、
現
在
旧
神
瀬
小
学

校
の
川
原
の
芝
原
で
、
薩
摩
兵
が
取
り
囲

み
村
人
達
も
遠
巻
き
に
眺
め
て
い
た
。

　

後
手
に
く
く
ら
れ
、
髪
を
か
き
あ
げ
、

鉢
巻
で
目
か
く
し
を
さ
れ
て
い
た
。

　

土
色
に
変
わ
っ
た
死
の
寸
前
の
姿
を
見
て

ぞ
っ
と
す
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

二
人
は
次
々
に
腕
き
き
に
切
ら
れ
て
死

ん
で
い
っ
た
。

　

ふ
る
え
な
が
ら
見
て
い
た
あ
の
時
の
様
子

が
心
に
焼
き
つ
い
て
離
れ
な
い
。

【
ば
ば
・
み
つ
と
し
／
球
磨
村
】

で
切
り
つ
け
た
。
ど
ん
な
に
あ
や
ま
っ
て
探

し
出
し
た
か
判
ら
な
か
っ
た
。
今
も
そ
の

刀
の
あ
と
が
残
っ
て
い
る
。

　

※
戦
後
家
を
新
築
し
、
そ
の
床
柱
も
手

　
　

ば
な
し
て
し
ま
っ
た
。

　

○
段
村
（
八
代
郡
段
）
の
○
○
討
首
の

件
。

　

○
○
は
箙え

び
ら
せ瀬
で
捕
え
ら
れ
て
来
た
。

　

そ
の
親
戚
に
あ
た
る
二
十
才
位
の
若
者

も
一
緒
だ
っ
た
。

　

○
○
は
四
、五
十
位
の
年
令
で
百
姓
で

あ
っ
た
。
八
代
附
近
か
ら
薩
摩
が
退
い
た

後
、
官
軍
よ
り
早
く
二
人
が
や
っ
て
き
た

　

こ
の
西
南
の
役
の
記
録
は
当
時
十
歳
で

あ
っ
た
「
木
屋
梅
吉
氏
」
よ
り
聴
聞
集
録

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

集
録
者　

熊
本
県
師
範
学
校
同
期

　
　
　
　
　

故
・
上
原
俊
彦
氏

　
　
　
　
　

現
・
馬
場
光
俊
（
文
責
）

　

集
録
の
目
的

　
　
　
　
　

学
校
よ
り
の
課
題

　
　
　
　
　
「
郷
土
研
究
」

　

あ
る
日
、
恐
ろ
し
い
目
に
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
水
桶
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
家
の

者
が
か
く
し
た
も
の
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

出
さ
ぬ
か
と
い
っ
て
、
西
隅
の
床
柱
に
刀

球
磨
村
神
瀬
付
近

十
歳
の
少
年
が
見
た
「
西
南
の
役
」  

㊦

馬
場
光
俊

雨
誘
ひ
七
色
に
咲
く
紫
陽
花
は
雨
の
降
る
な
か
鮮
に
映
ゆ

い
に
し
え
に
民
は
隠
れ
て
御
仏
を
祈
り
続
け
て
仏
の
里
に

守
永　

和
久

つ
ば
く
ら
め
去
年
の
古
巣
を
繕
ひ
て
育
せ
し
雛
の
鳴
き
声
高
し

我
が
家
の
錆
の
進
み
し
鉄
骨
を
ク
リ
ー
ム
色
に
塗
り
て
安
ら
ぐ

河
内　

徹
夫

園
児
よ
り
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
頂
き
ぬ
今
日
は
母
の
日
七
十
回
忌

千
里
ケ
浜
な
ぎ
さ
ド
ラ
イ
ブ
眼
下
に
は
白
き
砂
浜
青
々
の
海

中
村
美
喜
子

高た
か
お
と音
の
激
流
下
る
筏
群
れ
浮
き
つ
沈
み
つ
筏
師
の
技

裏
山
に
く
ち
な
し
咲
く
と
妻
の
声
玄
関
飾
る
人
も
麗
し西　

　

武
喜

二
十
年
病
に
耐
え
た
る
亡に

い兄
さ
ん
に
た
だ
「
あ
り
が
と
う
」
の
み
の
言
葉
で

「
一
才
な
り
」
古
き
写
真
に
吾
が
こ
と
が
戦
地
の
父
へ
の
手
紙
の
中
に

釜
田　
　

操

県
ざ
か
い
尾
瀬
に
咲
き
た
る
水
芭
蕉
湿
原
遠
く
へ
続
く
木
道

寂
し
さ
よ
同
級
会
の
集
ま
り
に
残
れ
る
友
は
年
ご
と
減
り
て

緒
方　

保
正

免
許
証
返
納
し
よ
う
か
と
悩
む
夫
に
更
新
進
め
ど
吾
も
悩
ま
し

雪
の
日
も
散
歩
し
た
い
と
せ
が
む
犬
「
待
っ
て
待
っ
て
」
と
空
を
な
が
め
つ

中
原　

康
子

わ
が
町
の
公
園
の
草
刈
り
終
へ
ば
疲
れ
も
暑
さ
も
吹
っ
飛
び
に
け
り

同
期
生
親
睦
兼
ね
て
ゴ
ル
フ
す
る
笑
い
絶
え
ず
に
時
を
忘
れ
て

三
原　

光
代

葉
ワ
サ
ビ
は
山
菜
の
雄
そ
の
風
味
求
め
て
夕
餉
は
酒
の
肴
に

八
十
路
越
え
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
も
ま
ま
な
ら
ず
唯
に
紫
陽
花
の
み
が
輝
き

橋
詰　

了
一

リ
ハ
ビ
リ
で
歩
く
姿
の
妻
の
脚
弱
々
し
き
が
唯
に
寂
し
き

放
置
田
に
雉キ

ジ

棲
み
つ
き
て
吾
が
郷
は
夜
明
け
と
共
に
雉
キ
ジ
の
声

堀
田　

英
雄

鶺せ

き

れ

い鴒
短
歌
会
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
詠
草
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あ
る
日
の
こ
と
で
し
た
。
飛
行
場
の
南

側
に
あ
る
集
落
の
上
方
を
飛
ん
で
い
た
赤

ト
ン
ボ
の
エ
ン
ジ
ン
が
急
に
停
止
し
ま
し

た
。
異
変
に
気
付
い
た
多
く
の
人
た
ち
が

見
守
る
中
で
、
機
体
が
軽
い
赤
ト
ン
ボ
は

急
速
に
落
下
す
る
こ
と
は
な
く
、
左
右
に

機
体
を
揺
す
り
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
落

ち
て
来
て
、
集
落
の
柿
の
木
に
引
っ
か
か
っ

た
の
で
す
。
地
面
に
激
突
す
る
こ
と
を
免

れ
た
こ
と
か
ら
乗
員
も
無
事
で
、
機
体
の

損
傷
も
軽
微
で
し
た
。

　

赤
ト
ン
ボ
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
の
は

僅
か
の
期
間
で
あ
り
、
隊
員
も
ろ
と
も

い
つ
の
間
に
か
何
処
か
に
消
え
去
り
ま
し

た
。

　

滑
走
路
東
端
部
の
北
側
に
あ
る
二
つ
の

格
納
庫
の
前
に
は
、
木
製
の
頑
丈
な
台
座

に
載
せ
ら
れ
た
夜
間
戦
闘
機
「
月
光
」が
、

緑
色
の
端
麗
な
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

と
思
え
る
程
の
す
さ
ま
じ
さ
で
あ
り
、
見

事
な
腕
前
で
す
。
次
は
隊
員
た
ち
の
番
で

あ
り
、
次
々
と
飛
び
上
が
り
、
教
官
の

前
ま
で
来
て
急
降
下
す
る
の
で
す
。
し
か

し
地
面
か
ら
二
、三
十
ｍ
付
近
で
反
転
上

昇
し
て
し
ま
い
、
教
官
の
よ
う
に
地
面
す

れ
す
れ
ま
で
急
降
下
す
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
。

　

訓
練
終
了
後
、
教
官
の
前
に
一
列
に
並

ば
さ
れ
た
隊
員
た
ち
は
「
貴
様
ら
、
何
を

や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
怒
声
と
共
に
、

教
官
に
よ
っ
て
次
々
に
地
面
に
叩
き
倒
さ

れ
ま
し
た
。
見
事
な
倒
れ
方
で
し
た
。
こ

ん
な
時
に
下
手
に
立
っ
た
ま
ま
で
い
る
と

再
度
の
鉄
拳
に
見
舞
わ
れ
る
の
で
す
。

人
吉
海
軍
航
空
隊
の

航
空
機
と
特
攻
隊
員

　

昭
和
十
九
年
九
月
頃
に
は
、通
称
「
赤

ト
ン
ボ
」
と
呼
ば
れ
る
初
級
練
習
機
が

五
、六
機
配
備
さ
れ
て
い
て
、
十
人
ほ
ど

の
隊
員
が
訓
練
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
滑
走
路
は
未
完
成
で
あ
り
、
東

端
部
だ
け
が
完
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
教
官
が
、
隊
員
の
見
守
る
中
で

急
降
下
を
や
っ
て
見
せ
ま
す
。
上
方
か
ら

垂
直
に
降
下
し
た
教
官
の
赤
ト
ン
ボ
は
、

地
面
す
れ
す
れ
ま
で
接
近
し
、
土
煙
を

巻
き
上
げ
な
が
ら
反
転
上
昇
し
、
去
り

ま
す
。
地
面
に
激
突
す
る
の
で
は
な
い
か

倉
敷
便
り  

⑧   　
　
　
原
田 

正
史

せ
て
や
っ
て
来
ま
し
た
。
組
員
は
一
斉
に

格
納
庫
の
上
部
に
登
り
、
下
か
ら
八
木

寅
さ
ん
の
指
示
に
従
っ
て
作
業
を
開
始
し

ま
し
た
。
前
後
左
右
に
渡
さ
れ
た
細
い

梁は
り

の
上
を
平
然
と
動
き
回
る
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
命
綱
な
ど
は
な
く
、
落
ち
た
ら

即
死
で
し
ょ
う
。高
所
恐
怖
症
の
私
に
は
、

長
く
見
続
け
る
こ
と
さ
え
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

あ
る
時
、
見
回
り
に
来
た
海
軍
士
官

と
八
木
寅
さ
ん
が
、
作
業
上
の
見
解
が
一

致
し
な
い
こ
と
か
ら
言
い
争
い
に
な
り
ま

し
た
。「
全
員
降
り
ろ
」
と
い
う
八
木
寅

さ
ん
の
大
声
に
従
い
、
組
員
は
格
納
庫
の

屋
根
か
ら
飛
び
降
り
て
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗

り
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
て
青
く
な
っ

た
海
軍
士
官
は
、
八
木
寅
さ
ん
に
謝
り
、

事
な
き
を
得
ま
し
た
。
当
時
、
暴
力
団

で
さ
え
怖
が
る
存
在
だ
っ
た
軍
隊
に
、
平

　

そ
の
後
の
グ
ラ
マ
ン
に
よ
る
空
襲
に

よ
っ
て
、
夜
間
戦
闘
機
月
光
は
二
つ
の
格

納
庫
と
共
に
消
失
し
て
し
ま
い
、
二
度

と
そ
の
美
し
い
姿
を
見
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
零
戦
に
つ
い
て
は
正
確
な

情
報
を
持
ち
ま
せ
ん
が
、
恐
ら
く
空
襲

に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

こ
こ
で
格
納
庫
建
設
工
事
に
ま
つ
わ
る

話
に
ふ
れ
て
お
く
事
に
し
ま
す
。
格
納
庫

は
高
い
建
物
で
す
か
ら
屋
根
の
工
事
に
は

熊
本
市
の
鳶と

び

職し
ょ
く

八や

ぎ木
組
が
当
た
り
ま
し

た
。
八
木
組
の
組
頭
は
代
々
八
木
寅
吉

と
名
乗
っ
て
お
り
、
略
し
て
八
木
寅
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
前
々
か
ら
地
元
で

サ
ー
カ
ス
な
ど
が
あ
る
時
に
は
必
ず
八

木
組
が
小
屋
掛が

け

を
し
て
い
ま
し
た
。
何

代
目
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
八
木
寅
さ

ん
が
配
下
の
組
員
を
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
乗

学
習
用
に
設
置
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
滑
走
路
東
端
部
の
東
側
に

あ
っ
た
丘
の
上
に
は
零ゼ

ロ

戦
と
、
見
る
か
ら

に
旧
式
そ
の
も
の
と
い
え
る
角
張
っ
た
布

製
の
輸
送
機
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
零

戦
か
ら
は
機
銃
だ
け
が
取
り
外
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
の
初
期
に
は
操

縦
性
能
の
優
れ
て
い
た
零
戦
で
し
た
か
ら

大
活
躍
し
た
の
で
す
が
、
重
戦
闘
機
と

呼
ば
れ
、
機
関
銃
を
搭
載
し
た
グ
ラ
マ
ン

な
ど
の
機
種
が
登
場
す
る
と
機
銃
し
か

持
た
な
い
零
戦
で
は
全
く
勝
負
に
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

無
用
の
長
物
と
化
し
た
零
戦
に
は
見

張
り
も
付
け
ら
れ
ず
、
鍵
さ
え
掛
け
ら

れ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
休
み
の
時
間

に
な
る
と
風
防
を
引
き
上
げ
て
操
縦
席

に
座
り
、
操
縦
桿
を
使
っ
て
尾
翼
な
ど
を

動
か
し
て
遊
ん
だ
も
の
で
し
た
。
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日
本
の
基
地
に
僅
か
に
残
っ
て
い
た
飛
行

機
は
、
空
爆
が
予
想
さ
れ
る
と
別
の
基

地
に
移
動
さ
れ
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
逃

げ
回
っ
て
い
ま
し
た
。
空
襲
の
前
に
は
必

ず
偵
察
用
の
Ｂ
29
が
高
高
度
で
飛
来
し
、

目
的
地
の
真
上
で
旋
回
し
て
帰
る
こ
と
か

ら
予
測
出
来
た
の
で
す
。

　

人
吉
海
軍
航
空
隊
の
飛
行
場
に
も
、

海
軍
の
特
攻
基
地
で
あ
っ
た
鹿
児
島
県
の

鹿か
の

屋や

基
地
か
ら
通
称
「
万
年
筆
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
爆
撃
機
が
十
機
ほ
ど
逃
げ
て

来
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
爆
撃
機

は
、
機
首
と
尾
部
が
丸
く
な
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
万
年
筆
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
正
式
な
名
称
が
何
で
あ
っ
た
か
は
思

い
出
せ
ま
せ
ん
。
万
年
筆
は
休
む
間
も
な

く
滑
走
路
横
の
土
の
面
に
擱か

く

座ざ

し
た
一
機

を
残
し
て
、
長
崎
県
の
大
村
基
地
を
目

指
し
て
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
一

聞
い
た
と
こ
ろ
、
ス
ク
ッ
と
立
ち
上
が
っ

た
八
木
寅
さ
ん
は
、「
こ
れ
を
見
ろ
」
と

上
半
身
裸
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
上

半
身
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
は
大
小
様
々
な

刺
し
傷
や
切
り
傷
の
跡
が
残
さ
れ
て
お

り
、
余
り
に
も
凄
惨
な
事
実
を
目ま

の
当

た
り
し
た
同
級
生
た
ち
は
絶
句
し
た
そ

う
で
す
。

　

こ
の
頃
に
な
る
と
日

本
の
制
空
権
は
完
全
に

米
軍
の
手
中
に
あ
り
、

都
市
の
攻
撃
に
は
、
陸

上
基
地
か
ら
重
爆
撃
機

Ｂ
29
が
編
隊
を
組
ん
で

飛
来
し
、
個
別
的
に
は

艦
載
戦
闘
機
グ
ラ
マ
ン

が
、
単
機
的
に
あ
る
い

は
数
機
で
思
う
が
ま
ま

に
攻
撃
し
た
の
で
す
。

然
と
し
て
立
ち
向
か
っ
た
八
木
寅
さ
ん

だ
っ
た
の
で
す
。
九
州
男
児
と
い
う
の
は

こ
ん
な
人
の
こ
と
を
指
す
の
で
し
ょ
う
。

　

ど
ん
な
経い

き
さ
つ緯
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で

す
が
、
同
級
生
五
、六
人
が
八
木
寅
さ
ん

か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
そ

う
で
す
。
一
人
が
「
ど
う
い
う
事
か
ら
八

木
組
の
組
頭
に
な
ら
れ
た
の
で
す
か
」
と

民
間
に
は
甘
い
も
の
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
、
飴
玉
を
口
に
入
れ
る
と
至

福
の
ひ
と
と
き
が
や
っ
て
来
る
の
で
し
た
。

　

隊
員
の
顔
色
は
一
様
に
土
気
色
で
あ

り
、
人
間
の
顔
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
確
実
に
迫
り
来
る
死
を
直
前
に
し

て
色
々
と
思
い
悩
ん
だ
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。
当
時
、
血
気
盛
ん
な
少
年
時
代
だ
っ

た
私
た
ち
に
は
、
そ
の
心
情
を
思
い
や
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
に
し
て

思
え
ば
家
族
の
事
や
恋
人
の
事
な
ど
頭

の
中
か
ら
消
え
る
こ
と
は
無
か
っ
た
は
ず

で
あ
り
、
哀
れ
の
一
語
に
尽
き
ま
す
。
特

攻
と
い
う
名
目
の
も
と
に
短
い
一
生
を
終

え
ら
れ
た
隊
員
の
皆
様
の
ご
冥
福
を
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

【
は
ら
だ
・
ま
さ
ふ
み
／
元
人
吉
市
文
化

財
保
護
委
員
、
倉
敷
市
】

た
。
隊
員
の
宿
舎
は
、
千
敷
原
東
端
崖

基
部
に
連
続
的
に
掘
ら
れ
た
洞
窟
で
、
一

人
に
一
個
ず
つ
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

洞
窟
の
前
に
は
グ
ラ
マ
ン
に
よ
る
機
銃
掃

射
を
防
ぐ
た
め
の
土
嚢
が
積
ま
れ
、
そ
の

近
く
に
は
打
ち
込
ま
れ
た
銃
弾
の
弾だ

ん
こ
ん痕

が

い
く
つ
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
周
辺

の
樹
木
の
先
端
部
は
、
掃
射
に
よ
っ
て
飛

び
散
り
、
簓

さ
さ
ら

状
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
時
々
、
休
み
の
時
間
に
洞

窟
を
訪
れ
、
隊
員
と
他
愛
の
な
い
話
を
し

た
も
の
で
す
。
隊
員
の
ほ
と
ん
ど
が
二
十

歳
前
後
の
学
生
で
あ
り
、
私
た
ち
中
学

生
の
話
も
よ
く
理
解
し
て
く
れ
ま
し
た
。

帰
る
時
間
に
な
り
、「
失
礼
し
ま
す
」
と

立
つ
と
、
隊
員
は
私
た
ち
の
狙
い
が
何
で

あ
る
の
か
を
承
知
し
て
い
て
、
ミ
カ
ン
箱

一
杯
に
詰
め
ら
れ
た
甘
味
料
の
中
か
ら
飴

玉
を
取
り
出
し
て
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

機
も
数
日
後
に
は
い
な
く
な
り
ま
し
た
か

ら
、
損
傷
し
た
尾
部
の
車
輪
を
修
理
し
て

も
ら
い
飛
び
立
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

時
に
は
紫し

電で
ん
か
い改

や
、
陸
軍
の
呑ど

ん

龍
り
ゅ
う

な
ど
が
不
時
着
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
プ
ロ
ペ
ラ
の
中
心
部
に
機

関
砲
の
銃
口
が
あ
り
、
威
風
堂
々
た
る
そ

の
姿
は
実
に
見
事
で
し
た
。
一
度
だ
け
で

す
が
、
六
機
ほ
ど
の
紫
電
改
が
爆
音
を

轟と
ど
ろか
せ
な
が
ら
私
た
ち
の
上
空
を
編
隊

を
組
ん
で
飛
び
去
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

人
吉
海
軍
航
空
隊
に
は
、
十
人
ほ
ど

の
特
攻
隊
員
が
い
ま
し
た
。
海
軍
の
特
攻

基
地
で
あ
る
鹿
屋
か
ら
出
撃
が
あ
る
と
、

彼
ら
は
直
ち
に
鹿
屋
へ
向
か
い
、
そ
の
後

は
、
新
し
い
特
攻
隊
員
が
や
っ
て
来
る
の

で
す
。
人
吉
は
一
時
的
な
中
継
基
地
で
あ

り
、
訓
練
な
ど
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
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そ
う
し
た
贅
沢
な
腕
輪
を
着
け
た
手
に

持
っ
て
い
る
の
は
、
右
上
か
ら
宝
輪
、
宝
弓
、

そ
し
て
人
間
の
女
の
髪
毛
の
先
端
を
つ
か
ん

で
ぶ
ら
下
げ
て
い
る
。
左
側
の
手
に
は
三
叉

の
槍
、
宝
剣
、
宝
矢
を
持
つ
。
ま
た
左
肩
か

ら
右
の
腹
に
か
け
、
衲の

う

衣え

と
は
思
え
ぬ
高
価

な
シ
ル
ク
の
布
を
巻
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
良
く
見
る
と
首
に
は
人
間
の
ド
ク

ロ
で
作
っ
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
ま
こ
と
に
趣
味

が
良
い
。
そ
の
頭
の
後
に
は
、
火
炎
を
と
も

な
っ
た
円
盤
の
光
背
。
足
に
踏
ま
れ
た
鬼
ど

も
は
、「
ゆ
う
と
ヌ
ス
こ
っ
じ
ゃ
な
か
に
ゃ
」

と
グ
ド
つ
き
な
が
ら
耐
え
て
い
る
。

　

〇
根
強
い
信
仰
の
裏
に
は

　
「
か
ね
て
は
、
ど
ぎ
ゃ
で
っ
ち
ゃ
よ
か
で
す

い
ど
ん
庚
申
の
晩
に
に
ゃ
、
横
寝
は
し
た
っ

ち
ゃ
人
ご
と
ァ
言
う
な
、
ち
ゅ
う
て
あ
っ
で

す
も
ん
」。
な
る
ほ
ど
そ
う
言
わ
れ
て
み
れ

絵
ば
見
た
も
ん
で
、
バ
チ
か
ぶ
っ
た
も
ん
な

お
ら
ん
で
、存
分
見
な
っ
て
よ
か
で
す
ば
い
」

と
の
快
諾
を
得
、
隅
か
ら
隅
ま
で
眺
め
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
中
央
に
は
庚
申
信
仰
の
本
尊

で
あ
る
「
青
面
金
剛
」
が
、
左
右
の
足
で
赤

青
の
鬼
を
踏
ん
づ
け
て
立
ち
、
両
側
に
童
子

を
従
え
、
前
に
は
三
羽
の
ヒ
ヨ
コ
と
番つ

が

い
の

鶏
。

　

全
身
ま
っ
青
な
本
尊
は
、
天
を
突
く
怒
髪

に
眼
が
三
つ
の
憤
怒
形
。
一
頭
分
の
虎
の
皮

で
仕
立
て
た
猿
股
パ
ン
ツ
は
時
価
に
す
れ
ば

相
当
な
代
物
。
や
や
筋
肉
質
の
体
躯
に
は
手

が
六
本
と
二
本
の
足
。
し
か
も
手
足
の
首
に

は
生
き
た
ヘ
ビ
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
。

〇
あ
な
恐
ろ
し
や

　

私
が
学
校
を
退
職
し
、
人
吉
市
田
野
町

に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
平
成
七
年
頃
ま
で
、

こ
こ
に
は
珍
し
い
「
庚こ

う
し
ん
こ
う

申
講
」
と
い
う
の
が

あ
っ
た
。
六
十
日
毎
に
巡
っ
て
来
る
カ
ノ
エ

サ
ル
の
晩
に
、
講
つ
ま
り
グ
ル
ー
プ
の
人
達

が
集
ま
り
、
一
夜
を
過
ご
す
の
で
あ
る
。

　
「
な
ん
だ
り
ご
馳
走
は
な
か
で
す
い
ど

ん
、
来
な
ら
ん
で
す
か
」
の
お
誘
い
を
受
け

た
の
で
、
暮
れ
や
を
待
っ
て
喜
ん
で
出
掛
け

た
。
講
元
の
元
田
宣
男
さ
ん
宅
の
座
敷
に
上

が
る
と
、
床
の
間
に
奇
妙
な
掛
け
軸
が
掛
け

ら
れ
、
豆
腐
が
一
丁
供
え
ら
れ
て
い
た
。

　
「
し
ん
か
ら
見
て
よ
か
で
す
ど
か
」「
そ
ん

方
言
を
味
わ
う
⑭
　
︱
ク
イ
ズ
つ
き

庚
申
講
の
夜

　

 

前
田
一
洋

ば
、
村
の
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
の
オ
バ
タ
リ
ア

ン
の
口
か
ら
も
、「
聞
い
た
な
向
か
い
の
ア
ネ

さ
ん
た
い
」
と
か
、「
こ
こ
ば
か
っ
の
話
じ
ゃ
っ

で
、
だ
れ
だ
り
言
い
な
ん
な
よ
」
の
前
置
き

が
な
く
て
、
黙
っ
て
ト
ウ
フ
を
口
に
運
ん
で

い
る
。

　
「
庚
申
縁
起
」
に
よ
れ
ば
、
人
の
体
内
に

は
上
中
下
の
「
三さ

ん

尸し

」
と
い
う
虫
が
棲
ん
で

い
る
。
こ
れ
が
庚
申
の
晩
に
な
る
と
、
人
が

寝
て
い
る
間
に
抜
け
出
し
て
天
帝
の
と
こ
ろ

に
行
く
。
そ
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
宿

主
の
悪
口
を
言
う
の
だ
。
ま
た
単
細
胞
の
ビ

ン
タ
し
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
天
帝

が
申
す
に
は
、「
え
ー
そ
ぎ
ゃ
の
粗
末
か
と

や
、
な
っ
ば
ネ
ヲ
ら
せ
ろ
」「
大
ケ
ガ
さ
せ
つ

ろ
ば
」「
エ
ン
マ
大
王
が
と
こ
れ
、追
い
や
れ
」

と
。

　

哀
れ
な
る
か
な
そ
の
判
決
を
受
け
た
者

は
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
病
気
を
し
た
り
ケ
ガ
し

た
り
、
ギ
メ
に
蹴
ら
れ
て
名
誉
の
戦
死
を
遂

げ
る
こ
と
に
。
そ
こ
で
、そ
う
し
た〝
神
災
〟

を
避
け
る
た
め
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
。

そ
う
で
す
、
寝
ず
に
起
き
て
い
れ
ば
よ
い
の

だ
。
た
だ
一
人
で
は
眠
気
が
さ
す
の
で
、
く

だ
ん
の
講
を
作
っ
て
、お
経
を
上
げ
た
り
語
っ

た
り
。

　

そ
れ
を
一
番
鶏
が
鳴
く
ま
で
続
け
る
と
、

そ
の
後
は
翌
日
に
な
る
の
で
家
に
戻
っ
て
寝

て
よ
い
の
だ
。

　

明
治
に
な
る
ま
で
、
こ
う
し
た
信
仰
が
球

磨
・
人
吉
地
方
に
は
根
強
く
残
っ
て
い
た
。

そ
の
証
拠
が
、
村
の
辻
や
道
端
、
お
堂
の
境

内
な
ど
に
建
っ
て
い
る
「
カ
ナ
エ
さ
ん
」「
カ

ネ
サ
イ
ど
ん
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
庚
申
塔
。

こ
れ
が
七
百
基
余
り
も
あ
る
の
だ
。
と
こ
ろ

が
私
共
が
熊
本
市
の
文
化
財
調
査
で
、
三

年
が
か
り
で
見
付
け
出
し
た
の
は
、
た
っ
た

の
九
基
。

　

そ
の
違
い
は
果
し
て
何
な
の
か
。
も
し
か

し
た
ら
真
宗
禁
制
の
厳
し
か
っ
た
相
良
領
内

で
は
、
こ
う
し
た
講
を
う
ま
く
利
用
し
て
そ

の
隠
れ
信
仰
や
布
教
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の

で
は
と
も
思
わ
れ
る
の
だ
が
。

　

で
は
三
択
ク
イ
ズ
。

・
バ
チ
か
ぶ
る　

鉢
を
か
ぶ
る
・
天
罰
を
被

る
・
火
鉢
に
あ
た
る

・
グ
ド
つ
く　

お
寺
の
鐘
を
撞
く
・
大
量
の

米
を
搗
く
・
不
平
を
言
う

・
ア
ネ
さ
ん　

お
嫁
さ
ん
・
未
婚
の
女
性
・

未
亡
人

・
ネ
ヲ
る　

木
の
根
を
掘
り
起
こ
す
・
病
気

す
る
・
折
り
紙

・
ギ
メ　

偽
り
の
名
前
・
バ
ッ
タ
・
片
足
跳

び

【
ま
え
だ
・
か
ず
ひ
ろ
／
人
吉
市
】



61  くまがわ春秋　Vol.17　2017.8.15 60くまがわ春秋　Vol.17　2017.8.15

ん
が
育
て
て
く
れ
た
か
ら
だ

と
。

　

朝
早
く
起
き
て
、
朝
か
ら
晩

ま
で
立
ち
ず
く
め
で
、
朝
か
ら

米
の
少
し
入
っ
た
カ
ラ
イ
モ
や

野
菜
の
多
い
ズ
シ
を
作
り
、
ご

飯
が
な
い
時
は
そ
ば
粉
を
お
湯

で
練
っ
た
も
の
に
醤
油
を
掛
け

て
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
。

　

学
校
か
ら
帰
る
と
カ
ラ
イ
モ

と
里
芋
の
炊
い
た
の
を
シ
ョ
ウ

ケ
に
入
れ
て
ぶ
ら
下
げ
て
あ
っ

た
。
腹
が
減
っ
て
い
た
私
は
そ

れ
を
喜
ん
で
食
べ
て
い
た
。

　

遠
足
や
運
動
会
の
時
だ
け
は

米
だ
け
の
飯
を
作
っ
て
く
れ
た
。

「
う
ぁ
～
白
ん
飯
だ
～
！
」
と

嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

私
を
産
み
、
産
後
の
肥
立
ち

が
悪
く
て
、
一
歳
一
ヶ
月
の
私

を
残
し
て
他
界
し
た
実
母
の
名

は
「
房
野
」。
そ
の
後
、
周
り

の
人
の
お
世
話
で
嫁
に
来
て
く

れ
た
の
が
最
近
他
界
し
た
「
元

野
」。
そ
し
て
私
は
「
芳
野
」。

　

名
前
か
ら
し
て
縁
が
あ
り
通

じ
合
っ
て
い
た
様
に
思
う
。
小

さ
い
頃
は
母
ち
ゃ
ん
の
言
う
こ

と
、
す
る
こ
と
が
怖
く
て
恐
ろ

し
く
て
、
子
供
な
が
ら
に
出
て

行
こ
う
、
死
の
う
、
と
何
度
思
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。

 

で
も
中
学
を
卒
業
し
て
集
団

就
職
列
車
で
働
き
に
出
て
、
ふ

る
里
を
後
に
し
た
時
、
私
は

思
っ
た
。
私
が
こ
う
し
て
今
現

在
、
生
き
て
い
る
の
も
母
ち
ゃ

上杉芳野の「あがっ段」⑮

供養、その三

育ての親 母ちゃん

　

何
か
お
祝
い
事
が
あ
る
と

必
ず
混
ぜ
め
し
を
作
っ
て
く
れ

た
。
今
み
た
い
に
鶏
肉
な
ど
は

入
っ
て
な
か
っ
た
が
、
ゴ
ボ
ウ
・

椎
茸
・
人
参
、
竹
ん
こ
・
ア
ゲ
と
、

い
ろ
ん
な
具
が
入
っ
て
い
て
と

て
も
う
ま
か
っ
た
。
そ
の
味
が

忘
れ
ら
れ
な
く
て
今
で
も
私
は

作
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
子
供
や

孫
達
も
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
る
。

　

今
は
洗
濯
機
や
乾
燥
機
が
あ

る
が
、
あ
の
頃
は
ギ
ザ
ギ
ザ
し

た
洗
濯
板
で
ゴ
シ
ゴ
シ
洗
い
、

川
で
す
す
い
で
干
し
て
い
た
。

冬
は
コ
チ
ン
コ
チ
ン
に
凍
っ
て
ツ

ラ
ラ
が
下
が
っ
て
い
た
。
陽
が

照
り
始
め
る
と
、
そ
の
洗
濯
物

か
ら
湯
気
が
出
て
い
た
。
真
っ

赤
に
な
っ
た
手
を
母
ち
ゃ
ん
は
、

息
を
吹
き
か
け
暖
め
て
い
た
。

ど
ん
だ
け
冷
た
か
っ
た
だ
ろ

う
。

　

小
さ
い
頃
の
嫌
な
思
い
出
は

母
ち
ゃ
ん
が
私
た
ち
に
与
え
て

く
れ
た
優
し
さ
を
思
い
出
し
て

い
く
た
び
、
一
つ
ず
つ
消
え
て
い

く
。

　

私
の
心
の
中
に
は
、
さ
れ
た

嫌
な
思
い
出
よ
り
、
し
て
く
れ

た
優
し
い
思
い
出
の
方
が
強
く

残
る
様
に
な
っ
た
。
運
良
く
近

く
に
嫁
に
い
き
、
母
ち
ゃ
ん
と

接
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

我
慢
強
く
て
働
き
者
の
母

ち
ゃ
ん
も
、
父
ち
ゃ
ん
が
他
界

し
一
人
暮
ら
し
と
な
っ
た
。
時

に
は
母
ち
ゃ
ん
の
家
の
掃
除
を

し
て
あ
げ
よ
う
と
す
る
と
、「
す

ん
な
、
お
い
が
す
っ
で
」
と
何

で
も
自
分
一
人
で
し
て
し
ま
う

母
ち
ゃ
ん
。

　

そ
ん
な
母
に
「
母
ち
ゃ
ん
、

冬
は
ぬ
っ
か
服
、
夏
は
涼
し
か

服
ば
着
ら
ん
ば
ん
よ
。
ず
ー
っ

と
同
じ
服
は
汚
な
か
し
、
見
ぐ

る
し
か
ば
い
」
と
い
う
と
、「
ど

ぎ
ゃ
ー
あ
っ
か
、
わ
い
も
こ

ぎ
ゃ
ー
な
っ
と
ぞ
」
と
私
に
言
っ

た
。

　

そ
れ
に
、「
歌
う
た
り
踊
っ
た

り
す
っ
と
は
、
私
の
娘
で
す
も

ん
。
わ
し
が
産
ん
だ
っ
ち
ゃ
な

か
ば
っ
て
ん
、
わ
し
が
育
て
た
っ

で
す
た
い
」
と
、
周
り
の
人
達

に
自
慢
を
し
て
い
た
母
ち
ゃ
ん
。

　

超
人
の
よ
う
な
、
鉄
人
28
号

の
よ
う
な
、
山
ん
ば
の
よ
う
な
、

へ
ん
ち
く
り
ん
の
イ
ガ
イ
ガ
ど

ん
の
母
ち
ゃ
ん
に
、
感
謝
で
あ

る
。

【
う
え
す
ぎ
・
よ
し
の
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

観
光
バ
ス
ガ
ー
ル
、
あ
さ
ぎ
り
町
上
】

昭和 43 年、母と父（45 歳）と私（18 歳）
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土 

橋
（
ト
バ
シ
）︱

多
良
木
町
多
良
木
︱

　

多
良
木
商
店
街
の
北
方
、
球
磨
川
左
岸

沿
い
水
田
地
帯
の
小
字
が
土
橋
で
あ
る
。

川
が
村
境
に
な
っ
て
い
て
右
岸
は
旧
黒
肥
地

村
で
、土
橋
と
向
か
い
合
う
字
是
居
下
（
ゼ

イ
シ
タ
）に
は
旧
村
社
黒
肥
地
神
宮（
王
宮
）

が
鎮
座
す
る
。

　

河
川
に
架
か
る
橋
に
は
型
式
や
用
材
に

よ
っ
て
眼
鏡
橋
、
吊
り
橋
、
金
橋
、
板
橋
、

石
橋
な
ど
種
々
の
名
称
が
有
り
、
人
の
苗
字

（
姓
）
や
地
名
に
も
橋
を
用
字
す
る
の
は

珍
し
く
な
い
。
土
橋
と
い
う
姓
、
地
名
も

全
国
に
点
在
す
る
が
、
土
橋
と
は
ど
ん
な

橋
だ
ろ
う
、
と
考
え
で
み
る
と
甚
だ
分
か

り
に
く
く
、
正
体
不
明
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

小
さ
な
川
や
溝
を
渡
る
農
道
に
は
泥
橋

（
ド
ロ
バ
シ
）
と
俗
称
さ
れ
る
橋
を
見
か
け

る
こ
と
が
あ
る
。
橋
桁
の
上
に
柴
な
ど
を
並

べ
、
上
を
土
で
覆
っ
た
粗
末
な
橋
で
あ
る
。

し
か
し
、
王
宮
前
付
近
の
球
磨
川
は
流
れ

こ
そ
ゆ
る
や
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
川
幅
は

広
く
、
渡
河
で
き
る
よ
う
な
土
橋
が
あ
っ
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

球
磨
地
域
の
市
町
村
字
名
で
橋
地
名
は

十
七
件
あ
る
が
、
橋
詰
や
柳
橋
で
検
討
し

た
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
は
ム
ラ
境
に
位
置

し
、
区
域
の
端
（
は
し
）
が
橋
に
当
て
字

さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
多
良
木
町

宮
ヶ
野
に
は
落
橋
（
オ
テ
バ
シ
）
と
い
う
字

名
が
あ
る
。
文
字
を
見
る
と
橋
が
流
失
し

た
か
、
通
行
人
が
落
下
し
た
の
に
由
来
す

る
地
名
の
よ
う
で
あ
る
が
、
大
字
黒
肥
地

と
の
境
に
あ
る
小
字
で
あ
る
か
ら
、
村
域
の

端
っ
こ
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
落

　
字
図
で
見
る
球
磨
の
地
名 

⑯
　
上
村
重
次

復
刻

掲
載

【
お
こ
と
わ
り
】
本
連
載
は
平
成
６
年
か
ら

９
年
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
の
復
刻
版

で
す
。
市
町
村
合
併
前
の
地
名
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

は
村
落
・
村
里
、
橋
は
端
の
意
）。

　

字
土
橋
付
近
の
球
磨
川
で
は
渡
河
機
能

の
あ
る
土
橋
の
実
在
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、

空
想
や
説
話
の
土
橋
が
登
場
す
る
に
し
て

も
、
区
域
名
称
の
字
名
と
し
て
定
着
し
た

と
は
患
え
な
い
。

　

熊
本
県
内
の
他
市
町
村
の
小
字
で
は
次

の
土
橋
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
ム
ラ
境
に
位

置
す
る
。

　

▽
山
鹿
市
城
字
土
橋
（
ツ
チ
ハ
シ
）
＝

大
字
小
群
と
の
境
▽
阿
蘇
郡
西
原
村
小
森

字
土
橋
（
ト
ハ
シ
）
＝
久
木
野
村
と
の
境
、

俵
山
一
帯
▽
上
益
城
郡
益
城
町
馬
水
字
土

橋
（
ド
ハ
シ
）
＝
大
字
惣
領
、
大
字
安
永

に
挟
ま
れ
た
境
地
▽
下
益
城
郡
豊
野
村

下
郷
字
土
橋
（
ツ
チ
バ
セ
）
＝
大
字
中
間

と
の
境
▽
八
代
市
下
大
野
字
土
橋
（
ド
バ

シ
）
＝
坂
本
村
境
の
山
▽
本
渡
市
楠
浦
字

土
橋
（
ツ
チ
ハ
シ
）
＝
未
詳
▽
天
草
郡
苓

北
町
志
岐
字
土
橋
（
ツ
チ
ハ
シ
）
＝
大
字

白
木
尾
と
の
境
▽
同
郡
五
和
町
御
領
字
土

橋
（
ド
バ
シ
）
＝
本
渡
市
と
の
境
界
に
あ

る
字
境
松
（
サ
カ
イ
マ
ツ
）
の
隣
。

　

こ
れ
ら
の
土
橋
の
訓
は
ト
ハ
シ
、
ド
バ
シ
、

ツ
チ
ハ
シ
と
清
音
、
濁
音
、
和
訓
の
各
種

が
あ
る
が
、
用
字
が
同
じ
で
あ
り
、
境
界

に
位
置
す
る
と
い
う
共
通
点
か
ら
見
て
同

義
地
名
と
言
え
よ
う
。
ま
た
土
橋
の
〝
土
〟

は
土
壌
の
こ
と
で
は
な
く
国
土
、
領
土
の

〝
土
〟
で
あ
っ
て
土
地
区
域
の
こ
と
だ
ろ
う

か
ら
、
土
橋
は
区
域
の
端
、
す
な
わ
ち
境

界
の
表
現
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

櫨
ヶ
平
（
ハ
ゼ
ガ
ヒ
ラ
）

︱
球
磨
村
一
勝
地
丁
︱

　

秋
の
野
山
を
彩
る
ハ
ゼ
の
古
名
は
ハ
ニ
シ

（
黄
櫨
）
で
、
略
さ
れ
て
ハ
ジ
に
な
り
、
現

代
で
は
ハ
ジ
と
ハ
ゼ
が
混
用
さ
れ
て
い
る
。

『
牧
野
日
本
植
物
園
鑑
』
に
は
「
は
ぜ
の
き

（
う
る
し
科
）
関
東
以
西
、
四
国
、
九
州

の
暖
地
に
は
え
る
落
葉
木
」
と
あ
る
。

　

ハ
ゼ
ノ
キ
は
古
く
か
ら
有
用
樹
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た
。『
古
事
記
』
に
は
天
之

波
士
弓
（
あ
ま
の
は
じ
ゆ
み
）、『
萬
葉
集
』

巻
廿
の
長
歌
に
は
波
自
由
美
が
見
え
る
。
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で
ハ
ジ
と
い
う
言
葉
を
探
す
と
端
（
ハ
シ
、

ハ
ジ
）
が
あ
る
。
す
で
に
検
討
を
重
ね
て
き

た
が
、
地
名
用
語
と
し
て
の
ハ
シ
は
蓮
・
荷
・

橋
・
梁
・
柳
な
ど
種
々
の
当
て
字
が
あ
っ
て
、

端
に
櫨
が
当
て
ら
れ
て
も
不
審
な
こ
と
で
は

な
い
。

　

一
勝
地
丁
字
櫨
ヶ
平
は
芦
北
町
境
の
山

間
地
。「
清
正
公
が
球
磨
の
山
々
に
驚
い
て

兵
を
戻
し
た
所
」
と
語
ら
れ
る
清
正
公
岩

の
前
を
流
れ
る
告
川
（
つ
げ
が
わ
＝
球
磨

川
支
流
）
が
球
磨
と
葦
北
の
郡
界
で
あ
る
。

櫨
ヶ
平
は
こ
の
川
の
右
岸
沿
い
で
〝
区
域
の

端
（
櫨
）
の
ヘ
リ
（
平
）〟
と
い
う
意
が
実

感
で
き
る
。
櫨
ヶ
平
が
示
す
字
名
に
は
藩

政
期
の
領
界
、
さ
ら
に
有
史
前
の
〝
国
境

の
地
〟
と
い
う
深
奥
な
物
語
が
秘
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

【
う
え
む
ら
・
し
げ
じ
／
宇
土
市
生
ま

れ
、
元
熊
本
日
日
新
聞
社
記
者
】

政
時
代
の
ハ
ゼ
栽
培
に
ち
な
む
地
名
も
あ
る

の
だ
ろ
う
が
、個
別
調
査
は
で
き
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
細
川
藩
の
ハ
ゼ
栽
植

政
策
が
及
ば
な
か
っ
た
天
領
・
天
草
に
櫨

地
名
が
集
中
し
、
藩
政
時
代
か
ら
ハ
ゼ
栽

培
が
盛
ん
だ
っ
た
水
俣
市
に
櫨
地
名
が
な

く
、
御
船
川
や
菊
池
川
河
口
近
く
に
通
称

と
し
て
の
ハ
ゼ
塘
は
あ
っ
て
も
小
字
の
櫨
地

名
が
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
ハ
ゼ

ノ
キ
と
櫨
地
名
の
関
係
は
極
め
て
薄
弱
と

し
か
言
え
な
い
。

　

と
す
れ
ば
、
櫨
地
名
の
ハ
ゼ
（
ハ
ジ
）
は

同
じ
発
音
の
他
の
語
の
当
て
字
で
あ
る
、
と

い
う
仮
定
に
立
っ
て
の
検
討
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
櫨
の
吉
名
は
ハ
ジ
で
あ

る
。
身
近
な
用
語
と
し
て
は
恥
が
あ
る
も
の

の
正
訓
は
ハ
ヂ
で
あ
っ
て
ハ
ジ
と
は
違
う
。

土
地
区
域
の
表
現
と
し
て
納
得
で
き
る
語

〝
は
じ
ゆ
み
〟
は
黄
櫨
（
ハ
ゼ
ノ
キ
）
で
作
っ

た
弓
の
こ
と
で
あ
る
。
現
代
で
も
和
弓
は
ハ

ゼ
ノ
キ
と
竹
を
は
ぎ
合
わ
せ
て
作
る
。

　

茶
色
っ
ぽ
い
和
ロ
ー
ソ
ク
の
原
料
は
ハ
ゼ

の
実
で
あ
る
が
『
和
名
抄
』
燈
火
部
に
「
蝋

燭
」
が
出
て
い
る
の
で
古
い
時
代
に
製
法
が

伝
わ
っ
た
ら
し
い
。人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
、

有
用
木
と
し
て
重
宝
が
ら
れ
て
き
た
ハ
ゼ
ノ

キ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
木
に
由
来
す
る
地
名

も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

球
磨
地
域
の
市
町
村
字
名
で
は
一
勝
地

の
櫨
ヶ
平
の
他
に
人
吉
市
合
ノ
原
町
字
櫨
原

（
ハ
ゼ
ハ
ラ
）
が
あ
る
。
他
郡
市
を
合
わ
せ

て
県
内
の
櫨
地
名
（
字
名
）
は
三
十
六
件

を
数
え
る
。
う
ち
十
七
件
は
天
草
地
域
に

あ
る
。
玉
名
郡
天
水
町
部
田
見
お
よ
び
立

花
の
字
櫨
方
（
ハ
ゼ
カ
タ
）
は
細
川
藩
の

製
蝋
事
業
資
金
を
得
る
た
め
有
明
海
を
干

拓
し
た
新
地
の
地
名
で
あ
り
、
他
に
も
藩

今月の詩
う た

　⑰

 人吉球磨児童生徒文詩集「やまぎり」から
第 35 号（2009 年３月発行）　選・作文の会

お
か
あ
さ
ん
と

リ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
。

り
ぼ
ん
や
ま
つ
ぼ
っ
く
り

い
ろ
ん
な
も
の
を
か
ざ
っ
た
。

そ
し
て

き
れ
い
な
リ
ー
ス
の
で
き
上
が
り
。

お
か
あ
さ
ん
の

お
み
せ
に
か
ざ
っ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
な
っ
た
み
た
い
で

お
き
ゃ
く
さ
ん
に
、
ほ
め
ら
れ
た
。

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

ま
た
、
つ
く
っ
て
み
た
い
な
あ
。

と
て
も
き
に
い
っ
た
。

【
評
】
お
か
あ
さ
ん
と
作
っ
た
リ
ー
ス
。
お
店
の
飾
り
に
す
る

た
め
に
二
人
で
工
夫
し
な
が
ら
丁
寧
に
作
っ
た
リ
ー
ス
。
そ

れ
を
ほ
め
ら
れ
て
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
そ
う
で
、
す
ご
く
気

に
い
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
大
切
な
宝
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

小
鳥
を
見
て
た
ら

小
鳥
が
と
ん
だ

と
お
い
と
お
い
空
の
上

小
鳥
は
ど
こ
ま
で

行
く
の
か
な

い
つ
か
小
鳥
の
よ
う
に
高
い

空
の
上
に
行
き
た
い
な

【
評
】
と
お
い
と
お
い
空
の
上
に
、
小
鳥
が
ス
ー
と
飛
ん
で
い

く
の
を
、
一
人
で
じ
っ
と
見
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
飛
べ
な
い

自
分
か
ら
見
て
、
ス
イ
ス
イ
と
飛
べ
る
小
鳥
を
う
ら
や
ま
し

く
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、

「
い
つ
か
…
…
行
き
た

い
な
」
の
言
葉
に
表
れ

て
い
る
。

リ
ー
ス
づ
く
り黒肥

地
小
一
年
　
森
田 

ほ
の
か

小 

鳥黒
肥
地
小
・
柳
野
分
校
三
年
　
源
島 

竜
蔵
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た
ら
、
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
決

し
て
映
画
好
き
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、

「
シ
ョ
ン
シ
ャ
ー
ク
の
空
の
も
と
に
」
な
ど

僕
に
も
お
気
に
入
り
の
作
品
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
。「
時
計
仕
掛
け
の
オ
レ
ン
ジ
」

も
悪
く
な
い
。
し
か
し
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ

だ
け
で
は
困
る
、
や
は
り
映
画
館
が
欲
し

い
。
映
画
館
が
皆
無
の
状
態
に
な
っ
た
ら
、

寂
し
す
ぎ
る
、若
者
は
ま
ず
地
元
を
出
る
。

　
「
忍
び
の
国
」
は
単
純
そ
う
で
、
け
っ

こ
う
、
む
ず
か
し
い
映
画
だ
っ
た
。
意
外

に
、史
実
を
踏
ま
え
て
も
い
た
。
モ
テ
ィ
ー

フ
は
『
カ
ム
イ
伝
』
と
同
じ
だ
ろ
う
。

主
役
・
無
門
の
大
野
智
は
美
男
子
、
無

門
の
彼
女
・
お
国
の
石
原
さ
と
み
は
美

人
で
あ
っ
た
。
原
作
は
和
田
竜
『
忍
び
の

国
』（
新
潮
文
庫
）。
コ
ミ
ッ
ク
化
さ
れ
て

も
い
る
が
、
そ
れ
は
見
て
い
な
い
。
織
田

信
雄
（
織
田
信
長
の
二
男
）
役
の
知
念

う
い
う
忍
術
を
使
う
の
だ
ろ
う
と
、
思
っ

て
映
画
館
に
入
っ
た
。
観
客
は
少
な
か
っ

た
。
い
つ
も
少
な
い
の
で
違
和
感
は
な
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
少
な
い
。
経
営
は
大
丈

夫
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
し
ま
う
。
経
営

悪
化
を
理
由
に
そ
の
映
画
館
が
撤
退
し
た

ら
、
近
く
に
は
映
画
館
は
な
く
な
る
。

そ
れ
は
困
る
。
娯
楽
が
増
え
て
映
画
離

れ
が
進
ん
だ
の
だ
と
友
人
は
説
明
し
て
く

れ
た
。
友
人
は
、
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
の
普

及
も
映
画
館
の
観
客
数
の
減
少
の
原
因

に
な
っ
て
い
る
と
も
い
う
。
確
か
に
、
好

き
な
ビ
デ
オ
を
簡
単
に
み
る
こ
と
が
で
き

　

暑
い
。も
と
も
と
故
障
気
味
だ
っ
た
が
、

こ
の
と
こ
ろ
体
温
に
近
い
猛
暑
日
が
つ
づ

い
て
い
て
、
脳
み
そ
が
機
能
不
全
に
な
っ

た
。
ど
う
い
う
映
画
が
上
映
さ
れ
て
い
る

か
も
確
か
め
も
せ
ず
、
フ
ラ
フ
ラ
と
映
画

館
に
向
か
っ
た
。
予
告
編
で
、
伊
賀
で
一

番
の
腕
を
も
つ
が
、
彼

女
に
か
ら
き
し
ダ
メ
な

若
い
忍
者
の
物
語
で
あ

る
と
宣
伝
し
て
い
た
。

そ
う
い
う
映
画
な
ら
退

屈
し
な
い
だ
ろ
う
、
ど

「
忍
び
の
国
」 　

 

久
馬　

俊

侑
季
の
演
技
も
よ
か
っ
た
。
信
雄
は
、
本

能
寺
の
変
の
あ
と
の
清
須
会
議
な
ど
で
秀

吉
に
手
玉
に
と
ら
れ
た
二
世
武
士
で
あ

る
。
二
世
武
士
は
軟
弱
だ
。
知
念
は
信

雄
の
そ
う
し
た
性
格
に
あ
っ
た
演
技
を
し

て
い
た
。

　

近
い
う
ち
に
ま
た
映
画
館
に
行
こ

う
。
も
ち
ろ
ん
誰
に
も
分
か
ら
な
い
よ
う

に
行
く
。「
忍
び
の
国
」
を
観
た
ら
、
ど

う
し
て
も
、
そ
う
し
た
行
動
に
な
る
。

高
倉
健
を
観
た
あ
と
に
、
高
倉
健
的
に

な
っ
て
い
た
オ
ジ
サ
ン
た
ち
も
そ
う
だ
っ

た
。

【
き
ゅ
う
ま
・
す
ぐ
る
／
八
代
市
】

　

元
寇
襲
来
に
つ
い
て
は
、
網
野
善
彦
『
元

寇
襲
来
』、
服
部
英
夫
『
元
寇
襲
来
』
が

有
名
で
あ
る
。
前
者
は
網
野
史
学
の
画
期

と
な
っ
た
と
評
さ
れ
る
作
品
で
、
後
者
は

通
説
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
通
説
を
徹

底
的
に
批
判
し
た
一
冊
で
あ
る
。
後
者
の

研
究
は
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。
本
書
の

著
者
・
桑
原
水
菜
は
後
者
を
参
考
文
献
に

あ
げ
、
前
者
に
触
れ
て
い
な
い
。

　

元
寇
襲
来
は
、「
日
本
全
体
」
に
影
響

を
与
え
た
重
大
事
件
で
、
相
良
頼
俊
、
相

良
頼
員
も
蒙
古
軍
に
対
抗
す
る
た
め
動
員

　

シ
リ
ー
ズ
第
６
弾
、
文
庫
書
き
下
ろ

し
。
本
書
は
続
編
を
予
定
し
、
本
書
で
物

語
は
完
結
し
て
い
な
い
。

　

ど
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
る
か
不

明
だ
が
、「
元げ

ん
こ
う寇

襲
来
」
を
テ
ー
マ
の
ひ
と

つ
に
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

桑原水菜 著（角川文庫　
（2017年6月25日発行）

マ
イ
・
文
庫
本

　

遺
跡
発
掘
師
は
笑
わ
な
い　
　

　
　

︱
元
寇
船
の
眠
る
海　

    　
白
城
松
男
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舞
台
で
な
い
か
と
推
測
す
る
人
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
し
、
そ
の
推
測
は
誤
り
で
は
な

い
が
、
元
軍
は
博
多
湾
沿
い
だ
け
を
攻
め

た
わ
け
で
な
い
。
両
者
の
海
域
に
は
す
で
に

３
８
７
の
水
中
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
て
、

同
地
が
激
戦
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
ち
な
み
に
「
松
浦
市
」
と
い
え
ば
松

浦
党
で
あ
る
。
著
者
は
元
寇
と
松
浦
党
を

関
係
づ
け
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
か
。
本
書
に

は
、
そ
の
解
答
が
明
確
に
書
い
て
あ
る
。

　

登
場
人
物
は
、
遺
跡
発
掘
の
天
才
・
西

原
無
量
、
彼
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
永
倉
萌
絵
、

無
量
の
友
人
・
相
良
忍
の
い
つ
も
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
。
３
人
の
関
係
は
微
妙
で
、

そ
れ
も
シ
リ
ー
ズ
を
面
白
く
し
て
い
る
が

今
回
、
相
良
忍
が
ど
う
い
う
人
物
で
あ
る

か
を
作
者
は
思
い
き
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い

る
。

【
し
ら
き
・
ま
つ
お
／
八
代
市
】

で
あ
る
。
今
回
は
、
海
中
遺
跡
の
発
掘
と

い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
場
面
設
定
に
な
っ
て

い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
海
底
遺
跡
の
探

索
は
第
二
次
大
戦
後
に
本
格
化
す
る
。
ス

キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
技
術
を
伴
う
た
め

難
し
い
分
野
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
地
保

存
を
原
則
と
し
、
監
視
を
つ
づ
け
る
方
式

が
国
際
基
準
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
現

時
点
で
は
、
具
体
的
手
法
の
検
討
は
進
ん

で
な
い
が
、
文
化
庁
の
有
識
者
会
議
は
今

年
度
内
に
水
中
遺
跡
の
あ
り
方
に
つ
い
て

提
言
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。
本
書
は
、

そ
う
し
た
文
化
庁
の
動
き
を
に
ら
ん
で
構

想
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
水
中
遺
跡

の
探
索
は
、
現
在
で
は
一
般
に
「
水
中
考

古
学
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
舞
台
は
、
佐
賀
県
唐
津
市
と
長

崎
県
松
浦
市
で
あ
る
。
元
寇
は
太
宰
府
占

領
を
目
指
し
た
も
の
で
、
博
多
湾
が
中
心

さ
れ
て
い
る
。
元
寇
と
い
え
ば
、「
神
風
」

を
想
起
す
る
が
、
そ
れ
だ
け
が
論
点
で
は

な
く
、
元
が
日
本
を
侵
略
し
よ
う
と
し
た

理
由
は
な
に
か
、
元
の
単
純
な
膨
張
主
義

と
考
え
て
い
い
か
、
元
の
軍
隊
は
ど
の
よ
う

な
構
成
で
あ
っ
た
か
、
日
本
は
そ
れ
に
ど
の

よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
か
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
日
本
の
国
内
社
会
は
ど
の
よ
う

に
変
化
し
た
か
、
元
寇
終
了
後
、
元
と
日

本
の
関
係
は
ど
う
な
っ
た
の
か
な
ど
検
討

す
べ
き
論
点
は
無
数
に
あ
る
。「
神
風
」
は

そ
う
し
た
多
く
の
問
題
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な

い
。
そ
の
「
神
風
」
に
つ
い
て
も
、
元
軍
を

破
滅
さ
せ
る
ほ
ど
暴
風
が
突
然
発
生
し
た

と
い
う
意
見
も
あ
れ
ば
、
そ
う
い
う
の
は

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

　

本
書
は
歴
史
書
で
は
な
く
、
歴
史
的
事

件
を
素
材
に
し
な
が
ら
、
遺
跡
発
掘
現
場

で
発
生
し
た
事
件
の
謎
を
解
く
推
理
小
説

い
食
べ
物
や
安
全
安
心
な
食
物
が
あ
る
程

度
あ
れ
ば
済
む
。
少
々
お
し
ゃ
れ
を
と
思

い
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
つ
け
よ
う
と
し
た
が
留

め
金
が
面
倒
で
や
め
て
し
ま
っ
た
。

　

今
は
、
よ
く
動
く
手
と
足
、
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
歯
と
飲
み
込
む
力
、
思
考
す

る
脳
が
あ
れ
ば
よ
く
、
そ
れ
以
上
は
望
む

こ
と
は
な
い
。
あ
と
は
高
齢
の
夫
婦
が
仲

良
く
助
け
合
い
、
一
日
を
感
謝
し
て
暮
ら

せ
る
だ
け
で
よ
い
。

　

物
を
片
づ
け
な
が
ら
、
暮
ら
し
方
を
反

省
し
た
り
、
物
欲
に
ま
み
れ
た
若
か
り
し

頃
を
思
う
。
で
も
世
の
中
の
経
済
活
動
は

物
の
消
費
購
買
で
ま
わ
っ
て
い
る
か
ら
複

雑
だ
。
考
え
て
い
る
と
手
が
止
ま
っ
て
し
ま

う
。
年
を
取
っ
た
時
の
生
き
方
は
、
難
し

い
と
い
わ
れ
る
が
、
単
純
で
な
い
と
こ
ろ
が

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

【
た
け
い
・
き
ょ
う
こ
／
人
吉
市
】

貰
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
こ
れ
は
い
つ
買
っ
た
、

こ
れ
は
お
祝
い
で
い
た
だ
い
た
品
物
な
ど
と

考
え
る
と
捨
て
る
の
に
躊
躇
し
て
し
ま
う
。

　

子
ど
も
の
日
記
や
作
品
、
参
考
書
な
ど

は
思
い
出
が
あ
る
の
で
迷
っ
た
。
高
校
ま
で

し
か
い
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
生
活
が
思

い
出
さ
れ
た
。
物
が
あ
れ
ば
残
さ
れ
る
子

ど
も
が
、
親
が
死
ん
だ
の
ち
片
づ
け
に
困

る
だ
ろ
う
か
ら
、
ま
だ
元
気
な
う
ち
に
片

づ
け
よ
う
と
始
め
た
が
、
捨
て
ら
れ
な
い
。

　

昭
和
三
十
年
代
の
物
の
少
な
い
時
代
を

思
い
出
せ
ば
、
い
つ
か
使
う
だ
ろ
う
と
、
つ

い
考
え
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
七
十
代

に
な
れ
ば
物
は
も
う
要
ら
な
い
。
お
い
し

　

最
近
、
古
い
家
屋
の
一
部
を
壊
そ
う
か

ど
う
か
と
思
案
し
は
じ
め
た
。
家
の
中
に

は
要
ら
な
い
物
が
そ
れ
こ
そ
い
っ
ぱ
い
。

　

古
い
畳
を
処
分
す
る
時
は
、
ノ
コ
ギ
リ

で
三
分
割
し
て
ゴ
ミ
処
分
場
に
持
ち
込
む

と
、
一
枚
二
十
㎏
で
二
百
円
く
ら
い
で
処

分
で
き
る
。
小
学
校
の
運
動
会
へ
歩
い
て

い
く
時
、
近
所
の
人
が
畳
を

切
っ
て
い
た
の
で
、
聞
い
み
た

ら
分
か
っ
た
。
ぼ
ん
や
り
生

活
し
て
い
た
ら
知
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
。
業
者
さ
ん
に
頼

む
と
一
枚
千
五
百
円
。
こ
の

方
法
な
ら
と
、
私
も
や
っ
て
み
る
こ
と
に
し

た
。
三
百
円
の
ノ
コ
ギ
リ
を
買
っ
て
来
て
、

十
数
枚
を
整
理
し
た
。

　

古
い
タ
ン
ス
は
ど
ん
ち
ょ
で
壊
し
て
可

燃
物
で
処
理
場
へ
。
古
い
掛
け
時
計
は
百

年
前
の
品
物
と
分
か
り
修
理
し
て
も
ら
っ

た
が
動
か
な
か
っ
た
。
勉
強
机
は
知
人
に 老

い
の
片
づ
け 　

 

武
井
京
子
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人
吉
新
市
庁
舎
の
基
本
設
計
・
俯
瞰
図
を
見
て

＝
街
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
の
市
庁
舎
建
造
＝

 

「
後
世
に
誇
れ
る
木
造
新
市
庁
舎
を
創
る
会
」　 

松
本
晉
一

付
の
〝
読
者
の
ひ
ろ
ば
〟
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
（
図
①
参
照
）。
そ
の

要
約
は
：

１
、
こ
の
俯
瞰
図
デ
ザ
イ
ン
は
市
民
や
業
界
団
体
に
は
「
想
定
外
」

の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
市
民
や
業
界
の
要
望
や
陳

情
を
無
視
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
公
表
直
後
の

〝
後
出
し
の
案
（
俯
瞰
図
）〟
で
あ
る
こ
と

２
、
こ
の
俯
瞰
図
デ
ザ
イ
ン
は
、
こ
れ
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
普
通
の

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
あ
り
、「
人
吉
の
風
情
」、「
人
吉
ら
し
さ
」

も
な
く
、
さ
ら
に
「
こ
の
地
の
自
然
、
歴
史
や
文
化
」
を
感
じ

る
も
の
で
は
な
い
こ
と

３
、こ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
再
度
市
議
会
、
そ
し
て
市
民
を
始
め
、

「
景
観
計
画
策
定
審
議
会
」
や
各
種
団
体
か
ら
も
意
見
を
も

　

前
号
の
木
造
市
庁
舎
要
望
書
提
出
の
投
稿
か
ら
１
ヶ
月
が
経
過
し

ま
し
た
。
そ
し
て
７
月

12
日
、
人
吉
市
は
新
市

庁
舎
の
基
本
設
計
と
俯

瞰
図
を
公
表
。
私
は
人

吉
新
聞
の
そ
の
内
容
と

市
庁
舎
俯
瞰
図
を
見
て
、

『
公
開
さ
れ
た
「
人
吉

新
市
庁
舎
説
明
」
記
事

を
読
ん
で
』
と
題
し
て

翌
日
に
人
吉
新
聞
へ
意

見
投
稿
、
そ
れ
が
17
日

と
す
る
選
定
理
由
が
あ
る
か
ら
で
、
設
計
変
更
へ
の
対
応
の
柔
軟
さ
、

そ
の
技
術
力
と
経
験
に
期
待
す
る
か
ら
な
の
で
す
。
従
っ
て
山
下
設

計
側
が
こ
の
見
直
し
の
要
望
に
、
ど
う
対
応
し
、
デ
ザ
イ
ン
変
更
が

出
来
る
の
か
を
注
視
し
ま
す
。

ら
い
、
人
吉
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ
イ
ン

か
否
か
を
評
価
し
て
も
ら
う
こ
と

４
、
例
え
Ｒ
Ｃ
造
で
あ
っ
て
も
、
次
の
新
し
い
市

庁
舎
こ
そ
、
今
後
の
人
吉
球
磨
の
人
口
減

少
、
生
産
力
・
産
業
力
の
低
下
を
補
完
し

て
、
地
場
産
業
や
観
光
の
象
徴
と
な
る
デ

ザ
イ
ン
力
を
持
つ
建
造
物
に
す
る
こ
と

５
、
基
本
計
画
で
の
多
く
の
意
見
を
踏
ま
え
、

地
域
の
木
材
資
源
を
活
か
し
た
、
人
吉
独

自
の
庁
舎
デ
ザ
イ
ン
に
変
更
し
、
こ
の
俯

瞰
図
デ
ザ
イ
ン
を
新
し
く
書
き
直
す
こ
と

６
、
こ
れ
ま
で
に
至
る
意
志
決
定
や
基
本
設
計
の
ス
テ
ッ
プ
、
そ
の

内
容
を
市
民
に
公
開
し
て
、
今
後
十
分
に
時
間
を
か
け
て
議

論
し
て
か
ら
、
次
の
実
施
設
計
に
移
る
べ
き

　

と
す
る
内
容
で
す
。

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
の
再
度
見
直
し
を
要
望
す
る
の

は
、山
下
設
計
九
州
支
社
が
設
計
最
優
秀
者
に
選
定
さ
れ
た
基
準
に
、

「
設
計
段
階
で
、
発
注
者
や
市
民
の
意
見
を
容
易
に
聞
く
こ
と
が
で

き
、
高
い
技
術
力
及
び
豊
富
な
経
験
を
有
す
る
」（
昨
年
９
月
27
日
）

図①　人吉新聞投書と
　　　発表された俯瞰図

人吉らしさのない
デザイン

➡

➡

単
な
る
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
で
は
？

基本計画の
説明会
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要
望
、
事
例
と
し
て
竹
中
工
務
店
の
「
大
阪
木
材
仲
買
会
館
」
の
写

真
（
図
②
木
造
ザ
デ
イ
ン
例
）
を
会
場
で
回
覧
。
27
日
に
は
吉
岡
会

員
が
「
将
来
人
口
が
減
少
す
る
の
に
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
建
物
で

は
な
く
、
小
さ
な
建
物
で
も
十
分
で
は
な
い
か
」
と
主
張
。
し
か
し

会
場
の
市
民
か
ら
は
、逆
に
「
と
て
も
よ
い
案
を
出
し
て
く
れ
た
、し
っ

か
り
と
進
め
て
欲
し
い
」
な
ど
、
残
念
で
す
が
市
側
の
基
本
計
画
や

俯
瞰
図
を
肯
定
す
る
意
見
、ま
た
「
市
庁
舎
は
執
務
が
中
心
で
あ
り
、

外
観
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
は
不
要
」
他
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
各
地
区
で
の
会
場
発
言
の
内
容
を
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
ど
も
は
本
誌
７
月
号
「
本
格
木
造
市
庁
舎
・
要
望
書
提
出
の

　

こ
の
基
本
計
画
と
俯
瞰
図
を
元
に
、
市
側
は
７
月
20
日
か
ら
、
各

校
区
別
の
説
明
会
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
会
か
ら
の
発
言
は
、
初
日

に
は
山
口
会
員
が
「
お
城
の
様
な
長
塀
的
な
庇

ひ
さ
し
を
出
す
べ
き
」、「
当

初
の
予
算
19
億
が
、
３
月
に
40
億
、
そ
し
て
な
ぜ
今
回
は
55
億
に
も

増
加
し
た
の
か
、
業
者
の
言
い
な
り
で
は
？
」、「
そ
の
こ
と
に
な
ぜ

市
議
会
か
ら
反
対
意
見
が
出
な
い
の
か
」。
21
日
に
井
上
会
員
は
「
国

や
県
は
地
産
地
消
を
奨
励
し
て
い
る
の
で
、
市
庁
舎
の
建
造
は
Ｒ
Ｃ

造
に
限
定
さ
れ

ず
、
木
造
で
の

建
造
も
可
能
で

あ
る
は
ず
」
等

の
意
見
、
25
日

に
は
松
本
が
「
こ

の
デ
ザ
イ
ン
は
こ

の
町
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
の
で
、

新
し
い
デ
ザ
イ
ン

に
書
き
な
お
し

て
欲
し
い
」
と

人吉新市庁舎説明会（７月20日）新市庁舎説明会（７月25日）

の
考
え
を
現
わ
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
人
吉
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

今
回
の
市
庁
舎
デ
ザ
イ
ン
を
現
市
民
が
、
こ
の
デ
ザ
イ
ン
案
を
そ
の

ま
ま
容
認
す
る
こ
と
は
、
後
世
に
〝
大
き
な
悔
い
を
残
す
〟
こ
と
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

私
ど
も
と
し
て
は
、
例
え
Ｒ
Ｃ
構
造
で
あ
っ
て
も
、
今
回
の
新
市

庁
舎
造
り
を
人
吉
の
〝
新
し
い
街
づ
く
り
〟
の
一
環
と
し
て
捉
え
：

①
国
や
県
の
意
志
（
予
算
・
工
法
）
中
心
の
行
政
主
体
の
お
任
せ
で

は
な
く
、
地
産
地
消
、
市
民
の
意
志
や
考
え
を
主
体
と
し
た
、
人

吉
に
ふ
さ
わ
し
い
デ

ザ
イ
ン
例
を
提
示
し

て
行
政
を
リ
ー
ド
し
、

そ
の
住
民
主
導
が
地

域
再
生
（
街
づ
く
り
）

の
基
本
と
な
る
こ
と

②
今
後
、
４
年
以
上
に

及
ぶ
基
本
設
計
・
実

施
設
計
か
ら
本
体
完

成
ま
で
、
市
庁
舎
造

り
の
予
算
や
設
計
の

そ
の
後
」
の
最
後
に
、
例
え
Ｒ
Ｃ
造
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
で
あ
っ

て
も
、
今
か
ら
間
に
合
う
こ
と
と
し
て
、
５
項
目
の
提
言
を
出
し
て

い
ま
す
（
本
誌
２
０
１
７
年
7
月
号
68
頁
）。
こ
れ
ら
に
対
す
る
今

後
の
市
側
の
デ
ザ
イ
ン
変
更
へ
の
対
応
予
想
と
し
て
：

１
、
全
体
デ
ザ
イ
ン
（
俯
瞰
図
）
が
「
人
吉
ら
し
さ
」
を
踏
ま
え
、

し
っ
か
り
と
変
更
さ
れ
る
か
？　

＝
す
な
わ
ち
、当
方
（
市
民
）

の
意
見
が
山
下
設
計
に
ど
う
伝
わ
る
か
？

２
、 

７
月
28
日
ま
で
の
各
地
区
説
明
会
で
の
意
見
、
要
望
を
踏
ま
え

て
、
さ
ら
に
は
「
景
観
計
画
策
定
審
議
会
」
他
の
意
見
・
提

言
を
踏
ま
え
て
、
俯
瞰
図
の
ど
こ
を
ど
れ
だ
け
変
更
、
修
正

す
る
か
？

３
、 

当
初
の
俯
瞰
図
に
、
単
に
軒の

き

や
庇

ひ
さ
し
、
外
観
に
多
少
の
修
正
（
人

吉
ら
し
さ
？
）
を
加
え
て
、〝
そ
れ
で
良
し
〟
と
す
る
の
か
？

　

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

京
都
工
繊
大
の
松
隈
洋
教
授
の
意
見
（
熊
日
新
聞
）
に
は
「
私
た

ち
の
日
常
生
活
を
支
え
る
の
が
公
共
建
築
。
建
物
を
見
れ
ば
、
当
時

の
人
々
が
何
を
大
事
に
し
て
き
た
か
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
」
と
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
市
庁
舎
の
姿
・
形
は
そ
の
時
代
の
人
吉
市
民

図②  木造デザイン例　大阪木材仲買会館（東京人７月号より）
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意
志
決
定
と
建
造
過
程
そ
の
も
の
を
公
開
し
て
も
ら
い
、
こ
の
ス

テ
ッ
プ
を
次
の
時
代
の
新
し
い
街
づ
く
り
＝
地
域
文
化
創
生
の
起

点
と
す
る
こ
と

③
今
回
の
基
本
設
計
の
意
図
、
国
か
ら
の
棚
ぼ
た
的
予
算
給
付
内
容

を
チ
ェ
ッ
ク
出
来
る
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
、
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン
が
是
非
、
必
要

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
元
に
原
型
復
旧
指
示
の
理
由
、
国
の
予
算

給
付
の
条
件
（
な
ぜ
木
造
で
は
造
れ
な
い
の
か
）
を
確
認

④
後
世
に
誇
れ
る
市
庁
舎
を
創
る
た
め
に
も
、
予
想
さ
れ
る
こ
の
数

年
の
物
価
上
昇
、
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
期
を
避
け
て
、
復
興
予
算

給
付
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
と
必
要
十
分
な
予
算
の
維
持
確
保
を
含

め
て
、
今
回
の
俯
瞰
図
＝
基
本
設
計
、
実
施
設
計
を
十
分
に
議
論
・

変
更
し
、
多
く
の
住
民
の
賛
同
を
得
る
建
造
物
に
す
る

　

こ
れ
ら
を
今
後
の
方
針
・
目
標
と
し
て
捉
え
、
よ
り
人
吉
の
町
に

ふ
さ
わ
し
い
市
庁
舎
建
設
、
そ
し
て
街
づ
く
り
に
向
け
て
活
動
し
て

ゆ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
こ
の
日
本
の
何
処
か
に
、
必
ず
人
吉
市
庁

舎
に
ふ
さ
わ
し
い
、
そ
し
て
幸
福
を
も
た
ら
す
人
材
と
情
報
が
存
在

す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
〝
後
世
に
誇
れ
る
人
吉
市
庁
舎
の
建
造
〟
に
向
け
て
、

「
人
吉
ら
し
さ
」
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
は
な
く
、
具
体
的
な
例
示
を

挙
げ
て
、
ご
意
見
や
お
考
え
を
提
示
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
今

後
と
も
、
本
誌
読
者
及
び
市
民
県
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
平
成
29
年
８
月
７
日　

連
絡
先
：
℡
０
９
６
６
・
22
・
２
９
２
８

　

Em
ail : sm

atsu@
fsinet.or.jp

）

○
人
吉
新
市
庁
舎
問
題
・
関
連
資
料

・「
こ
れ
か
ら
は
木
の
時
代
、
人
吉
の
新
市
庁
舎
が
、
な
ぜ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

な
の
か
？
」（
く
ま
が
わ
春
秋
第
10
号
２
０
１
７
年
1
月
号
）

・「
新
市
庁
舎
づ
く
り
：
こ
れ
か
ら
の
人
吉
の
た
め
に
」
＝
人
吉
市
役
所
・
新

庁
舎
に
本
格
木
造
を
希
望
す
る
理
由
」（
く
ま
が
わ
春
秋
第
11
号
２
０
１
７

年
2
月
号
）

・「
松
岡
隼
人
・
人
吉
市
長
、
田
中
哲
・
市
議
会
議
長
へ
望
む
こ
と
」（
く
ま
が

わ
春
秋
第
15
号
２
０
１
７
年
６
月
号
）

・「
本
格
木
造
庁
舎
・
要
望
書
提
出
の
そ
の
後
」（
く
ま
が
わ
春
秋
第
16
号

２
０
１
７
年
７
月
号
）

・「
人
吉
新
市
庁
舎
の
基
本
設
計
・
俯
瞰
図
を
見
て
」（
く
ま
が
わ
春
秋
第
17
号

２
０
１
７
年
８
月
号
）

・「
モ
ダ
ン
の
粋
、
刻
ん
だ
記
憶　

旧
逓
信
病
院
最
後
の
見
学
会
」
２
０
１
７
年

７
月
８
日　

熊
本
日
日
新
聞

・
山
田
朝
夫
「
流
し
の
公
務
員
の
冒
険
」
病
院
再
生
１
０
８
～
１
１
１
頁

２
０
１
６
年　

時
事
通
信
社

・
雑
誌
「
東
京
人
」
２
０
１
７
年
７
月
号　

都
市
出
版

現
・
新
２
人
の
争
い

八
代
市
長
選

　

任
期
満
了
に
と
も
な
い
八
代

市
の
市
長
選
挙
が
実
施
さ
れ

る
。
８
月
20
日
告
示
、
27
日
投

票
開
票
の
予
定
。
八
代
市
で
は
、

こ
の
と
こ
ろ
、
市
長
が
１
期
4

年
で
任
期
を
終
え
る
状
況
が
つ

づ
い
て
い
る
。
市
議
会
は
、
現

職
派
と
新
人
派
に
二
分
さ
れ
て

い
る
と
の
報
道
も
あ
る
。
今
回

も
、
接
戦
に
な
る
と
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。

　

現
時
点
で
、
立
候
補
を
予
定

し
て
い
る
の
は
現
職
の
中
村
博

生
氏
（
58
）
と
新
人
の
幸
村
香

代
子
氏
（
55
）
の
２
人
。

　

市
庁
舎
の
建
設
問
題
、
市
民

病
院
入
院
病
棟
の
再
開
問
題
、

ク
ル
ー
ズ
舟
の
帰
港
問
題
が
争

点
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
中

村
氏
は
「
１
期
目
で
取
り
組
ん

だ
事
業
が
形
に
な
っ
て
き
た
が

道
半
ば
、
市
政
の
安
定
こ
そ
が

八
代
発
展
の
基
礎
に
な
る
」
と

市
議
会
本
会
議
で
発
言
し
て
い

る
。
幸
村
氏
は
「
市
役
所
新

庁
舎
建
設
や
市
民
病
院
の
早

期
再
建
」
な
ど
を
出
馬
理
由
に

あ
げ
て
い
る
。

　

８
月
６
日
、
両
者
の
公
開
討

論
会
（
２
０
１
７
年
八
代
市

長
選
挙
公
開
討
論
介
実
行
委

員
会
主
催
）
が
予
定
さ
れ
て
い

た
が
、
台
風
５
号
接
近
の
た
め

中
止
に
な
っ
た
。

　

同
時
に
実
施
さ
れ
る
市
議
会

議
員
選
挙
も
、
議
員
定
数
が
32

か
ら
28
に
減
少
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
激
し
い
選
挙
戦
に
な
る
と

予
想
さ
れ
、
各
陣
営
と
も
気
を

引
き
締
め
て
い
る
。
現
職
４
人

引
退
、
新
人
11
人
が
出
馬
の
見

込
み
。

　

選
挙
権
が
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
た
の
ち
の
最
初
の
選
挙
で

若
者
の
投
票
行
動
に
も
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。

　

有
権
者
数
１
０
万
８
４
６
１

人
（
男
：
５
万
０
１
１
６
人
、

女
５
万
８
３
４
５
人
）（
３
月

２
日
現
在
）。

中村博生氏幸村香代子氏
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抜
本
的
に
解
決
し
て
い
な
い
。

　

気
象
条
件
に
も
、
こ
ん
ご
も
、
ア
オ
コ

は
発
生
・
拡
大
す
る
危
険
が
あ
る
。

　

浮
遊
物
に
は
、
ペ
ッ
ト
ポ
ポ
ト
ル
・
空
き

缶
な
ど
の
放
棄
物
も
目
立
つ
。
同
ダ
ム
を

管
理
運
営
す
る
電
源
開
発
株
式
会
社
に
よ

る
と
、
洗
濯
機
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
不
法
投

棄
物
も
あ
る
と
い
う
。
住
民
の
マ
ナ
ー
向
上

も
必
要
で
あ
る
。

の
生
息
に
悪
影
響
を
与
え
る
ほ
か
、
異
臭

を
発
生
さ
せ
る
な
ど
生
活
環
境
に
も
影
響

を
与
え
る
。
清
流
球
磨
川
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
名
を
失
わ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
荒
瀬

ダ
ム
撤
去
理
由
の
ひ
と
つ
は
ア
オ
コ
発
生
に

あ
っ
た
。
浄
化
措
置
を
と
れ
ば
発
生
を
抑

制
で
き
る
が
、
現
時
点
で
は
、
そ
の
措
置

は
十
分
に
と
ら
れ
て
い
な
い
。

　

ア
オ
コ
と
と
も
に
、
流
木
・
雑
木
な
ど

の
浮
遊
物
も
目
立
つ
。
浮
遊
物
は
ア
オ
コ
の

栄
養
源
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
景
観
を
壊

す
の
で
、
そ
の
除
去
が
必
要
で
あ
る
。
同
ダ

ム
は
、
７
年
前
か
ら
、
流
木
対
策
に
力
を

い
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
現
時
点
で
は
、

　

水
温
が
上
昇
す
る
夏
に
は
、
ダ
ム
湖
で

ア
オ
コ
が
発
生
し
や
す
い
。
今
年
も
、
瀬

戸
石
ダ
ム
の
ダ
ム
湖
で
７
月
20
日
頃
に
発

生
し
た
。
ア
オ
コ
に
は
鮎
、
鯉
な
ど
の
魚
類

ア
オ
コ
発
生

　

 

編
集
部

瀬戸石ダム湖のアオコ（８月2日）

瀬戸石ダム付近の浮遊物

─ 世界の核兵器をゼロにする画期的な条約　国連で採択 ！ ─
世界で唯一の被爆国日本が欠席したことで世界の人々はがっかり。し
かし日本から被爆者や平和を求める人たちが参加して決議されました。

　「car（カー）、車・乗用車」の語源でもあるラテン語の「carrus（カッルス）、二
輪馬車」から派生した同根語で、三重語の関係にあります。
　carry（キャリー）は、「運ぶ」を表す最も一般的なことばですが、これには「重
さを支える」意も含まれています。そこからある状態や動作を持続させる意が生ま
れ、「身につける・収容できる・（計画を）進める・（商品を）扱っている・（病気の）
保菌者」など多くの意味で使われます。
　cargo（カーゴ）はスペイン語「cargar（カルガル）、積み荷」からの借用で、「cargo 
boat（ボート）、貨物船」「cargo plane（プレーン）、貨物輸送機」など合成語に
使われる他、「船舶一艘・貨車一台・飛行機一機」分の車を「a cargo of cars」と
言いますが、一般的に運送貨物には freight（フレイト）の方が好まれるようです。
　charge（チャージ）は、「荷物を積む・容器に物を詰める」の原義から「負担を
負わせる・料金を請求する・カード払いにする・充電する・弾丸を装填する・突
撃する」など多くの使い方があります。
　「car･carrier･career」、「car･chariot･cart」も同根です。

外来語から学ぶ英単語 （17）…… 藤原　宏

キャリー　・　カーゴ　・　チャージ
carry    cargo     charge

（383）
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⑥市房ダムは（　　　　　　　）にある。
⑦丸目蔵人佐の墓は (　　　　　　) にある。
⑧エンブリー夫妻が研究したムラは（　　　　）にある。
⑨中山観音は（　　　　　　　）にある。
⑩まんが美術館は（　　　　　）にある。
⑪びゃーどんの墓は（　　　　　　）にある。

問５、下の写真の名称を答えよ
　①城跡（八代市坂本町）

答（　　　　　　　）

②駅舎（球磨村）

答（　　　　　　　）

③人吉市にある家屋

答（　　　　　　　）

④八代市にある工場

答（　　　　　　　）

⑤球磨郡にある施設

答（　　　　　　　）

※答え合わせは次号でおこないます。
　前回の答え合わせは85 頁で。

★全問正解者には抽選で弊社の書籍を
プレゼントします。ハガキ又は封書で
弊社まで解答をお送りください。

問１　球磨川の支流を５つ挙げよ。（例　川辺川）
①（　　　　　　）
②（　　　　　　）
③（　　　　　　）
④（　　　　　　）
⑤（　　　　　　）

問２　「私」を基準にしたときの家族・親戚の名称を漢字で書け。
（例　母の妹＝叔母）

①　父の兄　　　（　　　　　　）
②　祖母の兄　　（　　　　　　）　
③　母の妹の子　（　　　　　）（　　　　　）（　　　　　）（　　　　　）
④　祖母の子　　（　　　　　）　（　　　　　）（　　　　　）　（　　　　　）
⑤　娘の兄　　　（　　　　　　　）

問３、次の式を解け。
７＋３＝４１０２１
８＋３　＝５１１２４
５＋４＝１９２０
９＋６＝　？
７＋４＝３１１２８
５＋２＝３７１０
１７＋８＝９２５１３６
１３＋６＝？

問４、次の場所が存在する市町村名を書け。　　　
（例、球泉洞は（　　　　　）にある。→（球磨村）

①赤松館は（　　　　　　）にある。
②熊本総合病院は（　　　　　　　　）にある。
③小山勝清の生家は（　　　　　）にある。
④大村横穴墓群は（　　　　　）にある。
⑤浜眼鏡橋は（　　　　　　　）にある。

くまがわ学習塾　❽
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　②駅舎（葦北郡芦北町）

　　（　白石駅　）

　③人吉市にある建物

　　（　町家ギャラリー立山　）

　④球磨郡山江村にある石橋
　　（答（　森下（もんのした　）橋　（球磨郡山江村西川内））

　⑤源流水リレーの到着地
　　（　水嶋（水嶋神社）　）

③蟹作　  （　がんつくり　）人吉市

④合志野（　おしの（おおしの）　）八代市坂本町

⑤木上      （　きのえ　）球磨郡錦町

問５、写真を見て問いに答えよ
　①城跡（葦北郡芦北町）

　　（　佐敷城（佐敷丸岡城）　　）

【解説】
■明治初期には、「蠏作」と表記。「蠏」は「蟹」の異字体。
■同地付近から製鉄異物が出土している。したがって「カネ・ツクリ」が訛っ

た地名の可能性があるが、詳細は不明である。

【解説】
■行政表記は「おしの」。地元では「おおしの」と発音。
■江戸時代の文献は「大篠」と表記。

【解説】
■南北町時代から存在する地名。以前は、「木枝」と書いた。

【解説】
■佐敷城には、新旧があ

る。写真の佐敷城跡は
新城。旧城は新城の東
側にあって、「東の城」
とよばれている。それと
は別に「東の城」の南に

「兼丸城」もあった。
■新城は加藤清正の築城

による。清正は肥後北部
の支配を担当した（南部は小西行長が担当）が、葦北については清正
の「飛び地」とされた。清正は丸岡山を利用して新たに城をつくった。
そのため新城は「佐敷丸岡城」ともいう。築城は天正 17 年 (1588 年）
頃と推測されている。

■薩摩街道と人吉街道が交わる要所にあり、吉尾方面へもつながってい
る。天草も近い。島津、相良、天草を「おさえる」には最適の地である。

■同城については、「梅北の乱」有名。文禄元年（1592 年）６月 15 日、
島津家家臣の梅北国兼が朝鮮出兵で留守の佐敷城をのっとり、翌日、
八代城（麦島城）も攻めた事件。国兼は短時間で制圧された。秀吉の
朝鮮出兵を機に、秀吉の支配に対する地元勢力の不満が爆発した事件。

国兼の首は名護屋城で晒された。秀吉は国兼の妻も捕まえ、彼女を「火
あぶり」にした。秀吉は残酷であった。通常は、乱れるところ、国兼の
妻はそうではなかった。それをみてルイス・フロイスは「異教徒ながら、
立派である」と書いている（フロイス『日本史』）

■人吉の歴史書は、「梅北の乱」を文禄元年でなく文禄２年（1593 年）
とする例が多い。他方、『熊本県の歴史』は天正 20 年６月 15 日とする。
どう考えるべきか。天正から文禄への改元は 12 月８日であるので、「熊
本県の歴史」の記述が正しい。「文禄の役」もそれ自体としては天正 20
年にはじまっている。

■元和元年（1615 年）、江戸幕府は一国一城令を発し同城は取り壊され
た。寛永 14 年 (1687 年）、天草・島原の乱、発生。そのとき、城の
徹底した破壊がおこなわれた。

■「天下泰平」銘の鬼瓦などの遺物が出土している。

【解説】
■同駅については、松本晋一「白石駅」本誌８号を参照。

【解説】
■同ギャラリーについては、山口啓二「町家ギャラリー立山　㊤㊦」本誌

８号、９号を参照。

【解説】
■昭和 16 年 (1941 年 ) 架橋。山江村の唯一の石橋。

【解説】
■水嶋は万葉集に登場する有名な嶋。近くに、「万葉集の里公園」がある。
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②　一　望　　（　千　）　里　　　　 （いちぼうせんり）

③　風　光　明　（　媚（美）　）　　　　 （ふうこうめいび）

④　水　（　村　　）　山　郭　　　　 （すいそんさんかく）

⑤　暮　（　白　）　蒼　然　　　　 （ぼしょくそうぜん）

問４、次の地名を書け。　　　★例　覚井（かくい）球磨郡あさぎり町
①向淋      （　むかいそそぎ　）球磨郡球磨村

②高田辺（　こうだべ　）葦北郡芦北町

問２　トルストイの作品名を５作あげよ。　★例　イワンの馬鹿
①戦争と平和
②イワン・イリイチの死
③光あるうち光のなかを歩め
④３匹のくま
⑤家族だからって、わからないこともある　など多数

問３、次の四字熟語を完成させよ
①　　（　白　）　砂  青　松　　　 （はくさせいしょ）

■ツツジ（湯前町、山江村）
　ツツジを市町村の花としている例は多数ある。静岡県は県の花とする。

熊本県内では、山江村、湯前町のほか、水俣市、山鹿市、南関町、大
津町でツツジを採用している。

■リュウキンカ（あさぎり町）
　キンボウゲ科リュウキンカ属の多年草。あさぎり町が国内自生地の南限

とされる。そのことと、春先に黄色い花を咲かせることから「希望の春」
を告げる花として選定。

■シャクナゲ（水上村）
　シャクナゲはツツジ科ツツジ属の常緑の低木。「石楠花」と書く。同村

の「シャクナゲ公園」には、約 3000 千本のシャクナゲを植えらていて、
４月下旬に「シャクナゲ祭り」がある。

■フクジュソウ（相良村）
　キンボウゲ科の多年草。「福寿草」と書く。別名「ガンジツソウ（元日草）」、
「ツイタチソウ（朔日草）」。春を代表する花。花言葉は、永久の幸福、
祝福。

■ツバキ（五木村）
　五木の子守唄「花は何の花、ツンツン椿、水は天からのもらい水」に由来。

【解説】
■白い砂浜（白浜）と松林（青松）がおりなす配色の美しさを示す表現。

天橋立（京都）、美保松原（静岡）がその例。
■太田猛彦『森林飽和』（NHK ブックス）によれば、「青松」は海岸林で、

その大半はクロマツである。戦国時代末から江戸時代にかけて植林され
た、人工林である。したがって「羽衣」伝説は江戸以降に成立したこと
になる。問題は、なぜ、植林したかだが、太田は飛砂（ひさ）を避け
るためとする。安部公房『砂の女』は飛砂の状況を描いた作品で、昭
和２０年代まで人間は飛砂に苦しめられていた、その後、飛砂は激減
するが、それは森林の飽和状況にあるという。同書は山林の変化につい
ての必読の書である。『砂の女』の現実性については、マイケル・ウェ
ランド『砂　文明と自然』（築地書館）も注目している。

【解説】
■一目で広 と々したすばらしい景色を見渡せるという表現。
■「一望」を利用した類似表現に、「一望千傾（いちぼうせんけい）、一

望無垠（いちぼうむぎん）、天涯一望（てんがいいちぼう）などがある。

【解説】
■「風光」は眺めや景色。「明媚」は清らかで美しいこと。地域を限定し

ないので、各地の観光名所や景勝地を表現・宣伝するときの決まり文
句になっている。以前は、「明媚」だけを使用していたが、「明美」と表
現する例がでてきた。一部の辞書は「明美」も可とする。

【解説】
■「水村」は水辺のムラのこと、山郭は山際のムラのこと。自然あふれる

農村を表現するときに使用する。
■出典は杜牧（唐）の七言絶句の「江南春」。

【解説】
■夕方になり、あたりが薄暗くなっていくこと。
■出典は、柳宗許（唐の詩人）の「はじめて西山を得て宴遊する記」。

【解説】
■球磨村淋地区の対岸にある地域名。球磨川には左右両岸で同一地名の

地域が数多くある。「淋」と「向淋」はその一例。

【解説】
■球磨川左岸にある集落名である。同地には瀬戸石ダムがある。
■同ダム付近で肥薩線はトンネルになっているが、同ダム建設前にはトン

ネルはなかった。松本晋一「瀬戸石駅」（本誌第５号）参照。
■同地は急斜面で大規模な土砂崩れが２箇所で発生している。
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問１　市町村の花の名前を書け。★例　五木村（ツバキ）
①八代市　（　桜　）
②人吉市　（　梅　）
③多良木町　（　百太郎ツツジ　）
④球磨村（　山桜　）
⑤錦町　（　ツクシイバラ　）
⑥芦北町（　　　）→選定していない。
⑦山江村（　ツツジ　）
⑧あさぎり町（　リュウキンカ　）
⑨水上村　（　シャクナゲ　）
⑩湯前町（　ツツジ　）

前号【くまがわ学習塾⑦の答え】

【解説】
■桜（八代市）と梅（人吉市）
　両者は、ともに、日本を代表する花である、殊に、桜は、「花」といえ

ば桜を指すほどだ。100 円硬貨の裏面も桜をデザインしている。「桜イ
コール花」は平安時代に成立した通念で、それより以前の奈良時代は「花
イコール梅」であった。

　八代市は、八代城跡や荒瀬ダムのダム湖など市内の多くの場所で咲き
市民になじみがあることを理由に合併３周年を記念して平成 20 年８月
１日に「市の花」を「桜」にした。荒瀬ダム湖（今は、ない）周辺に
は確かに桜が多い。自生していた桜もあったろうけど、荒瀬ダムを建設
時の桜井知事の意向も反映している。桜井知事は、荒瀬ダムが完成し
たら、ダム湖に桜を植え観光地にすると約束し、じっさいに桜を植えた。
桜井の「桜」を念頭においた約束であった。

　他方人吉市は、旧藩主相良家の紋所（長剣梅鉢」）であること、市直営
の人吉梅園があること、他の花に先駆けて咲くことを理由に市制 30 周
年を記念して昭和 47 年 10 月に、梅を「市の花」に選定した。

■山桜（球磨村）
　春先を知らせ花であること、満開の山桜は秋の実りをもたらすことを理

由に村の花に指定。山桜は李（スモモ）の一種であると考えられてきた
が、最近では、桜の一種であるとみる見解が有力である。

■百太郎ツツジ（多良木町）
　百太郎ツツジはレンゲツツジの別名。百太郎溝の取入が設置されている

ことも勘案し、町の花に指定。（昭和 60 年）
■ツクシイバラ（錦町）
　錦町といえばツクシイバラである。しかし、以前は、「ツツジ」を「町の

花」にしていた。しかし、住民の要望を受け、平成 20 年 10 月に、「ツ
クシイバラ」に変更。

★ツクシイバラについては、合原康美「ツクシイバラを守る除草作業（本
誌 12 号）、尾方洋子「おもてなし」（本誌 13 号）、高田由美子「ツク

シイバラコンサート」（本誌 14 号）、岡部保雄「ツクシイバラとの御縁で」
（本誌 15 号）、川崎久宣「ツクシイバラと私」（本誌 16 号）参照。

★ツクシイバラがいつから球磨川流域で自生していたかは不詳。1917 年
６月９日、前原勘次郎（元人吉高校教諭）があさぎり町上（旧上村）
で標本を採取し、それが「ツクシイバラ」の公式確認の端緒である。今
年はそれから 100 年目である

★「ツクシイバラ」は「ツクシ」と「イバラ」の合成語。ツクシは「筑紫」
のことで九州を指し、「イバラ」は「ノイバラ（野茨）」のこと。合わせると「九
州のノイバラ」になる。前原のいう「ツクシサクラバラ」は、「九州固有
のバラ科バラ属のサクラ」というほどの意味になる。バラ科に属すること、
九州に自生することは当初から認識されていたことになる。

★前原による標本採取の翌年、小泉源一郎（東京帝国大学嘱託教員、の
ち京都帝国大学教授。日本植物分類学会の創立者。1883 年 11 月１
日〜 1953 年 12 月 21 日）がそれを Rosa adenochaeta Koidz と命名。

「薔薇属、線毛種、小泉命名」といった意味の学名（ラテン語）。学名
にラテン語を使用する方法は中世以来の伝統に由来する。ラテン語の力
は絶大で植物名の使用などに限定されない、たとえば聖書も中世までは
ラテン語で記されていた。マルティン・ルターがそれをドイツ語に翻訳し、
清教徒革命を先導することになる。法律学でもラテン語の影響は強い。
法諺の大半はラテン語である。

★ 1926 年、中伊猛ノ進（東京帝国大学教授。1882 年 11 月９日〜
1952 年 12 月６日）は、学名を、Rosa　polyantha Siebld  et　 Zucc  
var. adenochaeta (Koidz)　Nakai に替えた。Siebld　はシーボルトのこ
と。幕末日本に来日し「シーボルト事件」の主役のシーボルトである。
Zucc はシーボルトとともに日本の植物を海外に紹介したツッカリーニ。
中伊はふたりの名前を出すことで日本の植物学の分類法を国際基準に接
続させようしたのであろうか。ついでながら、前原と中伊の二人は、本
草学から植物学の分離をすすめた松村任三（1856 年２月 14 日（安政
３年１月９日〜 1928 年５月４日）の教え子である。松村が教授時代
の講師は牧野富太郎（1862 年〜 1957 年）。牧野は「日本の植物学の父」
と評されるが、熊本の考古学史の重要人物・寺西正路に決定的影響力
を与えた人物でもある。木崎康弘『肥後と球磨、その原史世界に魅せら
れし人々』（人吉中央出版社）46 頁以下参照。

★ 1953 年、大井次三郎（東京科学博物館図書課長。1905 年９月 18
日〜 1977 年２月 22 日。牧野富三郎ともに植物分類学の基礎を固め
た人）が学名を、Rosa multiflora]  Thunb  var  adenochaeta  (Koidz) 
Ohwi、 に変更。Rosa はバラ属、multiflora] はノイバラ種のこと、
Thunb は植物学者カール・ツンベルグを指す。var adenochaeta は「変
種」のこと。「ツンベルクの植物誌でいうノイバラの変種」という意味に
なろうか。

★ 1988 年、籾山泰一（1904 年１月 11 日〜 2000 年３月３日。中伊猛
ノ進に植物学を習う。資源科学研究所などに勤務）と大場秀章（東京
大学教授　1943 年７月 14 日〜）がレクトタイプ標本（学名の基準に
なる標本のこと）を選定。選定物は、1917 年６月９日、前原勘次郎（元
人吉高校教諭）があさぎり町上（旧上村）で採取したもの。

★ 2001 年、大場秀章が「ツクシイバラ」をノイバラの一種であることを
正式に発表。
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阿
蘇

神
社
・
文
化
苑
「
童
遊
館
」】

　

夏
休
み
は
、
こ
ん
の
な
か
ら
ん
ば
、

始
ま
ら
ん
じ
ゃ
っ
た
。

　

枕
蚊か

や帳
の
、
い
っ
ち
ゃ
ぶ
れ
た
（
破

れ
た
）
骨
ば
、
二
尺
ぐ
り
ゃ
で
、
ヤ
ス

リ
で
打
ち
切
っ
て
、
一
方
ん
方
は
、
一

寸
ぐ
り
ゃ
で
、直
角
ん
曲
げ
て
う
ぇ
て
、

ま
ぁ
一
方
ん
方
は
、
ヤ
ス
リ
で
と
ん
ぎ

ら
き
ゃ
て
（
尖
ら
し
て
）、イ
ヲ
に
、よ
ぅ

鉄
砲
イ
ザ
リ

絵と文／松舟博満
おっとわっとあすび その❻

　
村 

上 

鬼 

拳

一
人
旅　

男
見
る
目
の
出
来
ま
し
た

早
や
一
年　

星
雲
な
ど
け
行
っ
た
ろ
か

心
機
一
転　
いつ
ま
で
も
秘
書
す
る
も
ん
か

サ
ン
キ
ュ
ー　

連
立
組
ん
で
く
れ
ま
す
か

趣
味
と
実
益　
一 

と
坪
農
家
思
い
立
ち

幸
せ　

健
康 

一 

っ
ち
ょ
有
る
と
え
え

乗
り
切
っ
て　

賞
与
の
出
せ
る
嬉
し
さ
が

遠
慮
し
な
す
な　

養
子
は
威
張
っと
く
も
ん
よ

ハ
ズ
レ　

男
見
る
目
の
高
過
ぎ
た

そ
れ
が
本
当　

汗
し
た
銭
ァ
貯
ま
る
ば
な

【
む
ら
か
み
・
き
け
ん
／
人
吉
市
】
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昔
は
、
お
盆
を
過
ぎ
れ
ば
朝
夕
は
過

ご
し
や
す
く
な
る
と
感
じ
て
い
た
が
、

最
近
の
傾
向
は
９
月
に
入
る
ま
で
気
が

抜
け
な
い
。
熱
中
症
は
勿
論
だ
が
災
害
に
関
し
て
も
用
心
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
★
そ
ん
な
中
、
今
年
の
源
流
水
リ
レ
ー
は
源
流
キ
ャ
ン

プ
で
流
域
を
楽
し
ん
だ
。
そ
の
涼
し
い
光
景
は
４
頁
に
掲
載
★
本
誌

の
前
身
で
あ
る
「
週
刊
ひ
と
よ
し
」
の
２
０
１
２
年
元
旦
号
か
ら

足
か
け
５
年
半
、
今
回
で
通
算
１
７
２
回
と
な
っ
た
木
﨑
康
弘
氏

の
連
載
「
考
古
地
誌
」
が
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
先
月
、
世
に
出
た
。

連
載
分
に
加
え
て
新
資
料
を
も
と
に
大
幅
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
分
量
は
約
６
０
０
頁
に
達
し
て
い
る
。
今
月
号
の
特
集
（
12
頁

～
）
を
読
ん
で
い
た
だ
く
と
分
か
る
よ
う
に
、
専
門
書
で
あ
り
な
が

ら
、
内
容
は
考
古
学
者
た
ち
の
人
間
臭
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
溢
れ
て
い

る
。
木
﨑
氏
の
学
史
へ
の
旅
は
ま
だ
ま
だ
続
く
だ
ろ
う
か
ら
、
中
間

報
告
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
弊
社
刊
行
物
と
し
て
宣
伝
を
兼
ね
て
、

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
る
。（
ま
）

　
編
集
後
記

〒
８
６
８
─
０
０
１
５

熊
本
県
人
吉
市
下
城
本
町
１
４
３
６
︱
４
の
３
号

人
吉
中
央
出
版
社
「
く
ま
が
わ
春
秋
」
編
集
部

info@
hitoyoshi.co.jp

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス 

０
９
６
６
・
23
・
３
７
５
９

　イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

開
催
中

▽
夏
季
特
別
展
覧
会
「
探
し
て
み
よ
う
！ 

や
つ
し
ろ
の
宝
も
の
ー
指
定
文
化
財
大

集
合
ー
」（
～
８
月
27
日
、
八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

８
月
15
日
（
火
）

▽
第
63
回
人
吉
花
火
大
会
（
中
川
原
公
園
お
よ
び
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
一
帯
）

８
月
17
日
（
木
）

▽
多
良
木
町
ゑ
び
す
夏
ま
つ
り
・
花
火
大
会
（
同
町
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
一
帯
）

８
月
19
日
（
土
）

▽
第
71
回
犬
童
球
渓
顕
彰
音
楽
祭
個
人
コ
ン
ク
ー
ル
予
選
（
～
20
日
、
人
吉
市

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

８
月
20
日
（
日
）

▽
「
お
ど
ん
が
プ
ラ
モ
コ
ン
テ
ス
ト
」
展
示
（
～
27
日
、あ
さ
ぎ
り
町
免
田
ポ
ッ

ポ
ー
館
）

８
月
21
日
（
月
）

▽
青
井
阿
蘇
神
社
「
夏
越
祭
」（
同
神
社
境
内
）

８
月
24
日
（
木
）

▽
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
「
夏
休
み
体
験
教
室
」（
人
吉
市
ス
ポ
ー

ツ
パ
レ
ス
）

８
月
25
日
（
金
）

▽
第
33
回
に
し
き
夏
ま
つ
り
（
錦
町
役
場
前
広
場
）

▽
第
11
回
球
磨
川
音
楽
祭
with
木
野
雅
之
（
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

８
月
26
日
（
土
）

▽
第
26
回
日
本
一
の
大
鮎
釣
り
選
手
権
大
会
（
球
磨
村
の
球
磨
川
流
域
）

▽
第
11
回
球
磨
川
音
楽
祭
with
木
野
雅
之
（
多
良
木
町
交
流
館
石
倉
）

８
月
27
日
（
日
）

▽
第
２
回
ぎ
ゃ
ん
ぎ
ゃ
ん
笑
祭
！
あ
さ
ぎ
り
町
（
同
町
免
田
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）


